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    プロローグ　リセット


    



    　屋上までの長い螺ら旋せん階段を、僕は一人で上っていた。


    　冷たい夜風に身を震わせて、鉄枠が奏でる物寂しい反響音を耳に、今日という日に思いを馳はせる。朝起きてからついさっきまで、一日をかけて自分の身に降りかかった不幸の一つ一つを思い出し、思い出しては溜ため息いきをついた。


    　それぞれは本当にくだらないただの出来事が、纏まとわり付くように僕の行動を妨害し、僕の精神に負担をかけた。それに抗あらがう僕の行動もその全てが裏目に出て、逆に僕を苛さいなんでゆく。


    　まるで世界が僕を苦しめるためだけに用意したような、そんな一日。気分は最低だった。


    　今ではもう、自分も、自分を取り囲む全てのものも、鬱うつ陶とうしくて仕方がない。全てが嫌いになった。全てを捨てたくなった。全てから逃げたくなった。


    「だから……」


    　今ではホームレスも近づかない廃ビルの屋上に立ち、夜空を見上げる。


    　満天の星空を期待したが、生あい憎にくと今こ宵よいは曇りのようだった。月も見えぬ面白みの欠かけ片らもない夜空に、僕は恐らく人生最期の溜息をつく。


    「……だから、やめるんだ」


    　ここに来るのは何度目だろう。いつもは手近なもので手っ取り早く済ませているのだが、今日はそんな気分になれなかった。ある意味、これも自じ暴ぼう自じ棄きになっているということなのだろうか。全てをグチャグチャにしてやりたい、そんな心理状態。


    　寒空の下、革靴の足音が妙に響く。僕はまっすぐにフェンスの破れ目を潜り抜けると、屋上の縁に腰掛けた。足元に広がるいつもの通学路を眺めてから両手を縁に添え、目を瞑つぶる。


    　遺書はいらない。覚悟もいらない。


    　このまま両手に力を入れて、身体を乗り出すだけでいい。


    「さようなら、サカキキヨト」


    　そう呟つぶやいた時にはもう、飛び降りていた。


    　重力に引き寄せられた僕の身体が、それなりの速度で地面へと落下していく。


    　頭上に近づく道路と、眼下に広がる暗雲。あと数秒で、僕は死ぬ。


    　ふと見ると、雲の隙すき間まから今まで見えていなかった月の光が差し込んでいた。今日は満月、最期の最後で、こんな死に方も悪くない。


    　そんなことを考え、一人表情を緩めた僕は、ふと向かい側のビルに動くものを見つけた。


    　月明かりがなければ見えなかったであろうそれに、ほんの気まぐれで視線を向ける。


    　そして僕は、それが何かを理解して目を見開いた。


    　人。


    　そこにあったのは、自分と同じく、重力に引かれて落ちていく人間の姿だった。


    　死を直前にして、極度の緊張状態に陥った脳は通常の何倍以上もの視覚情報を察知する。そのお陰か、僕は刹せつ那なにもかかわらず、その姿をはっきりと確認することができていた。


    　それは、自分と同じくらいの背丈をした少女だった。あの制服には見覚えがある、確かこの町にある仙せん岳がく第一中学校のもの。親しかった友人が通っているはずの学校だから、間違いなかった。もしかしたら、彼女は〝あいつ〟と知り合いかもしれない。


    「あいつ、あいつか……」


    　瞬間、瞼まぶたの裏に浮かんだその人物の笑顔に、僕は場違いにも苦笑する。しばらく会っていないが、彼女は今頃どうしているのだろう。少なくとも今現在、僕がこんなことをしているなんて夢にも思っていないだろうな。


    　まぁ、夢にも思っていなかったというのなら、こっちだってそうだ。こうして同じタイミングで同年代の、しかもあの学校の女子と飛び降りているなんて。


    　僕は妙な感慨深さを感じながら、見ず知らずの彼女とともに、ゆっくりと落ちていく。


    　地面との衝突寸前。ふと、向こうが僕の存在に気が付いた。姿勢を変えて、こちら側に視線を向ける彼女。


    「え？」


    　その顔が、ぽかんと口を開ける。恐らく、こっちも同じような表情をしていたに違いない。僕はその瞬間、二重の意味で驚いていた。


    （なんで？）
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    　驚きよう愕がくに目を見開き、口をぱくぱくと動かす彼女。その顔、その姿。見ず知らずなんてとんでもない。向かいのビルから飛び降りて、その短い人生を終えようとしていたこの少女こそ、今さっき、その制服を見て僕が連想したばかりの〝あいつ〟、本人だった。


    　馬鹿な、どうして、いったい、なんで。


    　混乱する思考回路。その意識の片隅で、僕はすぐ頭上に迫るアスファルトを知覚する。


    　あ、だめだ。もう、死ぬ。


    「ユイ……！」


    　思わず叫んだ〝あいつ〟の名前が、夜の仙せん岳がく町に木こ霊だました。


    



    　衝撃──まっ先に着地した顔面が削けずられ、負荷がかかった首が拉ひしやげる。


    　激痛──バウンドする胴体。刹せつ那なの痛みとともに脳のう味み噌そを撒まき散らし、急停止する身体機能。


    　暗転──意識と身体が搔かき乱されて混濁し、破けた皮ひ膚ふから飛散した。


    　虚無──霧消する自我。絶対的な虚脱感。喪失する世界。


    



    　そして僕はまた、二〇〇九年十二月十日の朝を迎える。

  


  
    １章　リトライ


    



    　　　　　１


    



    　途端に急激な眠気が襲ってきた。身体を包む布団の温もりが心地よい。


    　僕はぼやけた頭のまま、ゆっくりと起き上がり、ベッド脇わきの置き時計へと目を向ける。午前六時二十分。先程まで夜よる闇やみの中にいた僕は、いつの間にか朝の自室で寝ぼけていた。まどろみの中、デジタル時計の日付表示をチェックして呟つぶやく。


    「二〇〇九年十二月十日……僕の誕生日、か」


    　どうやら今回も、きちんと戻ってこられたようだ。確認できた安心感からか、僕は再び布団の中に身体を沈め、凶暴な睡魔に身を委ゆだねる。


    



    　人生は一度きり。過去の過ちはやり直せないと人は言う。


    　だから人間は過去を反省し、今を大切にし、それを未来に生かすのだ、と。


    　だが、誰しもが一度は思うことだろう。あの時ああしていれば、あの頃に戻れたら。


    　どちらかにしか進めない、右と左の分かれ道。


    　右の道を選んだ者はその先で苦難に出遭い、こう考える。あの時、左を選んでさえいれば。


    　左の道を選んだ者もまた然しかり、反対側を選んでいたらと、そう考えて生きるのだ。


    　人生はこれの繰り返し。後悔のない選択肢、間違いのない生き方などありはしない。ゲームのように「失敗したから選択肢の前からやり直す」ことなど、できはしないのだ。


    　できはしない、はずなのだ。


    　だがしかし、何な故ぜか僕にはそれができた。


    　それができる「便利な機能」が僕の人生には備わっていたのだ。


    



    　僕が、そんな自分の「機能」の存在に気付いたのは、今から二年前の二月一日、私立貴たか苗なえ学園中等部、入学試験当日のことだった。


    　その頃の僕は、馬鹿みたいに必死だった。なにがなんでも志望校に合格したかった、できなければ死ぬしかないと思えるほどに。今考えれば馬鹿馬鹿しい話だが、本気だった。僕は小学校時代後半の貴重な数年間を、その試験を突破するための勉強だけに費やしてきたのだ。


    　試験直前、僕は願い、祈った。絶対に合格したい、合格させて下さい神様と、脳の血管が切れるかというくらい熱心に、狂信的に、そう念じた。その時、一瞬だけ正体不明の鋭い頭痛に襲われたので、本当に切れてしまったのではないかと心配になったほどだった。


    　だが、そんな祈りも虚むなしく、その結果は悲惨なものだった。僕は試験終了時、絶対に不合格だと確信した。なにしろ自分の解答と解答欄への書き込みが一つずつ、ずれていたのだ。気付いた時にはもう遅く、試験終了のチャイムが鳴っていた。


    　試験会場からの帰り道、あまりのショックで自じ暴ぼう自じ棄きになった僕は、自分の愚かしさと今までの数年間の虚むなしさを心の中で嘆き、とぼとぼと道路を歩いていた。


    　これまでにないほどの放心状態。それは、信号を無視して突っ込んでくるトラックの存在に、気付けないほどで。


    　反応が遅れた僕はそのトラックに撥はね飛ばされ、死んだ。死んだと思った。


    　受験に失敗し、事故に巻き込まれて死ぬ。腰が限界以上に捻ねじれて、上半身と下半身が前後逆。そんな冗談みたいな状態の肉体を眺めながら、なんて最悪な人生なのだと神を呪のろった。呪って呪って、呪いまくった。だが、僕は死んではいなかった。


    　それどころか次の瞬間、何な故ぜか僕は生きて先程の試験会場に座っていたのだ。ついさっきまでの身体が千切れるような激痛はけろりとなくなり、破壊された肉体もすっかり元に戻っている。時計を見ると、まだ午前中。しかも目の前に問題用紙が配られてきたではないか。


    　あまりの緊張で白昼夢でも見たのかと、その時の僕は考えた。


    　しかし、配られてきた問題の内容が自分の記憶していたそれと全く同じであり、ついつい自分が解答欄の書き間違いを犯そうとしていたことに気付いた時、僕は確信する。


    　あれは夢なんかではなかった、と。


    　その後、僕はくだらないケアレスミスをすることもなく試験を終了し、居眠り運転によって起こされた交通事故の現場を横目で見ながら帰宅した。電信柱に激突し、拉ひしやげるトラックの姿形は、自分を撥ねたものと同じだった。失意の中、トラックに轢ひき殺されたはずだった僕は、事故に巻き込まれることもなく無事生き残り、試験にも合格することができたのである。


    　それだけなら、ただの不思議現象体験談で終わっただろう。だがしかし、話は更に続くことになる。それは僕が志望していた中学に入学してすぐのことだった。


    　ある日、僕はクラスメイトからこっそり給水塔の上に登ってみないかと誘われた。


    　ただでさえ、立ち入り禁止である屋上の、そのまた上に聳そびえ立つ給水塔。まだ幼かった当時の自分が興味を示さないはずがない。好奇心をとるか、校則をとるか。ひとしきり悩んだ末、僕は屋上へ侵入することを選択した。いつぞやと同じ鋭い頭痛を一瞬だけ感じたが、この時の僕は、どうせ寝不足のせいだと気にも留めず、逸はやる心を抑えきれずに階段を駆け上る。


    　吸い込まれそうなほどに深い青空と、それにかかる白い雲。


    　その時、給水塔の上から見た仙せん岳がく町の景色を僕は決して忘れないだろう。その直後、自分の身体をさらった強風も、それによって床に叩たたきつけられ、身体に走った激痛も。


    　頭ず蓋がい骨こつの砕ける感覚と、溢あふれ出す血液に彩られる屋上の床。それらを認識するや否や、僕はいつの間にかクラスメイトと廊下を歩いていて、彼から決断を迫られている最中だった。


    　好奇心か、校則か。再び突きつけられた選択肢。今さっき自分に起きたばかりの現象に混乱していた僕は、適当な理由をつけて後者を選び、彼と別れて早々に帰宅する。


    　そのクラスメイトが給水塔の上から足を滑らせ、大怪我を負ったという話を聞いたのは、翌日の朝のホームルームのことだった。


    　この一連の出来事は、僕にあることを確信させた。


    　それはずばり、自分の身に起こったこの怪現象は偶然でも奇跡でもなく、自分に備わった特殊能力によるものであるということ。


    　そう、僕は死ぬことにより、生前の記憶はそのままに、過去の、生きていた頃の自分へと人生を巻き戻すことができる。何な故ぜかは知らないが、僕はそういう能力を持っていたのだ。


    　これが生まれつきのものなのか、二年前に初めて備わったものなのかはわからない。まぁ、その発動条件が「自分自身の死」なのだから、気付けたはずもないのだが。


    



    　とまぁ、そんなわけで、二度の死により特殊能力の存在を確信した僕が、その能力をなんとか活用できないかと考えるまでに、そう時間はかからなかった。


    　とにかく能力の詳細なルールを知るべきであろう。そう考えた僕は、数回の実験を繰り返し、己の死に慣れると共に、その能力の概要を摑つかむことに成功する。


    　まず巻き戻しには、死ぬことが必須であるということ。それは自殺他殺や事故を問わず、僕が死ねればそれでいい。次の瞬間、僕は過去へと戻るのだ。


    　次に、戻る過去をあらかじめ自分で決めることができるということ。といっても、死ぬ直前にその場で都合よく、「あの時、あの場所に帰りたい」などと選べるわけではない。事前に場面を指定しておくことが必要なのである。


    　中学入試の時なら試験開始直前、給水塔の時なら行くかどうか問われた場面。その時、その場所で「将来、戻ってきたい場所」を意識した場面にまで、人生は巻き戻される。


    　つまり、簡単に言ってしまえば、これはテレビゲームに搭載されている「セーブ機能」のようなものなのだ。ある場所、ある時間、ある場面に「セーブデータ」を記録し、その後の人生で死ぬ、つまり「ゲームオーバー」になった時、直前に記録した「セーブデータ」の場面から人生をやり直すことができる。


    　だが、この「セーブ」というのは、僕の感覚的なものなので説明するのが難しい。


    　ゲーム内のキャラクターに「メニューを開き、セーブ画面を呼び出す」という概念を説明できないことや、魔術師が一般人に魔法の使い方をうまく説明できないことと同じだ。


    



    　そんな「セーブ機能」を僕は意図的に誘発、つまり、何度も自殺を繰り返すことによって練習し、自分の好きな場所、好きな場面で自由に「セーブ」を行う技術を身につけた。


    　要領を摑めば簡単だ。ただ、頭の中で強く「現状をセーブしたい」と思うだけでいい。その瞬間、脳のどこかに針を突き刺したような痛みが走り、その針が刺さったままであるかのような異物感が残れば「セーブ」は成功。次に死んだ時、この針とともに繋つなぎとめていた場面にまで人生が巻き戻される。


    



    　しかし同時に、僕はこの「セーブ機能」に備わる制限も発見していた。


    　一つ目は、この「セーブデータ」は複数用意することができないということ。何な故ぜかはわからないが、新たに「セーブ」しようとするたびに前の「データ」に残る異物感が消え、新たな「データ」が上書きされる感覚が走るのだ。


    　つまりＡという過去に戻りたくても、Ａの後にＢという新たな「セーブデータ」を記録していたなら、もうＡには戻れない。針は一本、保存できる場面は一つだけだということだ。


    　二つ目は、「セーブデータ」は一度巻き戻され、「ロード」されると、消滅するらしいということ。これも感覚的なものなので定かではないのだが、人生が巻き戻されるたびにあの異物感が消失してしまうのだ。普段は気に障さわるその感覚だが、なければないで不安になる。


    　だから僕は念のため、「ロード」するたびにその場でもう一度「セーブ」を行い、毎回新たな記録を残すようにしていた。これは、僕がよく遊ぶテレビゲームから得た簡易セーブ、クイックセーブ機能の基本テクニックだ。


    



    　これらが数多あまたの実験の末、僕が辿たどり着いた特殊能力の正体。僕は今、この能力を自分の人生に備わった「セーブ機能」だと認識し、活用している。


    　練習の末、「機能」の使い方を把握した僕の人生に、最も早はや失敗はありえない。どんなミスをしても、いくら選択を誤っても、死ぬことでその世界を「リセット」し、また同じ場面からやり直すことができる。それどころか、この「機能」を利用すれば、これから起きることを予測し、意図的に未来を変えることだってできるのだ。


    　これによって、僕は表面的には薔ば薇ら色いろの完かん璧ぺきな人生を送ることができるようになる。


    　自らに降りかかるはずであった不幸をことごとく回避し、試験や勝負事に負けることもなくなって、まさにやりたい放題し放題。もちろんテスト問題も予知できるので、僕は入学直後から物もの凄すごい好成績を連発し、今や五年に一度の秀才とまで呼ばれ、持て囃はやされるようになっている。


    　しかし、愉快だったのは最初の数か月だけだった。


    　針を打ち込んでは抜き取り、また打ち込んでいく。そんな繰り返しの果てに蜂の巣状態になった頭から、大事な何かが次々にこぼれていくような感覚。虚むなしさだけが強くなり、僕の心はどんどんと淀よどみ、濁っていった。


    　自分のこの「機能」を「セーブ」や「リセット」などというゲーム用語で表現したのがいけなかったのかもしれない。この「機能」を繰り返し使ううちに僕は、自分の人生がつまらないゲームのようにしか思えなくなっていた。


    　だってそうだろう、やり直しがきく人生になんの面白みがあるというのか。面白おかしいイベントがあったり、感動的なラストが約束されている分、ゲームの方がまだマシだ。


    　ならば、「機能」を使わないようにすればいいだけだと人は言うだろう。しかし、一度味をしめてしまったこの便利な「機能」の乱用を抑えるだけの精神力を、僕は持ち合わせていなかった。


    　現に今だって僕は、ただ「せっかくの誕生日なのに不運が続いた」というだけの理由で、さっさとその人生を「リセット」し、こうして今日をやり直そうとしている。


    



    「そういえば……」


    　ふと、ベッドから身を起こし、僕は考える。何な故ぜ、前回の僕は今朝、この場面で「セーブ」を行ったのだろう。その疑問によって僕の意識は急激に夢の世界から引き剝はがされた。


    　慌てて布団を蹴けり上げ、眠気を振り払って起き上がる。急いで時計をチェック、時刻は七時ジャスト。いつものように現状をもう一度「セーブ」してから、冷たいフローリングの上に足を下ろす。


    　僕は手早く制服に着替えながら、前回の十二月十日のことを思い出していた。


    　そう、確か僕はいつもよりも少しだけ早い時間に目が覚め、このまま起きるか二度寝をするかの二択に悩んだ末、その選択前の状態を「セーブ」しておいてから二度寝することを選んだのだ。今思えば、それが今日一日の不運の始まりだった。


    　当初三十分ほどで済ます予定だった二度寝はその倍にまで膨ふくれ上がり、そこで寝坊したことによって登校前に両親の喧けん嘩かに巻き込まれ、更に遅刻をする羽目に陥るのだ。そこから連鎖して我が身に降りかかる不幸の数々、もう思い出したくもない。


    　慌てて階段を駆け下り、リビングへと顔を出す。僕の必死の表情に、目を丸くする両親。


    「どうしたの、そんなに急いで」


    「今日はまだ余裕あるだろ？　日直か何かか？」


    　どうやら、まだ喧嘩は始まっていないようだった。僕は一呼吸つくと「なんでもない」とか「別に」とか、曖あい昧まいな返事をして朝の食卓に腰を下ろす。


    　前回とは違ってまだ熱いコーヒーを飲みながらふと見ると、父親の近くに置かれたコーヒーポットが今にも落ちそうになっているのが目に入った。


    　確か母がこれを落とし、出勤前の父親にコーヒーをぶち撒まけてしまったことが夫婦喧嘩の発端だった。そこから発展して、犬も食わない大喧嘩にまでなったのだ。


    　トーストを齧かじりながら、両親の様子を横目で確認する。彼らは二人してテレビを見ながら、最近巷ちまたを騒がせている猟奇殺人犯について議論を交わしている最中だった。


    　全くくだらない。僕はさりげなくポットの位置をテーブルの中央に寄せてから、席を立ち上がる。両親側からこれ以上の話題の提示がないことを察したからだ。


    　別に特別祝ってもらいたかったわけではないが、誕生日を迎えた息子に何か一言あってもバチは当たらないと思う。まぁ、前回の時点でもうその期待は的外れであることが判明していたわけなのだが。


    「あら、もう行くの？　ちょっと早くない？」


    　そう問いかける母に適当な返事をして、僕はリビングから立ち去った。いつもどおりの時間に電車に乗ると、人身事故に引っかかって立ち往生する羽目に陥ってしまうのだ。遅刻して急いでいるというのにホームで待たされ、やきもきした記憶があるのだから間違いない。


    　少し面倒くさいが自転車で行くか。そう思い、玄関から出た僕は突然の眩まばゆさに思わず目を覆った。これ以上ないほどの快晴、朝の空気は肌寒いが日が強いので苦にならない。


    　前回とは違って、二周目の今日はなかなかに楽しめそうだった。二周目だからこそ訪れる、このわだかまりさえ存在しなければ。


    　自転車に跨またがって、最初のひと漕こぎに力を込める。ゆっくりと前進するマウンテンバイク。僕は自宅前の坂道を下りながら、ある人物について思いを巡らせていた。


    　僕はビルから飛び降りても、人生が「リセット」されるだけ。しかし、他の人間はそうもいかない。ビルから飛び降りたら、そこで本当に命が終わってしまうのだ。


    「ユイ……」


    　思わず呟つぶやいたその一言は、突風に煽あおられ後方へと流れていった。
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    　梓あずさ由ゆ衣い。


    　僕と同じ中学二年生で十四歳。趣味はサッカーとテレビゲーム。チャームポイントは動くたびに元気よく跳ね回るポニーテール。


    　彼女とは、父親同士の仲が良く、小さい頃から家族ぐるみの付き合いをしていたうえに、幼稚園、小学校ともにずっと同じクラスという、いわゆる幼おさな馴な染じみで腐れ縁の関係だった。


    『そんなところで何やってんの？』


    　由衣と初めて会った日のことは、今でもはっきりと覚えている。


    『ほら、遊びに行こうよ！　ずっとこんなところにいると、身体中からキノコが生えてきて死んじゃうんだから！』


    　幼い頃、何な故ぜか極端に人間嫌いで部屋にこもりがちだった僕を外の世界へ引っ張り出してくれたのが彼女だった。


    　今よりももっと根暗で陰気だった僕に外での遊び方、人との付き合い方、友達の作り方を教えてくれたのも由衣。笑ったり泣いたり、そんな自己表現の方法を教えてくれたのも由衣だ。考えてみると、今の僕がこうして一応の真人間でいられるのは、彼女のお陰であるところが大きいように思える。当時の僕に、元気を擬人化したかのような由衣の明るさと活発さはとても新鮮で、彼女が教えてくれる世界はどれも眩まぶしかった。


    　そういえば、その頃の僕はいつでも由衣の後ろにくっついていたような気がする。依存していたといってもいい。


    　しかし、そんな彼女とも中学進学以来、あまり顔を合わせなくなっていた。


    　進学校である私立貴たか苗なえ学園に入学した僕とは違い、彼女は近所の公立校、仙せん岳がく第一中学へと進学したのだ。もともと僕が貴苗学園を目指していたのは彼女がそこを志望していたからなのだが、どういう運命の巡り合わせか、僕だけが入学試験に合格してしまったのである。


    　入試当日に、もし僕が事故で一度死んでいなければ、僕が試験をやり直して合格することもなく、同じ中学に通えていたのだから皮肉な話だ。


    　その直後、彼女の父親が事故で亡くなったことにより両家の付き合いもだんだんと薄くなり、受験時の気まずさも相まって、彼女とも次第に関わらなくなっていった。


    　それが久しぶりに再会したと思ったら、自殺の真っ最中だったのだから、僕の驚きもひとしおだ。僕の知る限り、由衣は自殺とは全くの無縁、むしろそういうネガティブさとは正反対の性格をしていたはずなのに。いったい彼女に何があったというのか……


    　そんなことを考えているうちに、いつの間にか僕は貴苗学園の校門前に立っていた。マウンテンバイクを自転車置き場に置きながら、更に思考を回転させる。


    　しかし疑問ばかりが渦巻いて、肝心の行動方針が浮かばない。のんびり学校なんかに来ている場合じゃないかもしれないのに、実際に何をすればいいのかがわからなかった。


    　何気なく腕時計を確認すると、始業時間までにはまだ少し時間があることに気が付く。


    「こういう時は……」


    　バイクの後輪に鍵かぎをかけた僕はおもむろに立ち上がり、校舎とは別の方向、文化系部室棟へと足を向ける。目的地は一つだった。
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    「あら、浮かない顔ですね。今は何度目の今日なのですか？」


    　扉を開けるなりそう言われ、思わず面食らった。部屋の片隅でひっそりと本を広げる上級生の姿を確認し、僕は軽く溜ため息いきをつく。


    「どうして、わかるんです？」


    　壁に立てかけてあったパイプ椅い子すを取り出しながら問いかけると、彼女は読んでいた革表紙の本を閉じ、ふふっと微笑ほほえんで見せた。眼鏡めがねの奥が微かすかに煌きらめく。


    「言ったでしょう？　浮かない顔をしているからですよ」


    「そんなにわかりやすいですか、僕は」


    　僕はそう呟つぶくと、彼女とテーブルを挟んで反対側の位置に腰を下ろし、室内を見渡した。相変わらず、何に使うのかわからないような怪しい器具が並べられ、本棚はいかにもオカルトっぽい本や標本によって占拠されている。


    　かと思えば机の上に散乱している本や資料には難しい心理学やら法医学やらの用語が躍おどり、いったい全体何をやりたいのかさっぱりわからない。よく見ると、その中にはいかにも低俗な週刊誌の類たぐいも交ざっていて、まさにカオスといった状態だった。


    　ここは「超能力研究会」部室。貴たか苗なえ学園文科系部室棟の端の端に位置するこのサークルには、その怪しさや立地条件も相まって休み時間や放課後を問わずめったに人が訪れない、読書や考え事をするには最適な空間だった。僕は一応、この「超能力研究会」の副会長……ということになっている。


    　そして今、机の向こう側に座って微笑ほほえんでいるのが、このいかにもアングラ系な研究会の会長、常盤ときわ夢ゆめ乃の先輩だ。


    　貴苗学園高等部の一年生で成績優秀、容よう姿し端たん麗れい、性格も面倒見もよい人格者で、その言動と思考回路さえ普通ならば、貴苗のマドンナとして周囲の憧あこがれを一身に集めていたであろう、ある意味残念な女性である。


    　僕が視線を向けると、それに気付いた彼女はその長い黒髪を微かすかに揺らし、目を細めた。


    「別にそれだけじゃありませんよ？」


    「どういうことです？」


    　僕が聞き返すと、彼女は指先でノンフレームの眼鏡めがねの位置を直し、語りだす。


    「簡単な推測です。今朝、榊さかき君が使用している路線内で人身事故が発生し、今でもその処理のため運行が停止しています。なのに、榊さかき君はいつもどおり……いえ、寧むしろいつもより早い時間帯に学校に到着しましたね。髪の乱れ方や、皮膚の発汗からして、今日は自転車登校をしてきたのですか？」


    「……はい」
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    「なるほど、自転車通学に慣れていなかった榊君は速度調節を間違え、いつもよりも早い時間に学校に到着してしまった。だから朝のホームルームが始まるまで、ここで休憩しつつも考え事を行おうと、そう思ったのでしょう？」


    「まぁ、そのとおりです」


    「そして、普段鉄道の運行状態などチェックしていないであろう榊君が、今日に限って自転車通学を選択したのは、事故の発生をあらかじめ知っていたため。つまり君は既に一度、この世界を体験していたのではないかと、そう考えたのです。そして先程、私の一言に対する君の反応から見るに、恐らく今回はまだ二回目。それも戻ってきてまだ間がないと想像できます」


    　常盤ときわ先輩はそう言い終わると、「どうですか？」といった表情で首をかしげてくる。僕は文字どおり被かぶっていた帽子を脱ぎ捨て、机の上に投げ出した。


    「全く、先輩の千里眼には敵かないませんね」


    「別にそんなもの持っていませんよ」先輩は照れるようにそう笑うと、穏やかな口調で続ける。「ただ、人よりちょっと注意深く物事を観察するようにしているだけです」


    「人よりちょっと、ですか」


    　だが、その「人よりちょっと」が馬鹿にならない。彼女はその優れた洞察力と推理力、そして何より全てを見通すかのような独特の雰囲気で、周囲から千里眼と恐れられている程なのだ。まぁ、その千里眼こそが人々が彼女を遠ざける原因の一つとなっているわけなのだが。


    　その千里眼の凄すさまじさは僕自身、嫌というほど思い知っている。僕がこの研究会に所属しているという事実が、その威力が本物であるという何よりの証拠なのだ。


    　これまでのやり取りからわかるように、彼女は僕の「セーブ機能」について知っている。しかし、これだって僕から彼女に教えたわけではない。彼女が僕の異常に気付き、その異様な思考回路から導き出したものなのだ。


    



    　一年前、僕がこの研究会に入ることになったあの日のことを思い出す。


    　その頃の僕は「超能力研究会」なんてものの存在も知らず、自分に備わった「セーブ機能」をちょくちょく使いながら、つまらない人生を無為に過ごしていた。


    　そんな時、いつものようにぼんやりと廊下を歩いていた僕の腕を突然摑つかんだのが彼女だった。見知らぬ上級生に突然捕まって慌てる僕を、無理やりこの部屋まで引っ張ってきた常盤先輩は、扉を閉めるなりこう言った。


    『君、もしかして未来を予知することができるのではないですか？』


    　彼女に言わせると僕の普段の行い、言動、些さ細さいな仕草がいちいち異常だったらしい。まるで、これから先に何が起こるかわかっているとしか思えないのだと、断言までされてしまった。


    　そして、あくまでとぼけようとする僕を前に、彼女はおもむろに入部届を取り出して、こう言った。


    『君の秘密は守ります。このことは墓の下までもって行きましょう。その代わり、我が超能力研究会の専属超能力者になってはいただけませんか？』


    　その時の僕には、彼女が何をしたいのかがよくわからなかった。だが、これは最も早はや入部しなければ言い触らすぞ、という軽い脅しにほかならない。


    　彼女の言うことは微妙に正解ではなかったが、それでも核心に迫っていた。面倒なことになったと考えた僕は、慌ててこの部屋から逃げ出し、その人生を「リセット」することで逃げおおせることに成功する。


    　しかし、彼女との遭遇は次の世界でも繰り返された。こちらが、どう彼女との接触を避けようとしても、まるで計算されたかのようなタイミングで彼女とすれ違い、腕を摑つかまれてはこの部屋まで連行されるのだ。まるで逆らいようのない宿命のように。


    　そんなやり取りを何度も何度も繰り返し、そろそろどうしようか本気で対策を考えねばと考え始めていた頃、またしても同じように僕を捕まえた彼女は、今までと同じように僕をこの部屋まで連行し、今までと同じような口調でこう言った。


    『君、もしかして自由に時間を巻き戻すことができるのではないですか？』


    　今までの世界とは違う台詞せりふ。しかし、それはまさに核心をついていた。


    　驚き、どうしてわかったと問いかける僕に、常盤ときわ先輩はおっとりと微笑ほほえむと、今までの僕の行動と、今日の彼女に対する態度からそう推理したと言ってのけた。


    　あまりにもあっけらかんと真実を言い当てられた僕は、あまりの衝撃とそれによって発生した脱力感から不覚にも、差し出された入部届を受け取っていた。


    　これ以上、何度繰り返しても彼女には勝てる気がしない。そんな清すが々すがしいまでの敗北感と、目の前に立つ奇妙な先輩に対する好奇心。


    　それから僕はその人生を「リセット」することをやめ、「超能力研究会」に入部して、新たな人生を再開することを選択し、そのまま時が流れて今日に至る。


    　最初はおっかなびっくりだったが、超能力研究会はその名前から連想されるような怪しい実験や研究を行う危なげなサークルではなかった。ただ放課後に部室に集い、本を読んだり話をしたり、ときどきテレビに出てきた超能力者のＶＴＲを視聴して先輩がイカサマを暴いたりする、ごくごく平和的で真っ当な集団だったのだ。


    　まぁ、集団といっても副会長である僕と会長である先輩の二人しかいない、超弱小サークルなわけなのだが……人間関係や馴なれ合いが苦手な僕にとって、人とは若干ズレた思考回路を持つ常盤先輩と放課後の時間をまったり過ごすのは、なかなかに楽しいものだった。


    　今考えると、僕がこのどうしようもなくつまらない中学生活を退屈死することなく過ごせているのは、ひとえにこの奇き妙みよう奇き天て烈れつな研究会とその会長様のお陰なのかもしれない。


    



    「あれから、もう一年近く経たつのですね……」


    　まるで僕が過去を回想していたことに気付いていたかのような台詞せりふを、のほほんと呟つぶやく常盤ときわ先輩。ひやりとした感覚を味わいながら意識を現実に戻した僕は、慌てて先輩の顔を見た。


    「……先輩？」


    　その口調とは裏腹に、眼鏡めがねの奥に光る瞳ひとみが微かすかに真剣な色を帯びている。


    「あれから一年間、私は君が幾度となく人生を繰り返す姿を見てきましたが、今回はいつもと若干、様子が違うみたいです」


    　ドキリと鳴る僕の心臓。脳裏に今晩見た由ゆ衣いの姿が蘇よみがえる。


    「前回の今日で、何かあったのですか？」


    「いえ」と答えようとして、僕は首を振った。どうせ、彼女に噓うそは通じない。


    「……はい。確かに、あんなことは初めてでした」


    「そう……」


    　そう呟いて、視線を時計へと移す常盤先輩。


    「……それなら、私の用事は後回しにした方がよさそうですね」


    「え？」


    　うまく聞き取れなかった先輩の言葉を聞き返すと、全く同じタイミングでホームルーム開始五分前の予鈴が校舎内に鳴り響いた。


    「ほら、急がないとせっかく早く登校したのにまた遅刻になってしまいますよ？」


    　いつの間にか支度を整えていた先輩が、ころっと口調を変えて立ち上がる。


    　いけない、そういえば今日の担任は何な故ぜかいつもより機嫌が悪く、遅刻者は言い訳無用で職員室に連行されるんだっけか。前回の僕がそうだったのだから間違いない。


    「詳しいことは聞きませんが……」


    　慌てて席を立ち、椅い子すを片付ける僕を見ながら常盤先輩がぽそりと呟く。


    「私のお手伝いが必要でしたら、遠慮せずに言ってくださいね？」


    「あ、はい。ありがとうございます」


    「では……」


    　そう言い残し、高等部の校舎へと歩いていく先輩の後ろ姿を眺めながら僕は考える。


    　たぶん、まだ大丈夫だ、と。
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    　教室内に響き渡る英語教師のどうでもいい講釈を聞き流しながら、僕は机の上に頰ほお杖づえをついて、窓の外を眺めていた。


    　窓側一番後ろの特等席。新学期開始時の席決めアミダを何度も何度も繰り返して獲得したその座席からは我が町、仙せん岳がく町を一望することができる。


    　雲一つない青空、これが夜になると厚い雲に覆い隠されてしまうなんていったい誰が想像できるだろう。僕はそんなことを考えながら視線を下へとスライドさせ、オフィス街の向こう側、駅前商店街の方向へと目を向けた。


    　ここからだと建物に隠れて見えないが、ちょうどあそこらへんにあるのが、梓あずさ由ゆ衣いの通う仙岳第一中学校だ。


    　そこにいるはずの彼女は今、何を考えているのだろう。何を悩み、何に苦しみ、どういった経緯で死を選ぼうとしているのだろう。


    　この二年間で彼女の身に何が降りかかったのか。それはいか程のものなのか。僕ごときになんとかできる代物なのか……。


    「えっと、わかりません……」


    「なんだ、お前もか。だらしない、予習してこなかったのか？」


    　ふと、耳に入り込んできた英語教師のだみ声。視線を教室内に戻すと、教師がクラスメイトに問題を当てている最中だった。


    「誰か他にわかる奴いないのか？」


    　そう言って、周囲を見回す英語教師。その視線がふと、こちらの方向で停止する。嫌な予感がして僕はふいと目を逸そらした。


    　そういえば、前回も同じようなタイミングで当てられたんだっけ。いつもならこういう場合、予あらかじめ当てられる箇所だけ予習しておくのだが、今日はすっかり忘れていた。しかし、悔やんでみてももう遅い。


    「仕方ない、じゃあ榊さかき。答えてくれ」


    「………」


    　僕は無言で立ち上がって、頭を搔かいた。


    　なんだ、その「仕方ない」って、何が「じゃあ榊」なんだ？　とりあえず僕なら答えられるだろうと、そう思っているのだろうか、この教師は。


    「あ、えっと……」


    　僕が言い淀よどんでいると、前の席のクラスメイトが、さりげなく問題の部分を教えてくれる。演習問題Ａ、英文の和訳。ちらっと文章を読んでみたが、今の僕にはさっぱりわからぬ内容だった。


    「……わかりません」


    　仕方なくそう答えると、教師は意外そうな顔をして振り返る。


    「なんだ、榊さかきらしくない」


    「……すみません」


    　なんともばつが悪い思いをしながら、席につく僕。


    「しょうがないな、えっと、この問題は……」


    　気を取り直して解説を始める教師の言葉を聞き流し、僕は目を瞑つぶる。


    　僕らしくないとはどういうことだ。なんでそんな意外そうな顔をする。


    　試験の結果が良いというだけで、僕が英語のできる人間だとでも思っているのだろうか、この教師は。成績が良いのはただ、予あらかじめ問題を知っていただけなのに。


    　もしかして、みんな本当に僕が優等生だとでも思っているのか？


    　そこまで考えて、僕は自分の馬鹿馬鹿しさに思わず苦笑した。


    　せっかく便利な「機能」があるのだから使ってみたい、いい思いをしてみたい。これは、そんな僕の浅はかさが生んだ結果じゃないか。


    　今更、何を考えているんだ。それが嫌なら「機能」の乱用をやめればいいじゃないか。


    　でも僕にはそれができない。矮わい小しような自分の正体に気付かれ、周囲の人間に見損なわれるのが嫌なのだ。なんだその程度だったのかと、大人達にがっかりされるのが嫌なのだ。


    　僕は愚かにも自分で作った優秀な自分に、自ら縛られてしまっている。そんな僕に現状への文句を言う権利などありはしない。


    「さて、次はテキスト四十一ページを……っと」


    　問題の解説が終了し、次のページへさしかかろうとしたところで授業終了のチャイムが鳴った。日直の気が抜けた号令とともに席を立ち、適当に頭を下げる。


    　これで六時間目は終了。待ちに待った放課後だ。


    　担任でもある英語教師がそのままホームルームを開始するのを横目で見ながら、僕は再び窓の外へと顔を向ける。


    　そうだ、今はそんなつまらないことを考えている時ではない。偶然とはいえ、僕が「機能」を乱用していたおかげで、由ゆ衣いの自殺を知ることができたのだ。


    　今、僕がするべきなのは。今、僕にしかできないことは。
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    　仙せん岳がく町は意外にも広い。なにしろこの仙岳町というのは仙岳駅を中心とした、仙岳本町、仙岳北町、仙岳東町、仙岳南町、それら全てを合わせた一帯の総称なのだ。そして僕の通う貴たか苗なえ学園と彼女の住む住宅街はその東端と西端に位置している。


    　自転車で行くには、それなりの時間と体力を浪費してしまう。そう判断した僕は、学校に愛用のマウンテンバイクを残し、町内を走るバスで直接西側へと向かうことを選択した。


    　静かに揺れるバスの中、赤く染まる夕焼け空をぼんやりと眺めながら、僕は思考だけを空転させる。由ゆ衣いに会って、それからどうするのか。それがもっぱらの問題だった。


    　とりあえず、自殺する原因を突き止める必要があるだろう。それがわからない限り、自殺しないよう説得することもできやしない。


    　だがしかし、どうやってそれを探る？　彼女の悩みが目に見えない心の深部にあるものだったとしたら、僕にそれを見出だすことができるのか？　ついさっきまで彼女に悩みがあるなんて疑いもしなかったこの僕に。


    　本やゲームの登場人物はこんなシチュエーションで、どうやって自殺願望者を引き止めていたっけか。思い返すと、なんだか陳ちん腐ぷな台詞せりふや行動でころっと改心させていたような気がするが、現実はそうもいかないだろう。


    　というより、そんな切羽詰まった状況で、僕に物語の主人公が話すような恥ずかしいことが言えるだろうか。そもそもちゃんと脈絡のある台詞せりふを紡つむげるかどうかさえ、不安である。


    『次は、仙せん岳がく一丁目～　仙岳一丁目～』


    　茜あかね色いろに染まる車内に気けだるげに流れる車内アナウンス。彼女の家の最寄りのバス停だ。


    　慌てて意識を取り戻した僕は昔、何度もそうしてきたように、バスの停車ボタンへと手を伸ばす。だが、僕が押すその前に、横から小さい手がにゅっと伸びてきて目の前のボタンを勢いよく叩たたいた。


    　けたたましい音をたてて、点灯するボタンの明かり。反射的に顔を上げると、そこには前の席から身を乗り出してボタンを押す少女の姿があった。


    　何な故ぜ、わざわざこっちのボタンを？　そう疑問に思い、首をかしげる僕と座席に寄りかかりながら、こちらを見下ろす彼女の視線がばっちりかち合う。


    　バスの振動に合わせ揺れる小さなツインテール。先にボタンを押せた優越感からか、にんまりと笑うその表情。ぱっちり開いたその瞳ひとみと、笑った口元から覗のぞく小さい八重歯。それら全てに見覚えがあった。


    「双ふた葉ば……」


    　確か今年で小学三年生になる由衣の妹、梓あずさ双葉。昔の由衣とよく似た姿をしたその少女は、不思議そうに首をかしげて聞いてくる。


    「やっぱり、キョート兄にいじゃん。なんで、こっちのバスに乗ってるの？」


    



    　停車したバスから降りたのは僕達二人だけだった。


    　薄暗くなり電灯の灯ともり始めた住宅街の中、僕達は梓家へと続く長い坂道を一歩一歩踏みしめて上っていく。


    「全く、タイミングが良いんだか悪いんだか」


    　バスから降りるなり背中に飛び乗ってきた彼女が、頭のすぐ後ろで意味のわからないことをぽつりとぼやいた。僕が首をかしげると、慌てて身を乗り出してくる。


    「それにしても、キョート兄にいがウチに来るなんて、ほんと久しぶりだよねっ」


    　無邪気にはしゃぎながらそう言ってくる双ふた葉ば。背負っているせいで見ることはできないが、きっと太陽のように眩まぶしい笑顔をしていることだろう。彼女も、そして彼女の姉である由ゆ衣いも、そういう笑い方をする少女だった。


    　ちなみにキョートというのは昔、彼女達が僕に付けたあだ名で、名前のキヨトを伸ばしたものであるらしい。まさか、またこの名前で呼ばれることになるとは思ってもみなかった。言いようもない懐かしさに襲われて、なんとなく穏やかな気持ちになる。


    「ちょっと、キョート兄？　何、押し黙ってんの」


    「え？　あ、いや……」そんな心情を悟られるのが気恥ずかしく、僕は思わず顔を伏せながら、背中に向かってこう返す。「重いからそろそろ降りてもらいたいんだけど」


    「なんだとー」


    　すねたような声とともに、にゅっと伸ばされた二本の細腕が僕の首を絞め上げた。彼女としてはじゃれ付いているだけなのかもしれないが、これがばっちり決まっているから始末が悪い。というか、これは、洒しや落れになっていない。


    「絞まってる、絞まってるから……」


    「当たり前じゃない、絞めてるんだから」


    　息も絶え絶えに僕が呻うめくと、背中の彼女はそう笑って、腕の力を緩ゆるめた。


    「全く、乱暴なところも全然変わってないな」


    「何？　何か言った？」


    　やっと正常な呼吸を取り戻した僕の呟つぶやきを彼女は耳ざとく聞きつけ、再び腕を伸ばしてくる。僕は慌てて首を横に振ることで、更なる危険を回避した。


    　そんな僕に、ふて腐れた声で言い返してくる双葉。


    「なんだよ、そっちだって全然変わってないくせにー」


    「え？」


    　その言葉に、僕は思わず足を止めていた。首を捻ひねって、背中の方へと顔を向ける。そこに見えるのは不思議そうな表情でこちらを見つめる少女の姿。夕日に染まり、陰影のついたその表情がちょいと首をかしげる。


    「……？　どしたの？」


    「僕、変わってないかな？」


    　思わずそう聞いていた。心の中に広がる動揺に似た何か。


    　僕は、この二年間で激しく変わったつもりになっていた。何しろ、あんなに奇怪な「機能」を身につけ、幾度となく人生を「リセット」し続けてきたのだ。


    「全然？　つまらなそうにぶーたれた表情も、だらしなくて締まらない格好も、全部昔のまんま。やっぱ人間、一年や二年じゃそうそう変わるもんじゃないね」


    「あ、そう……」


    　こちらの内心も知らず、おどけてそう言ってみせる双ふた葉ばに、僕は微妙な気分で苦笑する。


    「あ、でもお姉ちゃんは結構変わったかも。キョート兄にい、会ったらきっとびっくりするよ」


    「！」


    　再び僕の足は止まっていた。高鳴る鼓動。脳裏にフラッシュバックする由ゆ衣いの姿。


    　小学校時代の活発な彼女と、ビルから飛び降りた前回の彼女、そして二年前、最後に会話したあの時の彼女、三つの姿が錯さく綜そうし、僕の心をざわつかせる。


    「それは、どういう……？」


    　思わずそう聞くと、背中の彼女は肩を摑つかむ手に少し力を込めた。


    「……あれからウチもいろいろあったでしょ？　お母さんもまた働くようになって、家のことはお姉ちゃんが全部やるようになったから……」


    　無言で俯うつむく僕。まさに、そのことについて調べに来たはずなのに、そこから先の言葉を聞くのが怖い。遠くから聞こえてくるカラスの鳴き声とその残響。


    　噓うそだと言ってほしかった。由衣が変わったなんて、信じられない。信じたくない。


    　しかし、その先の言葉は僕の予想していたものとは違っていた。まるで今までの沈黙がただの溜ためであったかのように、ころっと口調を変えた双葉が、明るい声で言い放つ。


    「だから、すっかり丸くなっちゃった」


    「へ？」


    　急激に転回した場の雰囲気に肩透かしをくらった僕は、間抜けな声で聞き返した。


    「ど、どういう意味？」


    「なんていうんだろ？　角が取れたというか、大人しくなったというか。髪形も服の趣味も変わったし……あ、お節介なところは相変わらずなんだけどね」


    「ふ、ふーん……」


    　てっきり、もっと深刻なことを言われるのかと思っていた。思わず拍子抜けしながらも、彼女の言うような大人しい由衣の姿が想像できず、首をかしげる。梓あずさ由衣は、良く言えば元気、悪く言えば落ち着きを持たない少女だったのだ。


    「ちょっと、想像できないな」


    「でしょー？」そんな僕の様子がおかしいのか、クスクスと笑う双葉。「あのね、あのね、この前なんか……」


    　そう言って、更に続けようとした彼女の言葉が突然、ぴたりと止まった。小さな身体が強こわ張ばるのを背中越しに感じる。


    「？」


    　気になって振り返ってみると、彼女の目が僕の頭のそのまた向こうを凝視して固まっているのが見えた。


    　何かを見つけたのか？


    　僕もその視線の先を追ってみる。坂道の先、二十メートルほど向こうに、梓あずさ家の方角からこちらに向かって歩いてくる男性の姿があった。こちらの方へ向かって手を振りながら、にこやかに笑いかけてくる。


    　僕がそれを確認すると同時に、背中にしがみ付いていた双ふた葉ばの力がすっと抜け、彼女の身体がすとんと落ちた。


    「どうしたんだ？」


    　わけがわからず問いかけてみるが、彼女の返事はない。僕の背から降りた双葉は、じっと自分の足元を睨にらみつけたまま。


    　明らかな異変に、僕は若干の警戒を覚えながら前方へと視線を向け、問題の男性を確認した。中肉中背でスーツの上にコートを羽は織おり、片手に書類鞄かばんを抱えたどこにでもいそうなサラリーマン風のその男。


    　僕に見覚えがないことから、双葉の知り合いである可能性が高いのだが……。


    「やぁ、おかえり」


    　僕がごちゃごちゃと考えているうちに接近していたその男は、軽く手を上げるなり、そう言ってきた。その言葉に違和感を覚えた僕は、背に隠れる双葉を庇かばうように一歩前に出て、その男の顔を睨にらみつける。
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    「……貴方あなたは誰ですか？」


    「そういう君は？　双ふた葉ばちゃんのお友達かい？　貴たか苗なえの制服だけど、中学生？」


    　にこやかな表情を崩さぬまま、そう聞いてくるサラリーマン風の男。暖簾のれんに腕押ししたような感覚を覚え、僕は先程からしきりにブレザーの裾すそを引っ張る双葉へと視線を戻した。


    「誰？」


    　そう問いかけると、双葉は足元を睨みつけたまま、しぶしぶといった様子で呟つぶやく。


    「…………お母さんの、再婚相手」


    「え？」


    　双葉の母親、梓あずさ玲れい子この再婚相手。その言葉の意味に気付き、驚きの視線を送る僕に、その人物はぺこりと頭を下げてみせた。


    「寄より木き、じゃなかった。梓誠せい一いちです。はじめまして」


    「あ、こちらこそ。榊さかき潔きよ人とです」


    　思わずこっちも自己紹介をし、つられるように頭を下げる。


    「へぇ、君が」僕の名を聞き、合が点てんがいったという表情でそう呟いた誠一氏は「玲子さんから話は聞いているよ」と続けた。


    「はぁ」


    　僕は間抜けな言葉を返すことしかできない。なんとか会釈を作ることには成功したが、脳内の混乱を抑えることはできなかった。今まで両親からもそんな話は全く聞いていなかったが、彼が玲子さんの再婚相手、つまり由ゆ衣い達の新しい父親であることは間違いないようだ。


    　だがそうなると、この双葉の態度の理由がわからない。いったい、この二年の間に、梓家に何が起こったというのだ。由衣の自殺と何か関係が？


    　そんな僕の表情をどう受け取ったのか、誠一氏はあぁ、と頷うなずくと説明を開始する。


    「苗みよう字じのことかい？　別に私はどっちでもよかったからね。由衣ちゃんや双葉ちゃんのことを考えて、梓の方へ変えることにしたんだよ」


    「え？　あ、あぁ……そうなんですか」


    　そういえば、梓は母方の姓だと昔、由衣から聞かされた記憶がある。彼女の父親、梓和かず夫おは婿むこ養よう子しだったのだ。僕がどう反応していいか困っていると、誠一氏はおもむろに自分の腕時計を確認し、その細い目を微かすかに見開いた。


    「おっと、もうこんな時間だ。ごめんね。仕事に遅れてしまうから、もう失礼するよ」


    　そう言い残し、すれ違いざまに双葉の頭を撫なでてから坂道を駆け下りていく誠一氏の後ろ姿。それを見送る双葉の横顔には、夕焼けのせいか、深い影がさしていた。


    「仕事？　こんな時間から？」


    　ふと疑問に思い、双葉に聞いてみる。しかし、今撫でられたばかりの髪を忌いまわしげに搔かき乱し始めた双ふた葉ばに、返事をする余裕はなさそうだった。


    「……わたし、あの人、好きじゃない。すごく馴なれ馴れしくて、気持ち悪い」


    　ボサボサ頭で、そう呟つぶやく双葉。そんな彼女の様子に驚きつつも、僕は平静を装い、答える。


    「それは、今の態度でなんとなく察した」


    　双葉は父親によく懐なついていた。それを失い、まだ傷が癒いえないうちに現れた新しい父親。見も知らぬ他人を家族に迎え父と呼ぶなんて、まだ幼い彼女には到底、受け入れ難いものなのかもしれない。ああいった態度をとってしまうのも、無理のないことなのだろう。


    　それよりも僕は、双葉が負の感情を露骨に表わしたことに驚いていた。僕の知る彼女は、どんなに嫌いな相手にもあんな陰湿な態度をとったりはしなかったのだ。


    「……そう」


    　低い声でそう答え、僕を置いて歩き出す双葉の後ろ姿を追いながら、ふと思い出す。


    　今の双葉みたいな暗い瞳ひとみを、あの由ゆ衣いがしていたことが一度だけあった。


    　近所の公園。軋きしむブランコ。腫はれた頰ほおを押さえ、涙ぐむ由衣。


    『あたし、頑張ったのに。すごく、すっごく頑張ったのに……』


    　いつかの苦い記憶が、フラッシュバックのように脳裏に蘇よみがえる。


    「…………」


    「あれ？　お姉ちゃん、まだ帰ってないんだ」


    　いつの間にか、元に戻っていた双葉が意外そうな声でそう言った。その声で我に返った僕は、自分が気付かぬうちに梓あずさ家の前まで来ていたことに気がつく。


    　二年前までは毎日のように通っていた洋風の一軒家、あの頃と変わらぬ姿でそこにある建物に一瞬、ほっとする。しかしその安心も、ちょうど父親の部分だけ付け替えられた表札に気付くまでの短いものだった。


    「ほら、自転車がない。どうしたんだろ、いつもならもう帰ってる時間なのに……」


    　そう言いながらドアを開けた双葉は、門前で立ち竦すくむ僕に気付き、怪け訝げんそうな顔をする。


    「入らないの？」


    「あ、あぁ……」


    　正直、中には入りたくなかった。幼い頃、毎日のように遊んだ梓家。それが今、どうなってしまっているのか、知るのが怖かったのだ。


    　そんな僕の態度から何を察したのか、若干声のトーンを落とした双葉は、笑ったような困ったような、そんな微妙な顔をして呟いた。


    「なぁんだ、やっぱりお姉ちゃんの方か」


    「え？」


    　意味が理解できずに聞き返すと、彼女は慌てて首を振り、笑顔になって顔を上げる。


    「別に、なんでもない。お姉ちゃんならたぶん、帰り際に夕飯の買い物してるんだと思うよ。商店街へまっすぐ歩いてけば鉢合えるかも」


    　正直もう帰ってしまいたい衝動にかられたが、そもそもの目的を果たせなければ帰るに帰れない。というか、このまま帰ったら由ゆ衣いは間違いなく今晩、自殺するだろう。


    「わかった、行ってみるよ」


    　僕は由衣に会わなければいけない。会ってからどうするかは、その時考えればいい。もし会話に失敗しても、どうせ僕にはやり直すことができるのだ。


    「うん、じゃあね。ばいばい」


    　そう言って扉を閉める双ふた葉ばを見送ると、僕は気持ちを新たに商店街への坂を下り始めた。
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    　商店街は人で溢あふれかえっていた。


    　買い物にやってきた主婦や、下校途中の学生達、それらが同時に押し寄せてくるこの時間帯。売る側としても今がかき入れ時なのか、いたるところで元気のいい売り文句が飛び交っている。


    　結果として、ここまでの道のりで由衣と鉢合わせることはできなかった。つまり、彼女はまだこの商店街内にいる可能性が高いのだが、そう考えて僕は周囲を見渡してみる。


    　驚異の人口密集度で蠢うごめく人の波、道の中央で立ち止まる僕を邪魔そうによけて歩く人々を確認し、思わず溜ため息いきをついた。


    　だが、こんなことで尻しり込ごみするわけにはいかない。


    　大きく深呼吸し、覚悟を決めた僕は人ごみの中をかいくぐり、スーパーや青果店など、由衣が訪れそうな店をしらみ潰つぶしに探索していく。


    「くそッ、ここにもいないか……」


    　もともと人ごみの中にいるのが好きじゃない。自分の近くに複数の他人がいるだけで、不快感がどんどんと蓄積されていくのを感じながら、僕は二年前の記憶を元に由衣の姿を探し続ける。


    　ふと、写真館のショーウィンドウ前で足が止まった。展示されている見本写真の中に、あどけない少年と少女が笑っている写真を見つけ、自分にもこのような時代があったことを思い出す。


    　元げん気き[image: ]はつ剌らつでいつも僕を連れまわしていた由衣。彼女に付き合わされて毎日のように街中を駆けずり回り、いつも家に帰る頃にはへとへとになっていたっけか。


    　不意の回想に気が緩ゆるむのを感じ、慌てて首を振る僕。そうだ、もう彼女も僕も、あの頃の子供ではない。双葉もこの二年間で由衣が変わったと言っていたし、僕だって……。


    　そんなことを考えながら写真に写った少年の澄んだ瞳ひとみと、ガラスに映りこんだ自分の濁ったそれを見比べ、僕はふと、ある事に気が付いた。そうだ、今の由衣に会うということは、同時に今の僕を由ゆ衣いに見せるということをも意味しているではないか。そう考えた瞬間、僕は不覚にも由衣との再会に恐れを抱いだく。


    　双ふた葉ばは僕のことを変わっていないと言っていたが、果たして由衣は今の僕を見てどう思うのだろうか。そして僕は今の彼女を見て、いったいどんな感想を抱くのか。落胆されはしないだろうか、そもそも僕のことを覚えているかどうかすら……。


    「って、そんなこと、考えてる場合じゃない」


    　よくない方向に思考が向かっているのを感じ、頭を振って強制的に中断させる。そうだ、こんなところで怯ひるんでなんかいられない。今は当初の目的どおり、彼女と再会することだけを考えていればそれでいい。


    　だが、このまま闇やみ雲くもに捜していてもしょうがないのは確かだった。


    　これまで一通り捜してきたが、由衣のゆの字も見かけない。いくら調べたってこの商店街の中じゃ、せいぜい行き違いになるのが関の山だろう。それにこのまま人ごみのなかで揉もまれ続けたら、由衣を説得する前に僕の理性がどうにかなってしまう。


    　そう結論付けた僕は早々に捜索を諦あきらめ、気を取り直して商店街の出口、駅前広場へと抜け出した。ここも人通りがないわけではないが、商店街の中に比べれば幾分マシだ。


    　くたくたに疲れた身体をなんとか引きずり、バスターミナルのベンチに座る。大きく深呼吸して夕方の冷たい空気を肺に取り入れた。途中の自販機で買ったペットボトルのウーロン茶を喉のどに流し込み、一息つく。生き返ったような心持ち。


    　そう、わざわざ面倒くさいことをせずとも、ここで由衣が出てくるのを張っていればいいだけなのだ。僕が無駄な行動を取っている間に帰宅してしまった可能性もないではないが、その時はその時。また新たな作戦を練ればいい。


    　そう考え、待機行動に移ろうとした僕は、ふと、背後がなにやら騒がしいことに気が付いた。バスターミナルの向こう、仙せん岳がく駅の方向に人だかりができている。


    　近くの道路には数台のパトカーが停車して、いかにも物もの々ものしい雰囲気だ。商店街に入る前にはそんなものは停まっていなかった。気になって近づいてみる。


    　人だかりは、駅のトイレがある位置に集まっていた。背伸びをしながら野次馬の頭越しに確認すると、男女別で左右に分けられたトイレの女性側に人々の視線が集まっている。


    　覗のぞきか痴漢の捕り物でもあったのか、最初はそう考えたが、どうやら違うようだった。女子トイレの入り口に二人の警官が立ちふさがり、中への立ち入りを禁止している。


    　そこに険しい顔をした私服警官らしい男と、鑑識班らしき青い服を着た集団が行き交う光景は、まさにテレビドラマで見る殺人現場そのものといった感じ。


    「またらしいぜ」


    「噓うそっ、今度はこの町なの？」


    　横にいた野次馬の男女が話しているのを耳ざとく聞きとめる。「また」「今度はこの町」というワードから、何が起きたのかだいたいの想像がついた。


    　最近、巷ちまたを騒がせている連続猟奇殺人犯だ。今朝もテレビの前で両親が何か熱心に話し合っていたから覚えている。


    　僕自身はあまり興味がなかったので詳しくはないのだが、一つの町で数人殺したら今度は距離の離れた別の町へと、関東を一帯に犯行ポイントを転々と移動させる連続殺人犯とか言っていたっけ。その被害総数がとうとう十人に達したとかなんとか、そんなことが朝のニュースで報道されていたような気がする。


    　この状況を見るに、その殺人犯が今度はこの町で事件を犯したということなのだろう。


    　自分の身近でこんな事件が起きていたなんて、前回の今日では気付かなかった。そういえば夕方頃にパトカーのサイレン音が聞こえたような気もするが、これだろうか。


    「おぉ、こわこわ。早く捕まってくれると助かるね」


    　そう言って立ち去る男女を横目で見ながら、僕も人だかりから離れる。生の殺人現場というのには少し興味があったが、今は由ゆ衣いの方が先決だ。


    　そう考え再び商店街出口の監視へと戻ろうとした僕の視界を、見覚えのある姿が横切った。


    「……え？」


    　一瞬見間違いかと思い、目をこする。しかし、それが間違いではないと気付いた瞬間、思わず僕は振り返っていた。


    「あーもう、よう見えんて！　ちょっと、どいてーな！」


    　人だかりの周りをぴょんぴょんと飛び跳ねるその姿と、そのたびに跳ね上がるポニーテール。落ち着きのない仕草と、胡う散さん臭くさい関西弁。二年前と全く変わっていない。


    　もう間違いなかった。


    「邪魔や、ジャマジャマ！」


    　そう叫んで、人ごみの中へと無理やり入り込もうとするその女性。乱暴なのは梓あずさ家女性の特徴なのだろうか、放心した状態でそんなことをぼんやりと考えていた僕は、慌てて首を振り、その女性の手を摑つかんだ。


    「ちょ、ちょっと……！」


    「なんや!?　誰や、邪魔すなや！」


    　そう言って、勢いよく振り返るその女性の顔を確認し、僕は盛大に溜ため息いきをつく。


    　吊つり目に銀縁眼鏡めがね。真っ赤なパンプスを履き、葡ぶ萄どう色いろのスーツを着こなした、一見キャリアウーマン風のその女性。


    　やはり、彼女だった。


    「って、アレ？　あんた、榊さかきんとこの！」


    「何やってるんですか、玲れい子こおばさん……」


    　脱力感に苛さいなまれつつも僕が聞くと、由衣と双ふた葉ばの生みの親、梓家の母、梓玲子は元気[image: ]はつ剌らつに笑って見せる。


    「なんや、なんや、久しぶりやなー！　二年くらい？」


    　そう言って脱力気味に落ちた僕の肩をばんばんと叩たたく玲れい子こおばさん。


    　人の話を聞かないのも相変わらずらしい。小学生の頃、由ゆ衣いの家に遊びに行くたび、その溢あふれんばかりの元気オーラで僕を圧倒していた玲子おばさんは、自慢げに眼鏡めがねを持ち上げて捲まくし立てた。


    「いやな、私、こう見えてもジャーナリストでしょ？　なんかこう、血が騒ぐっていうんかな～？　ま、別に『眼球抉えぐり』を追ってるわけじゃないんやけど。あ、これ、新しい名刺。持ってて損はないぞ～？」


    「は、はぁ……」


    　啞あ然ぜんとしながらも渡された名刺に目を落とす。恐らくペンネームなのであろう、ゴシック体で「前まえ竹たけ留る美み」と書かれた隣には、よく電車の中なか吊づり広告で見かける週刊誌の名前が記されていた。両親の会話から、ライターをしているという話は知っていたが、僕でも知っているような有名雑誌だったとは。


    「へぇ、すごいですね」


    「まぁ、ぶっちゃけ勝手に名前借りてるだけやけどな、欲しいならもっとあげるけど？」


    　そう言って、僕の手にどんどんと名刺を手渡していく玲子さん。ババ抜きができる程度まで溜たまったところで僕は顔を上げる。先程の台詞せりふに気になるワードがあったのだ。


    「それで、『ガンキューエグリ』って？」


    「なんや、知らへんの？」


    　両手一杯に広げた自分の名刺を扇代わりにぱたぱたやりながら、玲子さんは未いまだ広がり続ける人だかりへと顎あごを向けた。


    「今、いっちゃん騒がれとる連続猟奇殺人犯やないか。聞いて驚くな？　実はあそこのトイレの事件な、その『眼球抉り』の仕し業わざらしいで？」


    「はぁ」


    　それは知っていた。僕が驚きもしないので、ふてくされる玲子さん。


    「そ、そうじゃなくて、その『眼球抉り』って名前ですよ。例の殺人鬼ですよね？　ニュースとかで最近、よく言われてる」


    　僕が慌てて訂正すると、玲子さんは「あぁ」と納得顔になって説明してくれた。


    「せやせや。まぁ、これは公になってない情報やから、ホンマかどうかは定かじゃないんやけどな？　一連の事件、どの死体からも目玉が抉り取られてるらしいんや。だから『眼球抉り』」


    「目を……？」


    　初耳だった。


    　ということは……首を捻ひねって人だかりの方、その奥の殺人現場を眺める。ちょうど、ガタイの良い警察官によって死体が搬送されていくところだった。今の話が本当ならば、あのブルーシートの向こうには、あるはずのものがないということか。ぞっとする話だ。


    「知らんかったみたいやな。正直自分、遅れとるで？　うちの雑誌……はまだ早いから、インターネットとかで調べてみぃ」


    「は、はぁ……」


    　確かにぞっとする話だが、今の僕にはどうでもいい。大量に渡された名刺をしまいながら玲れい子こさんの顔を見て、僕は溜ため息いきをついた。


    「なんや突然、失礼な」


    「いえ、さっきからその周りの人には会えるのに、なんで肝心の本人に会えないんだろうなって……」


    　白い吐息とともに、ぽろりと本音が漏れる。


    「ほぇ？　……ふーん？」


    　それを聞いた玲子さんは、何かに気付いて口元を吊つり上げた。


    「なんやなんや？　会いたい本人って、誰のこと？」


    「な、なんですか？」


    　突然にやにやしだした玲子さんに、僕は思わず後あと退ずさる。まるで悪戯いたずらを思いついた子供のような笑顔でこちらを見つめる由ゆ衣いの母親。何か思い違いしているのではないだろうか、その目が何かを勘繰っているように見える。


    「いや、別に、そんなんじゃないですよ」


    「そんなんって、どんなん～？」


    「だから……」


    「だから？」


    　これ以上、何を言っても相手を調子づかせるだけ。そう判断した僕は、なお反論しようとしかけた口を閉じ、玲子さんから視線を逸そらした。


    　クスクス笑いをやめない玲子さんが、なおも聞いてくる。


    「その会いたい人っていうのは、もしかして、もしかすると……？」


    



    「もしかしてキョートじゃない？」


    



    　玲子さんの声に、よく似た別の声が重なった。


    「だから、違うって……」


    　思わずそう言いかけた僕の口がぴたりと止まる。気付いたからだ。今、背後から僕に話しかけてきたその声に。そして、その声の主あるじが何者であるかということに。


    　頭の中が真っ白になった。彼女に会いに来たはずなのに。ここに行き着くまでに何度もシミュレーションを重ねてきたというのに。


    「あっ、え？」


    　脳内を駆け巡る謎なぞの電気信号。懐かしく、嬉うれしく、温かく、怖い。


    　鼓動が高まり、身体が固まる。振り返って確認したいのに、振り返りたくない。


    　脳内を激しく混乱させ、変な姿勢のまま硬直する僕。


    　そんな僕の背中に衝撃が走る。


    　懐かしい痛み、背中を叩たたかれたのだとすぐわかる。それどころか彼女がどのようなフォームから張り手を繰り出したのかさえ、はっきりと推測できた。


    　いつものこと、そう、いつものことだったのだ。


    「やっぱりキョートだった」


    　振り返った僕の顔を見ていつものように笑う少女、梓あずさ由ゆ衣い。


    　確認する前に叩くなよ。いつものようにそう反論しようと思ったが、その台詞せりふは声が震えたせいでうまく出てこなかった。
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    　確かに彼女は変わっていた。

  


  [image: ]


  
    　尻しつ尾ぽのように跳ね回っていたポニーテールはもうなく、セミショートの長さに切りそろえられている。凜り々りしい顔立ちとの相性か前よりもボーイッシュになったような気がするが、その印象はダッフルコートにスカートという女子中学生の制服が打ち消していた。その格好に不覚にも一瞬、色気を感じたが、これは学校の制服だから由ゆ衣い自身の女らしさとは関係ないだろうとすぐに思い直す。


    　それに……、


    「いやー、久しぶりだね。二年ぶり？　元気してた？」


    　そう言って僕の肩をばしばし叩たたく由衣を眺めながら、僕は嘆たん息そくする。その力強さも、肩の痛みも、鬱うつ陶とうしいまでの元気オーラまで全部が全部、相変わらずだった。霧消していく不安。


    「……噓うそかよ」


    　すっかり丸くなっちゃった。双ふた葉ばの言葉を思い出し、思わず呟つぶやく。


    「何が？」


    「いや、なんでもない」


    　慌てて僕が答えると、彼女は「そう」と呟いて視線を横に逸そらした。


    「相変わらずでしょ」


    　僕らを残し、再度野次馬の中へと突入していった玲れい子こさんを眺めながら由衣が苦笑する。


    「確かに、おばさんも双葉も全然変わってない」


    「双葉に会ったの!?」


    　意外そうな顔でこちらへ視線を戻す由衣。


    「さっきね」


    「……ふーん」何気ない様子でそう答えた彼女は、大きく息を吐いてから呟く。「まぁ、二人とも最初のころはすごい大変だったんだけどね」


    「え？」


    　思わず聞き返してから気が付いた。最初の頃、それがいつを示しているのか。


    「あれから父さんが事故で死んじゃって、みんな魂が抜けたみたいになって、下手に触ったら壊れるって本気で思ったよ」


    　その言葉を聞いて思い出す。葬儀の時、遠くから眺めた彼女達は本当にボロボロで、脆もろそうで、いつ崩れるのか怖くて容易に近づけなかった。だから僕は、近づかなかった。


    「まぁ、もうみんな元に戻ったけどね。一番酷ひどかった母さんだってもうあんなだし」


    「…………」


    「せっかく元に戻ったんだから、今を大切にしないとね」


    　由衣はそう言ったが、先程、双葉が見せたあの暗い表情を思い出すと、簡単に頷うなずいてはいけないような気がした。


    　僕が返答に窮きゆうして俯うつむくと、その視界に由衣の顔が入り込んでくる。


    「その点、キョートは……と思ったけど、ふーむ？」


    　腰を落とし、前まえ屈かがみになって僕をまじまじと観察し始める由ゆ衣い。


    「何だよ」


    　僕が仰のけ反ぞると彼女は姿勢を戻し、腕を組んで唸うなった。


    「うーん、キョートも相変わらず、と言いたかったんだけど……」


    「…………だけど？」


    「以前よりも投げやり感がアップしてるかも。なんか世捨て人っぽいというか、ホームレスっぽいっていうか。ボクは人生が面白くありませんって感じ？」


    　そう言って肩を竦すくめる由衣。世捨て人、榊さかき潔きよ人との姿を映す二つの大きな瞳ひとみに、僕は一瞬言葉に詰まった。恐怖に似た感覚。動作不良を起こした思考回路でなんとか返答を検索し、口に出す。


    「……失敬な」


    「はは、悪い悪い！」


    　少しも悪びれずにそう笑った由衣は、ふと気が付いたように自分の腕時計を確認して、目を丸くした。


    「あ、やばっ。早く帰らないと双ふた葉ばが死んじゃう、餓が死しで」


    　そう言って手に提さげていた買い物袋を掲げる由衣。


    「え？　もしかして、夕飯、由衣が作ってるのか？」


    「……何、意外そうな顔してるんだ。私だって料理くらいできます」


    　むっとした顔で買い物袋を振りかぶり、僕を横なぎに殴おう打だした由衣は、そのままの勢いで振り返った。


    「んじゃ、そういうことだから。またね」


    　彼女はそう言って背中越しに手を振ると、夕日に向かって歩き出す。いつものようなあっさりとした別れ方。


    「あ、ちょっと待った！」


    　僕は痛む脇わき腹ばらを押さえながら、彼女の肩を摑つかんだ。由衣がぴたりと足を止める。


    「何？」


    　振り向かずに聞いてくる由衣。


    「えっと、なんだ……こう言うのはアレなんだけど……」


    　僕がなんと言っていいのかわからず口くち籠ごもっていると、首だけ振り返った由衣が笑顔で言った。


    「なんだよ、久しぶりに会って名な残ごり惜おしいのはわかるけど」


    　その笑顔があまりにいつもどおりだったので、僕は思わず手を放す。


    「そんなんじゃ……」


    「はいはい。んじゃ、サンキューね」


    　そう言い残し、ロータリーを立ち去る由ゆ衣い。僕は追いかける気になれず、そのままそこに立ち尽くす。


    　二年ぶりに会った彼女は外見こそ違うものの、中身はあまりに昔のままで、僕が記憶していたどおりの梓あずさ由衣だった。


    　とても今晩、ビルの屋上から飛び降りようとする人間には見えない。


    「見間違いだった？」


    　まさか、そんなことはないと思う、向こうもこちらを見て驚いていたし。でも確かに距離はあった、状況が状況だったから勘違いしたのだろうか。


    　いや、そんなことはないはずだ。ないはずなのだが……。


    　商店街のスピーカーから五時を告げるメロディが流れ出す。


    「とりあえず、帰るか……？」


    　頭の中で静かにざわめく混乱を飲み込み、僕は踵きびすを返した。


    



    　　　　　８


    



    「あら」


    　置きっぱなしにしていたマウンテンバイクを取りに学校へ戻ると、ちょうど、下校しようとする常盤ときわ先輩と鉢合わせした。


    「すみません、無断で休んじゃって」


    「いえいえ、大丈夫ですよ」


    　そう言って手を振る常盤先輩。


    　まぁ、確かに大丈夫だろう。「超能力研究会」は別にこれといった活動をする集団ではないのだ。そんなことを思っていると、先輩はふと気が付いたように鞄かばんから何かを取り出した。


    「ちょうど良かった。今日中に君に渡しておきたいものがあったんです」


    　そう言ってその小包をこちらに差し出してくる先輩。リボンで飾られたチェック柄の可愛らしい包装。


    「なんです？　これ」


    「たぶん、クッキーです。きっと手作りですよ」


    「クッキー？　手作り？　……なんで？」


    　小包を片手に首をかしげる。そんな僕に先輩は深く溜ため息いきをついた。


    「何を言ってるんですか。榊さかき君は今日が誕生日でしょう？　つまり、そういうことです」


    「え……、あ」


    　そういえばそうだった。それが原因で一回自殺しておきながら、今の今まですっかり忘れてしまっていた。前回の今日ではこんな出来事なかったのに、そう思いながらも素直に受け取っておく。嬉うれしいものは嬉しい。


    「あ、ありがとうございます」


    　僕がそう言って頭を下げると、彼女は何な故ぜか体をそわそわ揺らして視線を逸そらした。


    「い、いえ、私からじゃありません。君の靴箱に入っていたのです」


    「はい？」


    　突然、何を言い出すかと思えば。


    「じゃあ、誰が作って、置いたっていうんです？」


    「さぁ？　たぶん、かわいい妖よう精せいさんか何かじゃないでしょうか」


    「はぁ……」


    　この学校内で僕と親しい人間は先輩くらいしかいないと、彼女もわかっているはずなのに。どうしてそんな見え透いた噓うそを、しかもさりげなく自じ画が自じ賛さん……そう思いながら視線を下げると、彼女が鞄かばんとは別に何か持っていることに気が付いた。どうやら複数の雑誌類を紐ひもで束ねたものらしい。


    　僕の視線に気が付いた常盤ときわ先輩は眉まゆを顰ひそめ、「こっちはあげませんよ」と意味のわからないことを断ってから、その雑誌束を持ち上げる。


    「最近、流行の『眼球抉えぐり』について書かれていたので纏まとめて買っておいたのです。ろくな情報はありませんでしたけどね」


    「眼球抉り？」


    　聞き覚えのある単語を聞き取り、首をかしげる。


    「えぇ、今、世間を騒がせている殺人鬼です。つい先程、そこ、仙せん岳がく駅にて新たな犠牲者が発見されたようですね」


    「あぁ」


    　それを聞いて頭の中で糸が繋つながった。先程、僕が居合わせた奴か。


    　納得した僕が先程まで現場にいたことを伝えると常盤先輩は珍しく一瞬、目を見張った。ぐいっと詰め寄って聞いてくる。


    「それで、現場の様子はどうでした？」


    「み、見てませんよ。警官が見張ってたし、人だかりもあったし」


    「……それもそうですね」


    　そう言って体を引く常盤先輩。


    「にしても、死体から目玉を抉り出すなんて、ぞっとしない話ですよね」


    　先程といい今といい、いつもとは違う様子の先輩に若干驚きながらもそう言うと、常盤先輩はどこか遠くの方を眺めながら「違いますよ」と訂正した。


    「死体から目玉を抉り出したのではなく、目玉を抉り出してから殺したのです」


    「へ？」


    　意味がわからずに聞き返す。すると先輩はさりげなく周囲を見渡した後、「ここだと通行の邪魔になりますね」と言って、校門の脇わきへと移動した。


    　どこからともなくレジャーシートを取り出した彼女はそれを地面に敷き、その上に体育座りする。そしてその隣を手でぽんぽんと叩たたき、僕にも腰掛けるよう促した。


    　流されるままにその隣に腰を下ろす僕。寒空の下、校門の脇にシートを敷いて腰掛ける男女という、微妙にシュールな光景ができあがる。この光景にサブタイトルをつけるなら「寒空のピクニック」といったところか。


    　ピクニックにはお菓子がつきもの。僕は先程もらった小包を開き、中から歪いびつな形をしたクッキーを取り出し食べてみる。


    「うん、美う味まいです。形は変ですが」


    「そうですか、それはよかった。やはり、手作りは強いですね」


    　僕が述べた素直な感想に、苦笑して返す先輩。


    　自分だけ食べるのは気がひける。袋を広げて先輩にも勧めると彼女は「それは貴方あなたのものですから」と辞退した。


    「先輩にも食べてもらった方が、その妖よう精せいさんも喜ぶと思いますよ」


    「……そうですか？　では一つだけ」


    　僕の説得に、少し躊躇ためらいながらも一つ取り出して食べる彼女。


    「…………」


    「…………」


    　無言でクッキーをもそもそと食べる二人。ただでさえシュールだった光景が、その度合いをいっそう増してしまう。


    「……それで、どういうことなんです？」


    　下校する生徒達の視線を極力無視して、僕は先輩の方へと向き直った。すると、先輩は膝ひざを抱かかえた姿勢のまま顔だけをこちらに向け、静かに語りだす。


    「一連の事件の犠牲者は、どれも薬物などで動きを封じられた後に眼球を抉えぐり出され、それが原因で死亡しているのです。被害者の死亡前に眼球抉りが行われたことは、司法解剖の結果からも明らかとなっている事実ですので間違いありません」


    「それはつまり……」


    「そう。犯人の目的は殺害ではなく、眼球を抉り出すという行為そのものにあるということですね。犯人から見れば、被害者が生きてようが死んでようがどうでもよいことなのです」


    　そう言って、目を細める常盤ときわ先輩。


    「今日までの被害者は全部で十三人、その被害者全てが若い女性であり、奴によって片方の眼球を抉られてしまったわけなのですが、発見が早かったからか五番目の女性だけは一命を取りとめています。これも犯人の目的が眼球そのものにあるという仮説の証拠となりますね」


    「生存者がいたんですか」


    「えぇ、右目を失ってしまいましたが、今ではもう元気だそうですよ」


    　てっきり被害者は全員死んでいるものだと思っていたから、その事実は意外だった。確かにそう考えると『眼球抉えぐり』の目的はその名のとおり、目玉を抉ることにあるのかもしれない。


    「それにしても、何な故ぜ目玉なんかを……って、あれ？」


    　なんとなく先程の会話に違和感を覚えて、僕は首を捻ひねった。


    「……どうしたのですか？」


    　薄暗い空を見上げていた先輩が不思議そうにこちらを向く。


    「今、被害者は十三人って言いました？」


    「言いました。犯行が広域にわたっているとはいえ、ここまで連続殺人が続くというのは、少し異常です。ただの通り魔にしては大変、珍しい事例となりえます」


    　平然とそう言う常盤ときわ先輩。だがそれはおかしい、僕の記憶が正しければ今朝の時点での被害者総数は十人ジャスト、先程の駅の事件を合わせても全部で十一人であるはずなのだ。僕がそのことを話すと、先輩は納得顔で頷うなずいた。


    「そうですか、榊さかき君はまだ知らなかったのですね。実は、今日発生した『眼球抉り』による犯行は先程、榊君が居合わせたそれだけではないのです」


    「え？」


    「それは最後に発覚したものですね。それ以前にも正午近くに仙せん岳がく駅前のオフィス街にて二十四歳のＯＬが、午後三時頃に仙岳山の自然公園にて十九歳の大学生が、それぞれ眼球を抉られた状態で発見されました。どちらも前日までに死亡していたものと思われています」


    「んなっ……!?」


    　思わず腰を浮かせる僕の袖そでを摑つかみ、再び座らせる常盤先輩。僕がしぶしぶ腰を下ろすのを待ってから、彼女は再び口を開いた。


    「本当です。恐らく今頃、マスコミで発表されて大騒ぎになっていると思いますよ。貴たか苗なえでも明日の朝には全校朝会が開かれ、グループ下校のような対策が実施されると思われます」


    　先輩がここまで言うのだから、おそらく真実なのだろう。所詮他ひ人と事ごとだと思っていたのに、なんだかそういうわけにもいかなくなってきた。


    「まさか一度に三人も……」


    「今のところ、一連の被害者に若い女性という以外の共通点は見つかっていません。一度に数人襲って潜伏、ほとぼりが醒さめた頃、今度は別の場所で数人襲う……潜伏期間と犯行ポイントの相互関係も未いまだ不明です」常盤先輩はそこまで言うと、ぴんと人差し指を立てて、こちらを指差した。「だから榊君も、十分警戒してくださいね。一人で人通りの少ない場所には入らない。寝る前の戸締まり確認もちゃんとすること、いいですか？」


    　まるで小学校の先生のようなその口調に、僕は思わず苦笑する。途端にむくれる常盤先輩。


    「なんですか、人がせっかく忠告しているというのに」


    「すみません、でもそれならむしろ先輩の方が注意しないと。一連の被害者は全て若い女性なんでしょう？　だったら僕は犯人の対象外だ」


    「ですが、今日の事件にはおかしな点が見られるのです」


    「おかしなところ？」


    　僕が聞くと、先輩は微かすかに躊躇ためらった後に話を続けた。


    「……えぇ、実は犯行現場に犯人による嘔おう吐との跡が残っていたらしいのです」


    「嘔吐？　ゲロってことですか？」


    　僕がそう言うと先輩は眉まゆを顰ひそめ、「こちらがオブラートに包んだものをわざわざ下品に言い直さないで下さい」という表情をとってから頷うなずいた。


    「十三件にも及ぶ一連の犯行から、その目的がなんであれ、『眼球抉えぐり』は間違いなく異常者による犯行と思われています、そして回を重ねるごとに手際が良くなってきている」


    「そんな奴が今更、殺人行為に吐き気を催もよおすなんておかしいと、そういうことですか？」


    「まぁ、そんなところです。それに、それだけではありません」先輩はそこまで言うと、姿勢を正してこちらを向いた。「こちらはもっと決定的な不審点なのですが、一連の犯行で『眼球抉り』は被害者からその片目を抉り取っている。少なくとも、もう片方の目はちゃんと残っているというわけです。ですが今日発見された三つの死体には目が一つも残されていない。つまり、両目とも抉り取られていたのですよ」


    「！」


    「ここまで言えば、私が何を言いたいのかわかりますよね？」


    　そう言って、再び人差し指をつきだしてくる常盤ときわ先輩。僕はその指先を見つめながら、頭の中に浮かんだ解答を口に出した。


    「つまり、先輩は今日の犯行は一連の『眼球抉り』を模した偽にせ者もの、つまり模も倣ほう犯はんによる犯行だと、そう考えているのですね？」


    　その答えに満足そうに頷く常盤先輩。


    「えぇ、その可能性は低くないと思います。世間に広まる『眼球抉り』の情報は『眼球が抉られていた』というものだけ。それが片目だけなのか、両目ともなのかはあまり知られていない情報なのです。ですから……」


    　彼女はそう言うと、人差し指をくるくる回しながら先程と同じ言葉を繰り返す。


    「十分警戒してくださいね」


    「……わかりました、でも」


    「でも？」


    　思わずこぼれた僕の台詞せりふに常盤先輩が首をかしげる。


    「なんで、先輩がそこまで事件に詳しいんですか？　『眼球抉り』が片目しか抉らないのはあまり知られていない情報なんですよね。それに今日の事件だって……」


    　確かに彼女は普段からなんでも知り尽くしているような雰囲気を醸かもし出しているが、現場の遺留品や世間に知られていない殺し方、ついさっき起きたばかりの事件の情報など、今回の『眼球抉えぐり』についての情報量は普通の女子高生に得られるようなものではない。


    　何な故ぜ彼女がここまで知っているのか、調べたというのなら何故そこまで調べる気になったのか、そこが気になったのだ。


    「それは……」


    　僕の質問に珍しく言い淀よどむ常盤ときわ先輩。


    「それは？」


    　僕は顔を上げ、校舎からの明かりで白くなる彼女の横顔を見上げる。長い髪の隙すき間まから覗のぞくその瞳ひとみが、電灯の光を反射して怪しく煌きらめいた。


    「それは、秘密です」


    　彼女がそう答えるのと同時に教室の明かりが消され、僕達は薄暗い闇やみに包まれる。


    



    　　　　　９


    



    　寒い。ただ、ひたすらに。


    　この前も冷えたには冷えたが、ここまで寒くなかったような気がする。やはり精神状態の違いからくる感覚なのだろうか。月も見えない面白みの欠かけ片らもない夜空の下、僕はそんな取りとめのないことを考えながら、冷たい床の上に蹲うずくまっていた。


    　あまりの寒さに両足を抱きかかえながら、ふと顔を上げ、背後の柵さく越ごしに見覚えのある廃ビルを見上げてみる。前回の僕が飛び降りた廃はい墟きよのちょうど向かいにある建物、由ゆ衣いが飛び降りたビルの屋上、ちょうど彼女が飛び降りたと思われる位置に僕はいた。


    　目的は一つにして単たん純じゆん明めい快かい、由衣による自殺実行の直接阻止だ。自殺の動機がわからない以上、もうこれしか方法はない。


    　記憶にある時刻まで、まだ余裕があった。この数分で何度目かわからない時刻チェックを済ませた僕は、ふと夕方の常盤先輩との会話を思い出す。


    　あの後、彼女は僕に三度、十分警戒するよう忠告してから帰っていった。戸締まりはきちんとする、夜道を一人で歩かない。彼女の言っていた忠告を思い出し、自分の現状がその正反対であることに気付いて一人、苦笑する。


    「しかし、『眼球抉り』ねぇ……」


    　最近、この手の事件が増えているとはいえ、こんな身近に現れるとは思ってもみなかった。その『眼球抉り』とやらは、被害者から目玉を抉り出していったいどうしているのだろう。


    　綺き麗れいな瞳を集め、ホルマリンに漬けて棚に飾ったりでもしているのだろうか。


    　だとしたら、やっぱり僕みたいな薄汚れた目をした奴じゃなく、先輩とか由ゆ衣いとか、ああいう澄んだ目をしている人達こそが警戒すべきだな。寒さで身体を震わせながら、僕はそんなことを考える。


    「眼球……、目か」


    　連想され、蘇よみがえる記憶。


    　そういえば、ずっと昔、あの由衣が僕の目を綺き麗れいだと評価したことがあった。


    



    　あれは確か、まだ小学校にも入ってなかった頃のことだったと思う。いつものように部屋で、めそめそ泣いている僕を、いつものように彼女が慰なぐさめようとしてくれていた時のことだ。


    　あの時は何な故ぜ、泣いていたんだったっけか。


    　確か、テレビか何かで紹介されていた昔の地獄絵が原因だったはずだ。罰ばつとして地獄に落とされ、ありとあらゆる手段で責められる罪人の姿……幼い子供にはいささか衝撃的すぎるそれを見て、僕は初めて死という概念と地獄の存在を知った。


    　それから僕は、毎日神様にお祈りをして、悪いことをしないよう心がけた。別に死ぬのは怖くなかったが、地獄にだけは行きたくなかったのだ。


    　だが、それでも地獄行きの不安は解消されなかった。何が神様の判断基準かわからない、悪いことなんてしていないつもりでも、知らないうちにしているかもしれない。今までした悪事が原因でもう地獄行きは決定しているのかも。そんな不安から、僕は神経質に日々を過ごすようになり、再び部屋に引きこもるようになっていた。


    『これは、おばあちゃんから聞いた話なんだけどね』


    　そんな僕に向かって彼女が言ったのだ。安心させるよう、ゆっくりと。


    『正直者は澄んだ綺麗な目をしているって言うでしょ？　逆に悪いことをしたり噓うそついたりしてると、瞳に曇りが入って汚くなるんだって。神様はね、死んじゃった人の眼を見て、それが綺麗かどうかでその人を天国に連れてくか、地獄に落とすか決めるんだってさ』


    　いつもの[image: ]はつ剌らつとした明るさとは別の、慈愛に満ちた温かい眼まな差ざし。曇りのないまっすぐな瞳で僕を見つめ、彼女は続ける。


    『キョートの目、綺麗だよ。だからね、大丈夫！』


    　柔らかな微笑ほほえみ。その大きな瞳に映った僕は、いつの間にか泣きやんでいた。


    



    「……………………」


    　何か、思い出したら恥ずかしくなってきた。もやもやとした感情を散らすため、髪の毛を搔かき乱して大きく溜ため息いきをつく。


    　あれから約十年、今の僕はお世辞にも綺麗とは言い難い、淀よどんだ目をするようになっていた。「機能」の乱用を始めてからというもの、死も地獄も恐れなくなり、キリスト教的に大罪である自殺を頻ひん繁ぱんに繰り返す毎日……きっと、この世界でも屈指の汚さを誇る、腐りきった瞳ひとみをしているに違いない。思わずそう苦笑して、ふと気付く。


    　じゃあ、由ゆ衣いは？


    　そう思った瞬間、寒さとは別に心が震えた。思わず開いた口から白い息が漏れる。


    　今日、再会した由衣の瞳はどうだった？　前回、目撃した彼女の瞳は……？


    　僕は今日会った由衣の言動一つ一つを思い返し、そこに不自然なものがなかったかどうかを確認する。しかし、異常は見つからなかった。外見こそ変われど二年ぶりに会った由衣は、僕の知る活発な少女のままで、だから彼女がここに来る理由はないはずなのだ。


    「……やっぱり間違いだったんだ。由衣が自殺なんてするはずがない」


    　それは楽観的な見解であり、心からの願いでもあった。


    　高まる緊張。等間隔で並べられた室外機が静かに機動音を響かせる中、僕は祈るように、念じるように、たった一つの望みを口に出す。


    「来るなよ、由衣……」


    　その時、遠くの方でカツンと、何かが音を立てた。


    　続けて鳴り響くその音は、まるで革靴を履いた誰かが屋上までの階段を上ってくる音のようで、果たしてそのとおりだった。だんだんと大きくなっていくその足音。


    「やめろ、来るな……」


    　もしかしたら、由衣じゃない別の誰かかも……そんな逃げの思考をとる暇ひまもない。ここで僕が待ち伏せているなんて夢にも思わないその人物は、問答無用に現実を突きつける。


    「……なんで」


    　闇やみに慣れた僕の目が、それが誰かを視覚する。


    　やはりそれは、梓あずさ由衣だった。


    　認めたくはないけれど、あの時飛び降りた少女は由衣だったのだ。


    　格好は夕方会った時のまま。だが、あの時彼女が纏まとっていた元気オーラはもう、そこにない。ぼんやりと見開かれた目は何も映さず、涙でぐしゃぐしゃになった顔には以前の活発さが欠かけ片らも見当たらなくて、もう、そこに生気はなかった。


    　それらを確認した瞬間、僕はあの時、由衣とあっさり別れたことを猛烈に後悔する。やっぱり、何かあったんだ。それともあの後、何かが起きたのか。


    　そんなことはどっちでもいい。僕はあの時、何かをすべきだった。彼女が昔どおりだったと決めつけ、安心して、すんなり別れたりするんじゃなかった！


    「……キョート？」


    　虚うつろな視線が僕を捕らえ、弱々しい声で問いかけてくる。


    「あぁ……」


    　僕は心の中で暴れる自責の念を押し殺しながら、静かに答えた。


    「なんで、ここに……？」


    　たどたどしい足取りで歩み寄る由ゆ衣い。僕は慌てて立ち上がり、今にも崩れそうなその身体を受け止める。驚くほど細い彼女の肩。それを支えながら、僕は息を呑のむ。


    〝触ったら壊れそう〟以前どこかで聞いた表現が脳裏をかすめた。


    「どうしているの？」


    　いったい彼女に何があったのか、僕に何ができたのか。何もかもがわからない。


    　だが、もう全て手遅れで、今の僕にはこうやって彼女の身体を支えることくらいしかできない。それだけが今の僕にも理解できる、たった一つの真実だった。


    「それはこっちの台詞せりふだ。いったい、どうしたっていうんだよ」


    　僕がそう聞くと彼女は瞬間、目を見開いて、びくりと肩を痙けい攣れんさせる。怯おびえるような瞳ひとみでこっちを見たかと思うと僕の腕を振り払い、その勢いで後ろによろめいた。


    「ご、ごめん」


    　思わず謝る。


    「……ごめん」


    　重ねて、何かができたはずなのに何もしなかった自分を謝った。


    「意味、わかんないし」


    「僕にだって、全然全くさっぱりわからない」


    　顔を歪ゆがめて薄く笑う由衣に、僕は言い返す。すると、彼女はゆっくりと顔を上げ、夜空を見上げながら呟つぶやいた。


    「私が、だめだったからなのかな。全部私のせいなのかな……」


    「え……？」


    　彼女が何を言いたいのかわからない。だがしかし彼女が何かに苦しみ、悲しんでいることは明らかだった。


    　良い返事を見つけられず、黙り込む僕を見て彼女は軽く微笑ほほえむ。諦あきらめ、自じ嘲ちよう、今までの彼女からは想像もできないようなネガティブな笑い方。その瞳は暗く、淀よどんでいる。


    「寒いね」


    　そうこぼした彼女は、ゆっくりと自分が着ていたダッフルコートを脱ぎ捨てた。ちょうどその時、暗雲に切れ間が走り、細い月明かりがビルの屋上に差し込んでくる。


    「…………！」


    　月明かりに照らされた彼女の姿に、僕は驚き言葉を失った。コートの下のセーラー服が、べったりとした黒い何かに濡ぬれている。


    　血。


    　その黒い汚れの正体に直感的に気が付いた僕の脳のう味み噌そが、けたたましいまでに非常警報を鳴り響かせ、僕の正常な思考を妨害する。


    「……何が、何があったんだよ」


    「どうして、キョートがここにいるかわかんないけど……」


    　僕の質問を無視した彼女は、服の袖そでにこびりついた血けつ痕こんを同じく血まみれになっていた指先でもてあそびながら、呟つぶやく。


    「悪い」


    「え……？」


    　瞬間、僕は突き飛ばされていた。バランスを崩し、床の上に尻しり餅もちをつく僕の身体。


    「なッ!?」


    　慌てて顔を上げると、僕の目の前を由ゆ衣いが素早い動きで横切った。身軽な跳躍で屋上の柵さくを飛び越えた彼女は、柵の向こう側、僅わずか数十センチほどの空間に着地して、そのまま静止する。


    　何な故ぜか血まみれの服を纏まとった由衣が、柵を隔へだてて僕を見ていた。


    「ま、待った！」


    　この先にある未来を思い出し、僕は慌てて立ち上がる。


    「説明しろ！　意味がわからない！　何があったんだ！　どうしたっていうんだよ！」


    「なんていうか、贖しよく罪ざい……みたいなものなのかも」


    　僕の伸ばした手をひらりとかわした彼女は、そう言ってビルの谷間を見下ろした。


    「贖罪!?　ふざけるなよ！　そんな贖罪があるものか！」


    「たぶん、あるでしょ」


    「違う！　お前はそう言って逃げてるだけだ！　自殺なんて、ただの逃避だよ！　間違ってる！　全然間違ってる！」


    　そう叫びながら、再度手を伸ばす僕。だがしかし、それは由衣には届かない。わかっていた。僕なんかの言葉が、思いが、目の前の彼女に届くはずがないのだ。


    　僕自身、自分で吐き出すこの言葉の無意味さに、反へ吐どが出そうなくらいなのだから。


    「…………」


    　自分の滑こつ稽けいさに気付き、黙り込む僕と、そんな僕を静かに見つめる由衣。


    　静寂の中、僕達の間を強い風が吹き抜ける。はためく制服、彼女の目元から光が散った。それを直視できずに、思わず僕は顔を伏せる。


    　今まで何度も助けられてきたのに、何度も救われてきたのに。何故、僕には彼女が救えないのだろうか。彼女のために何もできないのだろうか。


    　どうして僕はいつも、こうなのだろう。


    「……助けて、ほしかったかも」


    　ぽつりと呟く彼女の言葉。はっと顔を上げる。


    「そんな資格は、ないけどさ」


    　顔を上げた僕の目の前には、もう、誰もいなかった。


    



    　僕は思考を停止する。


    　感じることと、考えることを一時的に放棄した。


    　もう誰もいない屋上の床に崩れ落ち、再び雲に覆われた灰色の空を見上げる。


    　どれだけそうしていただろう。気が付くと僕は雨の中、彼女の脱ぎ捨てたコートを抱きかかえて、蹲うずくまっていた。


    　コートの裏側にへばりついた血けつ痕こん、これが何を意味しているのか、考えようとして、やはりやめる。それはもう、この世界で考えてもしょうがないことだったから。


    　ビルの下が騒がしい。たぶん、彼女が見つかったのだろう。


    　そろそろここにも、人が来るかもしれない。


    　そう思った僕は、ゆっくりと立ち上がり、胸の高さまである柵さくの上によじ登る。そこに腰掛けて曇どん天てんを見上げ、目を瞑つぶった。


    「大丈夫だよ、大丈夫なんだ」


    　ざわめく心を落ち着かせ、そう自分に言い聞かせる。


    「僕なら、まだ、やり直せるから、だから」


    　遺書もいらない。覚悟もいらない。


    　このまま両手に力を入れて、身体を乗り出すだけでいい。


    「さようなら、榊さかき潔きよ人と」


    　直後、僕は宙を舞っていた。


    　死を前に痺しびれる感覚。すっかり慣れたおなじみの浮遊感。


    　全てがスローモーションに感じられ、自分とともに落ちゆく雨の一滴一滴を粒状に視覚することすらできていた。


    　ゆっくりと、確実に、死に近づく。


    　僕はこの着地までの時間が嫌いではなかった。思考が意味を成さず、大事なものが無価値になって、自分を縛り付けていた何かが緩ゆるみ、解ほどけていく。この後すぐに、慣れようのない激痛が待っていることを知りつつも、僕はこの引き延ばされた一瞬に解放感すら感じている。


    　だが、そんなスローモーションの世界はあっという間に終わりを告げた。


    　右足首に走る衝撃。すぐさま股ももにも激痛が走り、僕は反射的に悲鳴を上げる。


    　ビルの側面から伸びたパイプに、右足が引っかかった。そう気付いた瞬間にはもう、体勢を崩した身体が壁に激突していた。思わず庇かばった両腕に鈍痛が走る。


    　冗談みたいにクルクルと回転しながら、落下を続ける僕の身体。各階の排気口にパイプ、ベランダの外枠、ビル側面のせり出した部分にゴスゴスとぶつかりながら、そのたびに少しずつ凹へこみ、拉ひしやげていく僕の肉体。


    　肘ひじ、肩、膝ひざ、腕、そして顔面。骨が砕け、肉が裂け、内臓が搔かき乱される。痛みが脳の許容量を超え、僕はただただ翻ほん弄ろうされる自分の肉体だけを客観的に認識していた。


    　失敗、失敗……朦もう朧ろうとした意識で苦笑する。


    　そんな中、霞かすんだ視界に色とりどりの傘かさの群れが映った。おそらく野次馬であろう傘が取り囲む、その輪の中央、ちょうど地面が見えるその場所に、果たして由ゆ衣いはいるのだろうか。


    　僕は捻ねじれた右腕をなんとか伸ばし、その終着点へと差し伸べる。


    　今度こそ。


    　最期にただ、それだけを願って。


    



    　そして僕は、二〇〇九年十二月十日の朝に着地した。
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    　それは、中学入試の結果発表後。自分の合格を確認し、意い気き揚よう々ようと帰宅する途中のことだった。通りかかった小さな児童公園に佇たたずむ由ゆ衣いの姿を発見し、僕は笑顔で呼びかける。


    　考えれば、彼女がここにいること自体がおかしな話だった。彼女の家から僕の家近くのこの公園までは結構な距離がある。でも、そんな疑問すらも、きっと自分に会いに来てくれたのだ、受かっていたら一緒に喜び、落ちていたら慰なぐさめてくれるつもりだったのだ、そんなふうに都合の良い解釈ができるほど、当時の僕は考えなしで図々しかった。


    　ブランコに座って、一人ぼんやりとしていた彼女は、僕に気付いて少しだけ表情を緩ゆるめた。ぎこちない笑顔、由衣に最もふさわしくないそんな表情にも気付けず、嬉き々きとして合格を報告する僕。


    『そう、よかったね……』


    　やったじゃん、すごいじゃん、これで春からも一緒だね。そんな返答を予想していた僕は、彼女の返事を聞いて、初めて事の異常さに気が付いた。


    　目の前で俯うつむく由衣からは、常時彼女が放っていた元気オーラが感じられない。それどころか、彼女の身体はひどく悲しげに震えていて、見ていて痛々しい程だった。


    　そんな彼女の右みぎ頰ほおが、赤く腫はれていることに気付いて僕は問いかける。いったい、どうしたのか、誰かにやられたのか。今思えば、なんて残酷で無遠慮な質問。長い間まをおいて、答えなくてもいいその質問に彼女は返事する。


    『おかあさんに……』


    　何な故ぜ、そう叫ぶ僕は、今まで見たことのない彼女の様子に焦り、うろたえていた。


    『あたし、貴たか苗なえに落ちちゃったから。無理言って受けさせてもらったのに、ダメだったから』


    　正直、この時の僕は彼女が受験に失敗するなんてこと、考えてもみなかった。自分が合格さえすれば、中学でも彼女と一緒にいられると思っていたのだ。


    『あたし、頑張ったのに。すごく、すっごく頑張ったのに……』


    　そう呟つぶやいて涙ぐむ由衣を前に、僕は呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。


    　何とか彼女を慰める言葉を探そうとして、自分にはそんな言葉を口にする権利がないことに気が付いた。ずっと一緒に勉強していた僕だからこそ、彼女が誰よりも頑張っていたことを知っていた。自分も同じくらい頑張っているつもりではあった。


    　だがしかし、その土壇場で、僕は彼女を裏切っていたのだ。その時はまだ把握もしていない不思議な力で、僕はズルを行っていた。


    　頑張ったのに落ちた彼女と、ズルして合格した僕。そんな状況で僕は、ズルを告白することも彼女を慰めることもできず、ただ側そばに突っ立って、ブランコの軋きしむ音を聞いていた。


    　彼女の父親が交通事故で亡くなったのがその直後、つまり僕が由衣とまともに会話したのは、あれが最後ということになる。


    



    『キョート兄にい？　すっごい久しぶり！　中学に行って以来だから二年ぶりくらいじゃない？　何々？　こんな朝っぱらからどうしたの？』


    　電話に出たのは梓あずさ家の次女、双ふた葉ばだった。最初はどこか寝ぼけた応対だったが、僕が名乗った瞬間に声のボリュームを上げ、マシンガンのように話しかけてくる。


    　向こうからすれば、こうして話すのも二年ぶりなのだ。懐かしむのも無理はないだろう。でも、今の僕に双葉と昔話をする余裕なんて残されていなかった。早々に話を切り上げ、由ゆ衣いに代わるよう要求する。だがしかし、


    『お姉ちゃん？　お姉ちゃんなら学校行っちゃったよ』


    「もう？　いくらなんでも早すぎやしないか」


    『サッカー部の朝練。いつも私が起きる頃に出発するから、だいたい六時くらいかな……には、もう家にいないよ』


    　慌てて時計を確認し、舌打ちする。僕が前回セーブしたのが七時ジャスト。この時点でもう遅かったということか。今回は戻ってくるなり「セーブ」しておいたからこれ以上遅れることはないが、それでもここで由衣とコンタクトを取れないのは大きい。改めて前回の自分の迂う闊かつさが悔やまれた。


    『何か用事？　伝言なら今日帰ってきてから伝えようか？』


    「それだと間に合わない。携帯の番号とかわかるか？」


    『わかるけど……お姉ちゃん学校の時はいつも電源切ってるから、たぶん繋つながらないと思うよ』


    「はぁ!?　それじゃ携帯の意味がないじゃないか！」


    『んなこと私に言われても……』


    　そう答える双葉の言葉に、疑念の色が混じり始める。


    『……何？　お姉ちゃんと何かあったの？』


    「最近、由衣に変わったところとかなかったか？」


    『別に、ないけど……』


    「そうか、悪いな」


    　それだけ言って受話器を下ろす。向こうでまだ何か言っている気配がしたが、構わずに通話を切った。


    「どうしたの、起きてくるなり電話機にかじりついて。ずいぶんエキサイトしてたけど？」


    　台所でコーヒーを淹いれていた母親が、不思議そうな顔で聞いてくる。


    　こっちの気も知らずにのん気なことを。瞬間、爆発的に膨ふくれ上がった苛いら立だちをなんとか自制心で抑え込む。こんなところで当たり散らしたってなんの意味もないし、誰も得をしないのだ。今の僕に必要なのは正常な思考回路と、そして……。


    「今日、日直だから。もう行くよ」


    　手早く制服に着替え、僕は部屋を出た。


    「え？　だって朝ごはんは？」


    　リビングで何か言う両親を無視して、玄関を飛び出す。手て馴なれた動きでマウンテンバイクに跨またがると、そのままの勢いで自宅前の坂道を駆け下りた。


    　これ以上ないほどの快晴を見上げ、目を細める。睡眠不足の寝起き頭に、十二月の早朝はきつかった。まだ半分眠っている脳のう味み噌そが、鈍い苦痛に包まれる。


    「でも……」


    　それでも、と頭の中で繰り返す。


    　二年間の僕は一人で勝手にうじうじ悩んで、結局彼女に何をしてやることもできなかった。前回の僕も同じだ。なんだかんだと言いながら、問題解決のための行動を何一つとしてとっていなかった。ただ由ゆ衣いと会って話しただけ。そんなので、うまくいくはずがなかったのだ。


    　だから、今度こそ。今回こそは、うまくやる。
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    「あら、浮かない顔ですね。今は何度目の今日なのですか？」


    　いつもよりも一時間以上早く貴たか苗なえ学園に到着した僕が、もしやと思って部室に顔を出すと、予想していた顔が予想していた言葉で出迎えてくれた。


    「なんで、こんな早くから……」


    「俗に言う、朝練ってやつです」


    「朝練って……」


    　相変わらずな常盤ときわ先輩のペースに僕は思わず脱力し、その場にへたり込む。


    「椅い子すいります？」


    「あ、ありがとうございます」


    　先輩が気を利かせて出してくれたパイプ椅子に座り机の上を見渡すと、そこにはやはり前回と同じような難しい本やら資料やらが広げられていた。その中に交じる週刊誌の表紙に、見覚えのある単語が躍おどっていることを見つけ、取り上げる。


    『眼球抉えぐり』についての特集。もしやと思い、その他の本や資料のタイトルを見てみると、犯罪心理学や似たような事件の判例と、全て『眼球抉り』に関連しそうなものばかりであることに気が付いた。


    　前回は気付かなかったが、先輩はこの時点で既に『眼球抉り』に興味を持っていたのか。そういえば、前回の会話では何な故ぜ先輩が『眼球抉り』を調べているのか、うまくはぐらかされてしまったんだっけ。そんなことを考えながら顔を上げると、ちょうどこちらを見つめていた常盤ときわ先輩と目が合った。


    「……それで、前回の今日に何があったのですか？」


    　ずばりと聞いてくる常盤先輩。どうしてそんなことがわかるのか、なんて野暮なことは聞かない。室内に入ってきてからの僕の行動から、先輩にしか感じ取れない何かを察したのだろう。


    　だから僕も、必要なことだけを単刀直入に言うことにした。


    「……先輩の助けが欲しいんです」


    



    　それから僕は、前々回の夜に由ゆ衣いと遭遇したあらましから、前回の僕がとった行動とその結果、由衣の自殺を止められなかったことまで、一連の出来事に関し、覚えている限り全ての情報を先輩に話した。先輩は静かに相あい槌づちを打ちながら、真剣に僕の話を聞いてくれる。


    　そして僕が一とおり話し終えると、彼女は静かに頷うなずいた。


    「なるほど、榊さかき君の言いたいことはだいたいわかりました」


    「本当ですか？」


    「本当ですとも」


    　あまりにもあっさりと理解されて拍子抜けする僕にそう言って、にっこりと笑う常盤先輩。だがしかし次の瞬間、眼鏡めがねの奥の瞳ひとみが細められ、静かに煌きらめく。


    「やはり、前回の榊君は認識が甘かったとしか言いようがありませんね。君がしっかりしていればその幼おさな馴な染じみの彼女も、君も、死んでしまうことはなかった」


    「……その点は十分に反省しています」


    「いいえ、榊君はわかっていません」いつになく厳しい口調でそう続ける常盤先輩。「……ですが、今はそんなことを言っている場合ではありませんね」


    　彼女はそう言うと開いていた本を閉じ、立ち上がった。それと同時にホームルーム五分前の予鈴が部室棟内に鳴り響く。


    「それじゃあ、行きましょうか」


    「え？　あ、授業ですか？」


    　つられて立ち上がる僕の頭部に、常盤先輩のチョップが叩たたき込まれる。


    「何を言ってるんですか。そんなものは無視です」


    「む、無視？」


    　彼女の意外な行動に驚き、頭を押さえながら見上げると、そこには眉まゆを吊つり上げ腕を組む、珍しく怒った常盤先輩の姿。


    「彼女の命と、皆勤賞。大切なのはどちらですか？」


    　彼女はそう言うと振り返り、部室の出口へと歩き出す。慌ててその後を追う僕。


    「せ、先輩の授業は？」


    「それもムシです。眠い授業と大事な後輩の一大事、比べるまでもありません」


    「す、すみません」


    　僕が恐縮して頭を下げると、先輩は突然振り返り、真面目くさった顔でこう言った。


    「個人的にはこういう場合、ありがとうと言ってもらえた方が嬉うれしいものです」


    「……ありがとうございます」


    「どういたしまして」


    　表情を崩し、優しく微笑ほほえむ常盤ときわ先輩。


    「とりあえず、その幼おさな馴な染じみちゃんに会ってみましょう。対策も何も、まずはそこからです」


    　その後、僕たちは揃そろって風か邪ぜを引いたという白々しい噓うそをつき、堂々と学校を早退した。
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    　貴たか苗なえ学園を早退してから数十分後、僕達は仙せん岳がく第一中学校の門前に立っていた。周囲を見渡すと八時もとうに過ぎているというのに、未いまだ登校中の生徒がちらほら見られる。


    　もう授業が始まっているはずなのに、どうしてこんなにのんびりと歩いているのか。疑問に思って首をかしげていると、八時始業のうちとは違い、この学校は八時半からショートホームルームが始まるのだと常盤先輩が教えてくれた。


    「さて、これからどうするんです？」


    　周囲の視線を気にしながら僕が尋ねると、先程まで僕の隣にいたはずの先輩がいつの間にかいなくなっていた。見ると彼女は周囲の目など気にせずといった様子で他校の門を潜り抜けている。置いていかれてはかなわない、慌ててその後を追う僕。


    「ちょ、ちょっと……」


    　途端に声をかけられた。先程からこちらを訝いぶかしげに眺めていた教員が走り寄ってくる。


    「君達、貴苗の生徒だろう？　こんな時間にいったい何しに……」


    「先程ご連絡した貴苗学園の七石ななしと権ごん部べです。二年の梓あずさ由ゆ衣いさんに少しお話が……」


    　その顔に社交的な笑顔を浮かべた常盤先輩が、平然と噓と偽名を並べ立てる。


    「え？　い、いや。そんな話は……」


    「あら、伝わっていませんでしたか？　無理もありません。何分急なお願いでしたからね。ですが許可は頂いているのでご安心ください。ところで、女子サッカー部の部室はどこですか？　あ、あっちですね？　ありがとうございます。それでは……」


    　ハッタリと勢いで押し切り、控えめなスマイルでその場を乗り切ろうとする常盤先輩。だが、それはすんでのところで教員に止められた。


    「今、確認するから、ちょっと待っていなさい」


    　そう言って携帯電話を取り出す若い教員。その隣の先輩は「少し困りましたね」といった表情でこちらにウインクしてくる。


    　それが何を合図するのか、僕が理解するよりも先に先輩は走り出していた。目にも留まらぬスピードで教員の脇わきを駆け抜け、校内へと消えていく。


    「あっ、こら！　待ちなさい！」


    　その教員が先輩に気を取られた隙すきを突き、僕も走り出した。


    「君も!?　待て、待つんだ！」


    　背後で何か叫びながら追ってくる教員と必死で逃げる僕。奇妙な追いかけっこが始まる。


    　全速力で校舎の脇を駆け抜け、渡り廊下を突っ走る僕。だがしかし、インドア派でもともとあまり身体を動かさない僕が、あのいかにも体育会系な若手教師に敵かなうわけがない。


    「なんっ……で、こんなこと、してるんだ、僕はっ！」


    　呼吸が乱れ、足がもつれる。そろそろ限界かと足を止めようとしたところで、突然何者かに腕を引かれ僕は体育倉庫の陰へと引き込まれた。


    「なっ……？」


    「静かに」


    　驚き慌てる僕の口を押さえる常盤ときわ先輩。そのまま僕を倉庫外壁の窪くぼみに押し込んだ。密着する二人の身体、元々激しく脈打っていた心臓の鼓動が更に加速する。


    「くそっ！　どこ行った!?　あーもう、なんなんだ、いったい！」


    　そう愚ぐ痴ちりながら、僕達の横を素通りしていく若手教師。そのまま数十秒、もう見つかる危険がないと判断したのか、先輩はやっと僕の口から手を放してくれた。


    　緊張からか安心からか、途端に腰の力が抜け、僕はその場にへたり込む。ようやく復活した呼吸で、大きな深呼吸を繰り返した。


    「ずいぶんと無茶なこと……しますね」


    　息も絶え絶えにそう言うと、同じく胸を押さえて呼吸の調節を行っていた常盤先輩は、悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。


    「私らしくなかったですか？」


    「いえ、ある意味先輩らしさ溢あふれる行動でしたが……」


    「そうですか……あら？」


    　そう言って、大きく息を吐く先輩。その視線が僕の背後へと向けられ、ぴたりと止まる。


    「あっと、えと……？」


    　どうかしたのかと首をかしげた僕の背後から、聞き覚えのある声がかけられた。


    「キョート……だよね？」


    「え？」


    　その声が何者のものかに気が付いて、僕は思わず振り返る。


    「やっぱりキョートだった」


    　ぽかんとした表情のまま、そう呟つぶやくセミショートの女子中学生、梓あずさ由ゆ衣い。朝練の後片付けをしていたのだろうか、赤いジャージを着て、サッカーボールが大量に詰まった籠かごを抱えるその少女は、確かに今を生きていた。
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    「由衣……」


    　瞬間、心の中に何か温かいものが広がっていく。まだやり直せる、という確信。正体不明の温もりに、目頭が熱くなった。


    　だがしかし、彼女の顔はそんな僕の心境とは正反対に複雑な表情へと凝り固まっていく。


    「何……しに来たの？　わざわざこんなところまで」


    「え？　……あ、そうか」僕からすれば昨日、正確には今晩会ったばかりなのだが、由衣から見ればこれは二年ぶりなのだ。突然の再会に驚くのも無理はない。「ちょっと、由衣に話があって来たんだ」


    「私に？」


    　一瞬、きょとんとする由衣。だがしかし、その表情は再び凍りつく。


    「……なんで？」


    「へ？」


    「だから、なんで、私に会いに来たはずのキョートが、こんな、人ひと気けのないところで、知らない女の人と、抱き合っていたワケ？」


    　そう言ってじっとりと睨にらみつけてくる由衣。そう言われて僕はやっと今の状況に気がついた。どうやら彼女は先程のやり取りを目撃したうえで、何かを誤解しているらしい。


    「えっと、あれは違くって、そうじゃなくて……」


    「何がどう違うのか知らないけど、わざわざ彼女ができたことを見せびらかしにきたの？　そうなら、まずは紹介するのが筋じゃない？」


    「だから違うと言っているのに……」


    　どうして梓家の女性はどいつもこいつも。由衣の不機嫌オーラに気け圧おされ、どうしたものかと頭を抱える。そんな僕の様子を見た由衣が、ぷっと吹き出した。


    「なーんて、冗談冗談！」


    「は？」


    　きょとんとして顔を上げる僕に、由衣は腹を抱かかえて笑い出す。


    「わかってる、わかってるって。そもそも、根暗で卑屈で、いっつもウジウジしてて優ゆう柔じゆう不ふ断だんでオマケに泣き虫、そんな男として魅力ゼロのキョートに恋人なんてできるワケないよね」


    「……はぁ、まぁ、そのとおりだけどさ」


    　真っ向から失礼なことを言われているが、事実なのだから仕方がない。そう思い、溜ため息いきをついていると、隣に立っていた先輩が一歩前に踏み出した。


    「そこまで言うことはないと思います」


    「は……」


    　その言葉に、笑っていた由ゆ衣いの動きが停止する。


    「榊さかき君は控えめながらも聡明で、他人の機微に敏感です。これらは美点となりえます」


    「あ、貴女あなたは……？」


    　何な故ぜかプロレスラーのように両手を構える由衣に向かって、優雅に一礼する常盤ときわ先輩。


    「はじめまして、常盤夢ゆめ乃のです。いつもウチの榊がお世話になっております」


    「へ？」


    「せ、先輩っ」


    　ぴくりと痙けい攣れんする由衣の頰ほお。僕の背に冷や汗がたれる。今のは恐らく超能力研究会会長としての発言だったのだろうが、聞きようによってはどうにでも勘違いできるものだった。


    　案の定、それを曲解したらしい由衣が、何な故ぜかしょんぼりと肩を落とす。


    「……は、はじめまして、梓あずさ由衣です。こ、これからもキョートをよろしくお願いしますね。こいつ、基本的にだめ人間だけど、悪い奴じゃないんで……」


    「大丈夫ですよ。ちゃんとわかっていますから」


    「そ、そうですか。そうですよね……」


    「えぇ、ご安心ください」


    「…………」


    　何か会話のすれ違いが僕の想像もつかないところまで突っ走っている気がする。言いようもない危険性を感じ取った僕は、慌てて二人の間に割って入った。


    「ちょ、ちょっと待った！」


    　そんな僕を睨にらみつける由衣。腕でぐいっと鼻を擦こすってから、再び不機嫌になって答える。


    「何よ、よかったじゃない。綺き麗れいな彼女さんで。それで何？　すごく久しぶりに会ったと思ったら、用件はそれだけ？　結局、何がしたかったの？」


    「全然違うって言ってるのに……」


    　だが、由衣に今の状況を正確に理解させるのは困難極まりない。それに、僕自身、常盤先輩が彼女と会ってどうしたいのか、あまりよく理解できていないのだ。


    　彼女をどう説得するか、とりあえず誤解を解かなければと僕が口を開いた瞬間、校庭内に聞き覚えのないチャイム音が鳴り響いた。どうやらこれがこの学校の予鈴らしい。


    「あ、授業行かなきゃ……って、着替え……」


    　自分のジャージ姿を見下ろし、ぽつりとぼやく由衣。


    「あ、悪い」


    僕が思わず謝ると、彼女は小さい声で「いいよ」と言ってから常盤ときわ先輩に一礼し、校舎の方へと走っていった。


    　引き止める理由も思い浮かばず、倉庫の陰に取り残される二人。


    「って、あいつ、何か妙な勘違いしたまま行っちゃいましたよ！」


    「あら、そうですね」


    「あらそうですね、って……」


    　こんな状況でも、のほほんとした先輩の態度に僕はがっくりと肩を落とす。


    「……やっぱり、そういうふうに見えるのかしら？」


    「え？」


    　口元を押さえ、何かもごもごと呟つぶやく先輩。僕が聞き返すと、彼女は慌てて首を振り、なんでもないと撤回した。


    「で、どうするんですか？　肝心の本題に入る前に逃げられちゃいましたけど」


    「いえ、もう目的は果たしました」


    「え？」


    　意外な返答に僕は思わず、振り返る。


    「とりあえず今の彼女に、些さ細さいな色恋沙ざ汰たに一いつ喜き一いち憂ゆうできる心の余裕があるということがわかりました。何か隠された悩みもありそうでしたが、今のところ自殺衝動に直結するほどのものではないみたいですね」


    「色恋沙汰？」


    「つまり、今のところ彼女にこれといって自殺する意志はなさそうだ、ということです。まぁ、先程のやり取りがトリガーになってしまう可能性もなくはないですが、榊さかき君から聞く限りそんな性格でもなさそうですし、大丈夫でしょう。たぶん」


    「はぁ……？」


    　よく理解できずに首を捻ひねる。常盤先輩はそんな僕を見て溜ため息いきをついてから、腕を組んで考え始めた。


    「……そうなると、彼女を自殺へと駆り立てるトリガーがどこにあるのか、という点が問題になります。恐らく、この後起きる何かしらの出来事が彼女の心の引き金を引くのでしょう。前回の今晩、榊君が見た彼女の様子からして、それはそれは恐ろしいことが彼女の身に降りかかるのでしょうね」


    「……！」


    　瞬間、フラッシュバックする血まみれの服を着て、魂の抜けたような瞳ひとみで薄く微笑ほほえむ由ゆ衣いの姿。あの由衣をあそこまでボロボロにする出来事なんて、僕には想像もつかない。


    「つまり、彼女の自殺は榊君が時々やってしまうような、現代社会に蔓延はびこる〝普通の自殺〟とは性質が違う可能性があるということです」先輩はそう言って、ビッとブイサインを突き出した。「よって、これより私たちがとるべき行動は二つ。トリガーの解明と、それからの回避誘導です」


    　僕は、かにかにと動かされる二本の指から先輩の顔へと視線を上げる。


    「……つまり、何をすればいいんですか？」


    「今日一日中、彼女とその周囲を徹底的に監視し、彼女に降りかかるであろうその脅威を発見、然しかる後のち、排除するのです」


    「えっと……それってつまり？」


    　なんだか嫌な予感がして聞くと、先輩は二本の指を五本に増やして遮さえぎった。


    「皆まで言わなくても大丈夫。やることは榊さかき君が考えていることと同じですが、その本質が違います。私達の行いは正義なのです」


    　そう言いながら、鞄かばんの中をごそごそと漁あさり始める常盤ときわ先輩。なにやら怪しいアイテムを一つ一つ取り出して、僕に手渡してくる。


    「……これは？」


    　なんとなく想像はできたが、一応聞いてみた。それに対し、さも当然といった様子で答える先輩。


    「右から高性能双眼鏡に小型盗聴器……あ、これは発信機も兼ねているので安心してください。そして、こっちがそれの受信機、次にもしものことを考えて護身用のピストル型テーザー銃と催涙スプレー」


    　何な故ぜこんな物騒なものを鞄の中に、もしかして普段から常備しているのだろうか。手渡された双眼鏡を覗のぞき込みながら、先輩の底知れなさに溜ため息いきをつく。


    　そんな僕の視界にブレザーを脱ぎ捨て、おもむろにリボンタイを取り外す先輩の姿が映り込んだ。


    「うわっ!?」


    「あ、着替えるのであっち向いていてください」


    　ワイシャツのボタンを外しながら平然とそう言ってくる常盤先輩。僕は慌てて目を閉じ、振り返る。


    　そういうことは服を脱ぐ前に言ってほしいのだが。そんなことを考えながら先輩の合図とともに目を開けると、そこには体操服を纏まとった先輩の姿があった。


    「体操服の仕様がウチと同じで助かりました。校章を隠せば仙せん岳がくの生徒ですね。ほら、どこからどう見ても」


    　そう言ってくるりと一回りし、にこりと笑う先輩。まぁ、確かに先輩は特別背が高いわけでもないし、中学生に見えないでもないかもしれないが。


    「それじゃ、彼女の手荷物に盗聴器を仕掛けてきます。榊君は彼女の監視をお願いしますね」


    　僕がどう返事をすればいいか迷っていると、彼女はそう言って校舎の方へと駆けて行った。僕が止める間もないうちに、渡り廊下へと消えていく。


    　見知らぬ他校の体育倉庫に、一人取り残される僕。十二月の冷たい風が吹きすさぶ。


    「……でもこれ、ストーカーだよな。どこからどう見ても」


    　僕が思わず呟つぶやくのと一限目開始のチャイムが鳴り響くのは、ほぼ同時だった。
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    「あ、いた」


    　窓際の席で授業を受ける由ゆ衣いの姿を発見するのに、そう時間はかからなかった。僕は先輩から手渡された双眼鏡でその姿を注視し、それが由衣であることを確かめる。


    　二階の一番南寄りの教室、窓際の一番後ろが彼女に与えられた席であるらしかった。偶然にも、その席位置は僕と同じだ。


    　他の生徒がセーラー服で授業を受ける中、一人だけ赤いジャージで座る彼女の姿はよく目立つ。心の中でもう一度ごめんと謝り、僕は双眼鏡から顔を離した。


    　体育倉庫の屋根に座り、双眼鏡で授業風景を覗のぞき込む他校の生徒。そんな自分の現状を再確認し、僕は深く、深く溜ため息いきをつく。


    　一人取り残され、することのなくなった僕は、先輩の言いつけに従い、由衣とその周囲を双眼鏡で観察することにしたのだが……この姿は明らかに不審人物のそれだった。


    「こんなところを見つかったら、いったいなんて思われるか……」


    　嫌な予感に思わず背筋がぞっとした瞬間、足元から怒声が投げかけられる。


    「そこで何をしている！」


    「うぇっ!?」


    　早くも的中する嫌な予感。反射的に声のする方へと顔を向けると、そこには片手に箒ほうきを持った校務員らしき老人が立っていた。


    「不審者め、覚悟しろぃ！」


    　白髪だらけの頭と紅潮した顔が対照的なその男性は、憤ふん怒ぬの形相でこちらを睨にらみつけながら、その手に掲げた箒を槍やり投なげのモーションで振りかぶる。


    　こちらに向けて投げるつもりか？　僕がそう予測した時にはもう、その箒は矢のような速度で僕の頰ほおをかすめ後方へと飛んでいった後だった。


    　なんたる強肩！　こいつ本当に老人か？　焦りと驚き、戸惑いから僕はほんの少しだけ油断する。それは現状において致命的なものだった。その老人はがっしりと僕の足を摑つかみ、倉庫の上から引きずり下ろす。


    　尻しりを強打し、痛みに呻うめく僕の両肩をしっかりと摑む老人。深く皺しわが刻み込まれた顔をぬうっと近づけ、不敵に笑う。


    「さぁ捕まえたぞ、大人しくお縄につけ。この変質者！」


    「ち、違っ……！」


    「何が違うものか、どこからどう見ても不審な行動を取りおってからに！」


    「確かに」内心そう同意しながらも僕は必死で否定の言葉を紡つむぎだす。


    「それはそうなんですけど……なんていうか、本質が違うっていうか……」


    「馬鹿者が、そんな言い訳が通用するものか！」


    「ですよねぇ」


    　思わずそう呟つぶやくと、老人は既に紅潮した顔を更に真っ赤にし、ドスの聞いた声で呟いた。


    「小僧……わしを馬鹿にしているのか」


    　力強く腕を引かれ、僕の身体が持ち上げられる。外見的にはどこからどう見ても、年老いた校務員のおじいさんなのに、この力はどこから出てくるのだろうか。


    　この男、常人ではなさそうだと僕の直感が判断したその時、僕の身体は何な故ぜか宙に舞い上がっていた。直後、幅跳び用の砂場に全身を叩たたきつけられる。


    　上下が反転した景色の中、乱れた作業衣を整えながらこちらを見下ろす老人の姿を確認し、やっと自分が彼によって投げ飛ばされたのだと理解した。


    「ば、化け物かよ……」


    「失敬な。化け物っちゅうんは貴様みたいな、歪ゆがんだ欲望にその身を任せちまう危ない輩やからのことをいうんだよ。……さて、もう逃がさんぞ。ウチの大事な孫娘、もとい生徒達を付け狙ねらうたぁ、いい度胸だ。わしが直々に灸きゆうをすえてやるから、覚悟しろよ」


    　指をボキボキと鳴らしながら、そう凄すごむ老人。弁解したくても、しようがない。僕が不審者でどこからどう見ても怪しい行動をとっていたことは、間違いないのだ。


    　万時休す。抵抗を諦あきらめ、目を閉じて制裁を待つ。


    　その時、足元の方から誰かが駆け寄ってくる音がした。相手の増援か、そう思っていたその人物は柄にもなく焦あせった声でその老人を引き止める。


    「ちょっと待ってください！」


    　この声には聞き覚えが、そう思って体を起き上がらせると、そこには全力疾走した後だからか、肩で息をする常盤ときわ先輩の姿があった。


    「常盤先輩……」「夢ゆめ乃のちゃん？」


    　僕と老人の声が重なる。


    「え？」「は？」


    　その後のリアクションも全く同じタイミングだった。お互いに顔を見合わせ、予想もしていなかった展開に目を白黒させる。


    



    「まさか、この小僧が超能力研究会の新入りだったとはな。そうならそうと、先に言ってくれればよいものを！」


    　そう言って、僕の肩をばしばし叩たたく校務員の男。


    　そんなこと言われても、どうして彼と常盤ときわ先輩や「超能力研究会」が繋つながるのか、話がさっぱりわからない。そんな僕の様子に、制服に着替えなおした常盤先輩が普段どおりの微笑ほほえみを浮かべながら説明してくれた。


    「この人は、私の親友のおじい様でこの学校の校務員もしておられる……」


    「……望もち月づき京きよう太た郎ろうだ。さっきは思いっきり投げて、悪かったな小僧」


    　そう言って、豪気に笑う望月老人。先輩の親友の祖父、確かに接点はあるが若干薄すぎやしないだろうか。それだけでは今の状況を完全に説明できない。


    「それで望月さんは……」


    「何、そう畏かしこまることはない。気軽にモッチーと呼んでくれて構わんぞ？」


    「…………」


    　厳しい老人の口から出てきた、思いもよらぬかわいらしい単語に僕は絶句する。そんな僕を見て、クスクス笑う常盤先輩。


    「モッチーは貴たか苗なえのＯＢで、私たち超能力研究会の創設者でもあるのですよ」


    「はい!?」


    　さらりと告げられた衝撃の真実に、僕は思わず望月老人の顔を見た。少なくとも還暦は迎えているであろうその老人は、僕の視線を受けて自慢げに頷うなずく。


    「いかにも」


    「…………」


    　彼が創設者であるというのも十分驚きだが、僕としては今でも部員過少で消滅寸前である「超能力研究会」がそんな昔から存続しているということの方がびっくりだった。


    「それで、夢ゆめ乃のちゃん達はどうしてここに？」


    　背筋をぴんと伸ばし、腕を組みながら話を本題に戻すモッチー老人。


    「それは私から説明します」


    　そう言って、常盤先輩が一歩前に出たその時、彼女の動きがぴたりと止まった。


    「？」


    　疑問に思い視線を向けると、彼女は真剣な表情で耳元を押さえ、何かを探っている。そこから伸ばされたコードと機械。それは先程、彼女が仕掛けてきた盗聴器の受信機だった。


    「……何か聞こえるんですか？」


    　そう聞く僕を睨にらみ、人差し指を口元に当てる常盤先輩。しばらく盗聴に集中していた先輩はおもむろに耳元から手を放し、こちらへと向き直るとこう言った。


    「……今、彼女が授業を早退しました。父親が交通事故に遭って、病院へ運ばれたそうです」
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    「そんな馬鹿な！　だって由ゆ衣いの父親って、あの誠せい一いちって奴でしょ!?　交通事故に遭うなんて、そんなことありえません！　絶対に！」


    　全力疾走しながら、必死でそう訴える僕に、同じく足早に移動しながらわかっていますという表情で頷うなずいてくれる常盤ときわ先輩。右手に持った受信機をこまめに確認しながら、僕達の進路をガイドする。


    　由衣が突然、学校を早退し、タクシーに乗って姿をくらましてから早はや十分。僕達は彼女に仕掛けられた発信機の情報を頼りに、その行方を追跡している最中だった。


    「どうして、小僧にそんなことが言えるんだ？　夢ゆめ乃のちゃんの説明で大体の事情は摑つかめたが……もしかしたら本当に父親が事故に遭ったのかもしれんじゃないか」


    　少し後ろから僕達を追いかけるモッチー老人だけが、納得できない表情で首をかしげている。どうしてついてきてるんだと、突っ込んでいる余裕も僕にはなかった。


    　彼が事故に遭って病院に運ばれるなんて、ありえないのだ。


    　僕にはわかる。確信できる。なぜなら僕は、会っているのだ。前回の夕方、梓あずさ家前の坂道で、自宅から出てきた、元気な彼に！


    　いつの間にか空あいた左手で携帯をいじっていた常盤先輩が、こちらに振り返って言った。


    「確認しました。少なくとも都内の病院に件くだんの梓誠一氏が運び込まれたという情報は一切ありません」


    「やっぱり……！」


    　横腹の痛みに耐えながらも歯を食いしばる。では何な故ぜ、由衣は早退したのだ。父親の事故は噓うそだと気付いているのか。いや、それが彼女の噓という可能性もある。まさか、いや、そんな馬鹿な。ぐるぐると乱れる思考回路をなんとか正常化しようとしていると、すぐ後ろを走るモッチー老人が呟つぶやいた。


    「ん？　アズサ、セイイチ……？」


    「何か？」


    　器用にも、走りながら発信機の反応を探っていた常盤先輩が歩調を緩める。


    「……いや、知り合いの名前に似ている気がしたが、よく考えたら別人だった」


    「……そうですか、……！　見つけました、あそこです」


    　先輩が足を止める。その視線の先を追うと、そこには確かに制服姿で歩道を歩く由衣の姿があった。


    「病院に向かったわけではないようだな」


    　電話ボックスの陰に隠れる僕と常盤先輩の後ろから、モッチー老人がぼそりと呟く。


    「つまり、父親の事故は彼女自身の方便ということになりますね」


    「っ……！」


    　いったい彼女に何が起きているのか、捕まえて聞き出してやる。そう思い、身を乗り出す僕の肩を、先輩とモッチー老人の二人が同時に摑つかむ。


    「待つのだ、小僧」


    「えぇ、今は泳がせて様子を見るのが一番です」


    「でも……」


    「あ、彼女が建物に入りましたよ」


    　その声に振り返ると、ちょうど由ゆ衣いの姿が階段へと消えていったところだった。若干新しめの、どこにでもあるようなオフィスビル。


    「どうして、あんなところに……？」


    　思わず呟つぶやき、周囲を見回してみる。追いかけるのに夢中で気付かなかったが、僕達はいつの間にか仙せん岳がく駅前の小さなオフィス街までやってきていた。


    「だめです、ノイズが酷ひどくて……」


    　盗聴器で様子を探っていた常盤ときわ先輩が残念そうに首を振る。


    「なら中に入って……」


    「いや、それは見つかる危険が大きすぎるぞ」
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    　思わず飛び出そうとした僕を再び摑むモッチー老人。その後ろから先輩が冷静に報告する。


    「すごく呼吸が荒い……軽い錯乱状態に陥っているように聞こえます」


    「錯乱状態？　いったい、中で何が起きてるっていうんです!?」


    「何かが起こった気配は感じなかったのですが……あ、出てきますよ」


    　先輩がそう言うのと同時に、建物から由ゆ衣いが飛び出してきた。この距離で隠れながらでは表情まで読み取れないが、それでも彼女が緊迫していることだけは容易に見て取れる。


    「いったい、なんだってんだ？」


    　そう呟つぶやいて、ビルを見上げるモッチー老人。確かに、彼女がこの建物に入ってからまだ十分も経たっていない。噓うそをついてまで学校を早退し、緊迫状態に陥ってまで彼女がここでやろうとしたこととは、いったい……。


    「今は彼女を……！」


    　建物に入って確認したい衝動に駆られたが、先輩の声にせつかれ僕は視線を雑踏へと向ける。既に消えようとする由衣の後ろ姿を視認し、僕達はその後を追った。
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    　謎なぞのビルから出た由衣は、そのままの勢いでオフィス街を駆け抜けた。


    　僕らの追跡や盗聴器の存在には気付いていないはずなのに、まるで尾行を引き離すかのようにでたらめに、かつがむしゃらに仙せん岳がく町の中を走り続ける。


    　もともとインドア派である僕や常盤ときわ先輩に、そんな彼女を追い続ける体力があるわけがなく。僕達はあっという間に引き離されていた。先輩の仕掛けた盗聴器がなければ、とっくに彼女を見失っていただろう。


    　なんとか彼女を視認できるところまで追いついた時、僕らは仙岳町最西端、仙岳山麓ふもとの自然公園にまでやってきていた。


    「やっと、お、追いついた」


    　もうこれ以上、身体を動かすことができず、ベンチの上に倒れ込んでしまう僕。同じく僕の隣でへたり込む常盤先輩が、ぐったりとしながらも呟いた。


    「やはり常日頃から運動しておかないと、いざと言うときにだめですね……」


    「それで、由衣ちゃんはどこにいるんだ？」


    　そんな僕達とは対照的にけろりとした表情で聞いてくるモッチー老人。僕達と一緒に全力疾走してきたというのに、何な故ぜか息一つ切らしていない。体育倉庫での格闘といい、今回のマラソンといい、やはり彼はただの老人ではないようだ。


    　そんな彼の様子に呆あきれながらも、常盤先輩は無言で丘の上を指差した。そこには白い直方体の建物がちょこんと建っている。


    「展望台か……」


    「彼女を指し示す光点は先程からずっと、あのポイントで静止しています」


    　僕は力の抜けきった身体をなんとか起き上がらせて、その展望台を見た。季節が季節だからか、人ひと気けもなく物寂しい公園内、その奥地にあるあの展望台はその設計にミスがあったからか、ろくな景色が見られない失敗作として有名だ。


    　今では秘密基地代わりに利用する子供か散歩をする老人、夜露をしのぐホームレスくらいしか訪れないあの建物で、由ゆ衣いはいったい何をやっているというのか。


    「音から、由衣が何をしているのかわかりますか？」


    「ちょっと待ってください。またノイズが……」


    　浅く早い呼吸を繰り返しながら、常盤ときわ先輩が盗聴に集中する。


    「ふむぅ……泳がせてはみたものの、あの子の目的がさっぱりわからん。もうこうなったら、直接とっ捕まえて事情を聞いた方が早いかもしれんな」


    　そう呟つぶやいて、展望台へと歩きだすモッチー老人。


    「ちょっと待ってください。まだ……と、え？」


    　歩調を早め、引き止めようとした先輩の足がぴたりと止まった。


    「どうしたんです？」


    　最後尾を歩いていた僕がそう聞くと、先輩は耳に手を当て、躊躇ためらうようにこっちを見る。


    「えっと……」


    　先輩にしては珍しく、何かを言い淀よどんだ。


    「なんだなんだ、どうしたってんだい？」「由衣に何かあったんですか!?」


    　僕達二人に詰め寄られ、鼻白む先輩。


    「いったい、何が聞こえたんです？」


    　僕が再度、問いかけると彼女は仕方なさそうに、その質問に答えた。


    「いえ、別に何かが起こったというわけではなく。ただ、あの、今、彼女のえずく音が」


    「へ？」


    「まぁ、いくら鍛きたえているからといって、ここまで休まずに走り続けたのだから無理のないことだと思いますけれど……」


    「えずく、って……？　ゲロったってことですか？」


    　言いづらそうにぼそぼそ喋しやべる先輩に僕がそう聞くと、彼女は眉まゆを顰ひそめ、「こちらがオブラートに包んだものをわざわざ下品に言い直さないでください」という表情をとってから頷うなずいた。


    　……って、あれ？


    「なんでい、びっくりさせるなよ……」


    「いえ、でも彼女に異常事態が降りかかっているのは間違いないのです。もしかしたらそれによる緊張のせいなのかもしれません」


    　そう言い合いながら、展望台を窺うかがうモッチー老人と常盤先輩。彼ら二人の背中を眺めながら、僕は自分の鼓動が早まっていくのを感じていた。


    　先程感じた、小さなデジャビュ。思考の隅に引っかかったそれが、僕が潜在的に無視していた何かを顕けん在ざい化かさせていく。


    「それよりも、まだ彼女と接触するのは早いです。少なくとも、彼女の目的が判明するまでは……」


    「その目的ってのがさっぱりわからんから、こうして問い詰めようとしとるんじゃないか」


    　今後の行動指針について言い合う先輩とモッチー老人。


    「ですが……」


    「いくら夢ゆめ乃のちゃんでもわからんのだろう？　なんで由ゆ衣いちゃんが学校をサボってまでこんなことをしているのか。オフィスビルに入って僅わずか数分で飛び出し、こんな山奥までやってきて、挙句の果てに展望台で何をしているのか」


    （……！）


    　そう言って先輩を問い詰めるモッチー老人。図星だったのだろう、顔を伏せる先輩の表情には陰が差している。


    　だがしかし、今のやり取りは意外にも僕の脳内に大きな影響を与えていた。


    　繋つながった。思い出したのだ。


    　先程、僕が引っかかった先輩とのやり取り、それがいつ、どこで行われたものなのか。その時、僕らは何の話をしていたのか。


    　そして、気付いたのだ。


    　今、思い出したこの情報が、何を意味しているのかに。


    「『眼球抉えぐり』……！」


    　思わず口からこぼれた言葉に、目の前の二人が顔色を変える。


    「小僧、今……なんと言った」「榊さかき君、何かを思い出したのですか？」


    　顔を強こわ張ばらせ、詰め寄ってくる二人。しかし、それらに応対する心の余裕は吹き飛んでいた。二人の間をすり抜けて、階段を駆け上る。


    　先程、交わした先輩とのやり取り。あれは前回の夕方、校門の脇わきで先輩と『眼球抉り』の話をしていた時にしたのと全く同じものだった。


    　あの時、先輩は言っていた。『眼球抉り』の犯行現場に、犯人のものと思われる嘔おう吐との跡が見つかったと。そして、そこで彼女から聞いた『眼球抉り』の犯行ポイントは……。


    「オフィス街と、自然公園と、仙せん岳がく駅の洗面所……ッ！」


    　そして今日、由衣が学校を早退してまで向かった先はオフィス街と、自然公園……まさか、まさかだよなと自分に言い聞かせる。今までの疲労からか、悲鳴を上げ続ける全身を酷使して階段を上りきると、ちょうど反対側の階段を下りようとする由衣の背中が見えた。


    「……ッ！」


    　声をかけようと口を開くが、荒い呼吸のせいでうまく言葉を紡つむげない。


    「おい、どうしたってんだ！」


    　直後、背後から投げかけられるモッチー老人の声。


    　それにびくりと反応した由ゆ衣いは、こちらを振り返ることなく階段を駆け下りていった。


    「今の、由衣ちゃんだな。逃がしちまったか……」


    「まずいですね、今ので追跡に気付かれたかもしれません」


    「追わないと」身体が勝手に反応し、走り出そうとするのを僕はなんとか押しとどめる。その前に、確認しなければならないことがあるのだ。


    　さっきまで彼女がいた建物、仙せん岳がく山自然公園展望台へと顔を向け、唾つばを飲み込む。


    　まさか、そんなはずはない。だがしかし、偶然にしてはできすぎている。彼女の異常な行動と自殺、そして同時にこの街に起きた異常な殺人事件。


    　これが繋つながっているとしたら、それは何を意味しているのだろう。


    　そして、それに気付いた僕はどうすればいいのだろう。


    　考えても仕方がない。今は、確認することこそ先決だ。


    　僕は施設内へと足を踏み入れた。
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    「おい、説明できるよな」


    　胸倉を摑つかまれ揺さぶられる。誰かが耳元で何かを怒鳴るのを聞きながら、僕は大人しくされるがままになっていた。


    「こいつはいったい、どういうことなんだ!?　えぇ!?」


    　そう言われ、突き飛ばされる。バランスを崩した僕の身体が、冷たい地面の上に尻しり餅もちをついた。それにより、ちょうど部屋の隅に蹲うずくまった〝彼女〟と顔を合わせる姿勢になる。


    　だが、それでも目線が合うことはなかった。


    　当たり前だ。〝彼女〟にはもう、目線を合わせるための両目がないのだから。


    　仙岳山自然公園の展望台内部、展望台とは別の校務員用休憩所のような狭い部屋に〝彼女〟はいた。僕と〝彼女〟が出会うのはこれが初めて、だから僕は〝彼女〟が誰なのか知らない。だが、〝彼女〟が何なのかは、既に知っていた。


    〝彼女〟は今日発生した『眼球抉えぐり連続殺人』の二つ目の被害者死体。本来なら午後三時ごろに発見されるはずだった、十九歳の大学生だ。


    「おい、こら小僧……ッ！」


    　激げき昂こうし、再び僕に摑みかかろうとするモッチー老人を常盤ときわ先輩がやんわり止める。彼に対し二言三言述べてから、僕の方へ歩み寄ってきた。


    　僕と〝彼女〟の間に遮さえぎるようにしゃがみこみ、その千里眼で僕の瞳ひとみを覗のぞき込む。


    「……とりあえず、息をしてください。わかりますか？」


    　言われて初めて、僕は自分がさっきからずっと呼吸を止めていたことに気付いた。このままでは死ぬ。口を開けて、なんとか呼吸をしようとするが心臓が細かく鼓動を打つだけで口から息が出てこない。


    　そんな僕の背中を優しく叩たたいてくれる常盤ときわ先輩。若干、気分が楽になる。


    　瞬間、喉のどに何かが引っかかる感覚。


    　まずい、そう思ったときには遅い。気がつくと僕は部屋の一角に胃の内容物を吐はき散らし、その上に蹲うずくまって激しく咳せき込んでいた。


    　霞かすんだ視界の隅に自分のとは別の汚れを見つけ、それは由ゆ衣いのものではないだろうかとぼんやり考える。そのままの姿勢でしばらく休み、自分の神経がなんとか落ち着いたのを確認すると僕は顔を上げた。それを待っていた常盤先輩と、視線が合う。


    「大丈夫ですか？」


    　静かにそう聞いてくる先輩。まだ思考回路はぐちゃぐちゃで混乱が収まる気配は少しも見られなかったが、それでも僕は頷うなずいていた。


    



    　殺害現場の隣、展望台フロアには簡素なベンチが並び、仙せん岳がく町を見渡しながら休憩できるつくりになっていた。冷たい風が頰ほおに当たり、ほてった顔を冷ましてくれる。


    「落ち着きましたか？」


    　近くの自販機から買ってきたのか、ペットボトルのお茶を手渡してくれる常盤先輩。


    「先輩は、平気なんですか？」


    　その様子があまりに自然だったので尋ねると、彼女は「今晩は台所に立ちたくありませんね」と言って困ったように微笑ほほえんだ。彼女なりに動揺しているということなのだろうか。


    　そんなことを考えながら、お茶を飲み干して呼吸を整える。


    　そして僕は、今朝先輩には話していなかった前回の情報、『眼球抉えぐり』に関して覚えている限りの記憶を全て話した。自分には関係ないと思い意図的に忘れていた連続殺人鬼について、前回の先輩から教えられたことを思い出しながら説明する。


    「……わかりました。ありがとう」


    　真剣な表情でそう言って頷く常盤先輩。先輩が『眼球抉り』について調査していたのを知りながら、今朝その情報を伏せていたことについて彼女は何も言わなかった。


    「小僧は何を言ってるんだ？　わしにもわかるように説明してくれ」


    　僕が話している間、話の腰を折らぬよう突っ込みを我慢していたモッチー老人が、とうとう口を挟む。僕の「機能」について知らない人からみれば確かに、何を言ってるんだこいつは、といった気分だろう。


    「えっと……」


    　彼女は眉を下げてこちらを見た。墓まで持っていくと言っていた僕の秘密だが、仕方ない。僕は彼女に頷うなずき返す。


    「……彼は未来を予知することができる、とりあえずはそう解釈してもらって問題ありません。特殊な超能力者だと思ってください」


    「そんな──」


    「馬鹿な、とお思いですか？　安心してください、もちろん本物です」


    　常盤ときわ先輩はなおも何か言おうとするモッチー老人の口を塞ふさいで言った。


    「今、話し合わなければならないのは、榊さかき君が本物か否かではありません」


    　そう言って隣の部屋、おぞましい殺人現場の方を見やる常盤先輩。


    「両目を刳くり貫ぬかれた女性の死体。これと同じものがさっきのビルにもあったということですか……」


    　そう呟つぶやきながら死体の側へと歩み寄った先輩は、顔を近づけ死体を調べ始めた。


    「せ、先輩？」


    「両目という点が気になりますが、それ以外は一連の『眼球抉えぐり』と状況が一致しますね……おや？」


    　そう言ったかと思うと、突然死体の頰ほおを撫なで始める先輩。彼女は顔色一つ変えないが、見ているこっちはひやひやものだ。


    　先輩はしばらくその死体の顔や、腕、足などを調べて、しまいにぽつりと呟いた。


    「冷たい」


    「……そりゃ、冷たいだろうよ」


    　何か重大な事実でも判明すると思っていたのか、身を乗り出して先輩の動向を見守っていたモッチー老人ががっくりと肩を落とす。そんな彼の様子に、慌てて訂正を入れる常盤先輩。


    「いえ、そういうことじゃなくて。ちょっと冷たすぎるんです」


    「冷たすぎる？」


    「はい、まるで先程まで冷蔵庫か何かで冷やされていたみたい……」


    　先輩はそう言いながら死体の周囲を見渡し、近くに設置されていたロッカーへと視線を固定する。


    　縦長に作られた掃除道具用ロッカー。近くにいた僕がその扉を開けると、中から小さい袋のようなものが幾つもこぼれ落ちてきた。


    「なんです？　これ」


    　拾おうと伸ばした指先が確かな冷気を感じ取り、僕は思わず手を引っ込める。


    「保冷剤のようですね。よく食品の腐敗を防ぐために使われているあれです。ドライアイスのように昇華してしまわず、何度も使えるところが特長ですね」


    　そう言ってロッカーの中を覗のぞき込む先輩。


    　そこにはモップや箒ほうき、バケツ等の他に、同じような袋が大量に詰められていた。


    「あぁ、知っとる。あの氷ひよう囊のうみてぇなやつだろ？　でも、なんでそれがこんなところに……」


    　そう呟つぶやくモッチー老人の言葉が途中で途切れる。彼も気付いたのだろう、保冷剤がこんなところに詰められているその意味に。


    「つ、つまり、死体はここに入っていて、しかも腐らないように冷やされていたってことですか？」


    「そういうことになりますね。まぁ、この程度の仕掛けでは高たかが知れていますが」


    　なんでわざわざそんなことを？　僕の顔がそう言っていたのだろう、先輩は僕が質問をする前にその解答を提示する。


    「恐らく少しでも発見を遅らせるためでしょう。前回の私は説明しそびれていたのかも知れませんが、『眼球抉えぐり』は犯行後に死体を隠す傾向があるのです。まぁ、これは奴に限ったことでもないですけど。そのため『眼球抉り』の被害者は事件発生から発見されるまでに時間がかかることが多い。連続殺人であるのが判明するのは死体が幾つか見つかってから、ということですね」


    　先輩はそう呟きながらもう一度死体の方へ顔を向け、何かを考え始める。


    「けれど、この死体は外に出しっぱなし。これが何を意味しているのか……」


    「…………」


    「…………」


    　黙り込んでしまう先輩。それにつられ、僕達の口も自然に閉じられる。


    　室内に重苦しい沈黙が訪れた。


    　両目を刳くり貫ぬかれた死体。それを保存していたロッカー。ここを訪れた由ゆ衣いと、彼女の自殺。連続殺人鬼である『眼球抉り』……蛇のように蠢うごめく糸が脳内に絡まりまくっている感覚。


    　まず、どうして由衣が死体のある場所を巡っているのか、そもそもその場所を知っているのはどうしてなのか。何な故ぜ、噓うそをついて早退なんかしてまでこんなことを……そう考えた瞬間、僕の脳裏に前回の由衣の姿がフラッシュバックした。


    　月明かりの下に佇たたずむ彼女の血に染まった服、血まみれの手、淀よどんだ瞳ひとみにあの台詞せりふ、


    『なんていうか、贖しよく罪ざい……みたいなものなのかも』


    　そういえば、あの血はいったい、誰のものだったのだろう。由衣のものにしては汚れの位置が不自然だし、彼女が怪け我がをしていたような様子はなかった。それにあの台詞……贖罪みたいなものって、なんだ。あいつは、自殺することによってなんの罪を償おうとしていたんだ？


    　まさか、由衣が、そんな……？


    「えぇいっ！」


    　そんな最低の推理を行おうとしていた僕の思考回路は、突然の怒鳴り声によって遮さえぎられた。


    「よくよく考えたら、こんなところで冷静に考え込んでる場合じゃあないんじゃないか!?　死体だぞ！　殺人だぞ!?　しかも犯人はあの『眼球抉えぐり』とくらぁ！」


    「は、はぁ……」


    　突然の大声にきょとんとした顔で答える常盤ときわ先輩。


    「小僧の未来予知については後でじっくり確かめるとして、あの小娘がおかしなことをしてるってのは事実なんだ。んでもって、その行く先々で死体が出るらしい。ちゅーことは、だ。これはつまり、アレだな……」


    　そう言いながら、言葉を探すモッチー老人。由ゆ衣いちゃんじゃなく、小娘。今までと違う敵意と蔑さげすみが込められたその呼び方に、思わず僕は彼の台詞せりふを遮さえぎっていた。


    「まさか由衣を疑ってるんですか!?　違う！　そんなわけない！」


    「慌てなさんな、別にそんなことは言っとらん」モッチー老人は、詰め寄る僕を軽くいなし、「だが、『眼球抉り』の犯行現場と小娘の移動経路が一致したってことは確かなんだろう？　少なくとも無関係ではないとわしは踏んどるが……小僧はどうやら違う意見らしい」


    　切り返される鋭い眼光。自分の中に渦巻き始めた疑念を見抜かれたような気になって、思わず口ごもってしまう。モッチー老人はそんな僕の胸倉を摑つかみ、持ち上げた。


    「小僧、お前、まだ何か隠しちゃいねえか？　もしそうだったとしたら……」


    「……っ、何もっ！　……何も隠してなんかない」爪つま先さき立だちになりながら、睨にらみ返す僕。「それに、まだ由衣が関係してるって決まったわけでもないじゃないか！　そ、そうだよ、きっと彼女とこの事件は無関係だ！」


    「呆あきれたことを！　まさか、この期ごに及んでまだ偶然の産物なんてふざけたことをぬかすんじゃあなかろうな？」


    「その可能性も否定はできません」更に力が込められる彼の腕に、そっと手を乗せる常盤先輩。「慌てなさんな、ですよ。モッチー」


    「む……」


    　モッチー老人がうろたえ、手を放す。


    「もちろん、彼女が関係しているという可能性だって否定できません、もしかしたら『眼球抉り』本人かもしれないし、前回の私が言っていたという模倣犯の可能性だってあるでしょう……けれど、今、持っている情報だけでははっきりしたことは何もわからないのです」


    「じゃあどうしろってんだ？　奴やつこさんが新たな殺しをするまで待ちましょう、ってか？」


    　苛いら立だたしげに白髪を搔かき乱し、吐き捨てるモッチー老人。それに対し、常盤先輩はあくまで冷静な表情を崩さずにこう答えた。


    「いいですね。そのアイデア、いただきましょう」
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    「やはり、ありましたよ」


    　そう言いながら先輩が出てきたのは彼女が第三の死体発見現場予定地、仙せん岳がく駅女子洗面所に入ってから十五分後のことだった。


    「やっぱりか、なんてこった……」


    「えぇ、なんてこったです」


    　顔を見合わせ、溜ため息いきをつく二人。


    　これで見つけた死体は二つ。先程ここに来るまでの道中で、問題のオフィスビル前に人だかりとパトカーが集まっているのが見えたから、恐らくそちらでも予想どおりの死体が見つかっているのだろう。これで死体は計三つ。


    「小僧の言ったとおりになったな……」


    　モッチー老人がどこからか調達してきた「清掃中」の看板を僕に手渡し、額ひたいににじんだ汗を拭ふき取る常盤ときわ先輩。その表情に見え始めた疲労の色に僕が気遣うと、先輩は困ったように笑って見せた。


    「そう簡単に見つかる場所にはないと思っていたけれど、やっぱり見つけるのに少し手間取りました」


    「いったい、どこに隠されてたんだ？」


    「ダクト点検用のハッチに詰め込まれていました。既に亡くなっています」


    　先輩はそう答えながら周囲を見渡す。


    　もし由ゆ衣いが『眼球抉えぐり』に関わっているのなら、ここに隠されている死体にも接触を図るはず。そう考えた僕達はタクシーを使って先回りし、この場所で待ち伏せる作戦をとることを選択した。仏の顔も三度まで。これで彼女が来ればクロ、来なければシロというわけだ。


    「奴やつこさんはまだ来てないみたいだ、徐々に近づいてはいるようだがね」


    　先輩の視線に気付いたモッチー老人が、予あらかじめ預かっていた受信機を片手に言う。


    「さっきの場所からまっすぐこっちを目指してきやがる。こりゃ、決まりだな。あの小娘の正体がなんで、どんな思惑で動いているかは知ったこっちゃないが……十中八九『眼球抉り』の件に関わっとる。賭かけてもいいぞ」


    　忌いま々いましげにそう吐き捨てるモッチー老人。僕は思わず反論しようとして、自制する。


    　瞬間的に脳裏に蘇よみがえる前回の由衣の姿、血にまみれた制服、こぼれる涙、最期の言葉。


    『……助けて、ほしかったかも』


    「…………」


    　僕が俯うつむき、押し黙っていると、彼は細められた目をこちらに向けた。


    「まぁ、そう言った意味じゃあ、なんだかんだと言い訳つけて死体の場所を知っていたお前さんも十分くさいがな。適当な噓うそ並べ立てて、わしらを嵌はめようとしとる可能性も……」


    　彼の言わんとしていることに気付き、愕がく然ぜんとする。この人は、よりにもよって僕まで疑っているのか。確かに状況的に考えると無理もないかもしれないが、それでも言いようのない悔しさがこみ上げてくる。


    「……ッ！」


    　思わず一歩踏み出そうとした僕を常盤ときわ先輩が片手で制した。その横顔に異様な威圧感を感じ、文句を言おうとして開けた口が自然と閉じる。


    　その鋭い眼光で、目の前の老人を睨にらみつける常盤先輩。


    「モチヅキキョウタロウさん？」


    「な、なんでい？」


    　流石さすがのモッチー老人も、恐らく初めて聞くであろう先輩の不機嫌そうな声に鼻白んだ。


    「……めったなことを言わないでください」


    　ゆっくりと、いつもより若干低い声でそう言う常盤先輩。その様子にモッチー老人は頰ほおを引きつらせ、両手を軽く挙げて降参のポーズをとった。


    「そ、そう睨にらむな。悪かったよ」


    「私にではなく、榊さかき君に謝ってください」


    「む、悪かったな。悪かったとも」


    　そう言って謝ってくるモッチー老人。それで納得したのか先輩は視線の照準を彼から外す。


    　一方僕は、初めて見る先輩の様子に驚いて、先程の屈辱的な思いなんて吹き飛んでしまっていた。いつも温厚な人ほど怒ると怖いということだろうか。そんなことを考えながら先輩の横顔を窺うかがうと、彼女は眉まゆ根ねを寄せて何事かを考えている。


    「……先輩？」


    「いえ、ちょっと気になることがあるんです」


    「き、気になること？」


    　若干躊躇ためらいがちに顔色を窺うモッチー老人。


    「えぇ、先程中で見つけた死体なのですが、一つだけ残されていたんです」


    「残っていた？」


    「何が？」


    　同時にそう聞く二人。証拠？　ダイイングメッセージ？　死体に残されるであろうものがあれこれと脳裏をよぎる。しかし、答えはそのどれでもなかった。


    「片目です」


    　先輩は眼鏡めがねの右レンズをコツンと叩たたくと、声を潜めてそう言った。


    「彼女には右目が残されていたんですよ」
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    　前回の僕がそうしたようにバスターミナルのベンチに座り、駅前を行き交う人々を観察する。時刻は三時をまわったところ、そろそろ展望台の死体が発見されている頃だろう。


    　そんなことを頭の隅で考えながら、僕は先程の先輩とのやり取りを思い返していた。


    「今日発見された三人は全員両目が奪われているはずなのに、ここにいる彼女だけ片目が残されていた。そして、いつもは隠され発見されるまでに時間がかかる『眼球抉えぐり』の被害者が今日になって同時に三つも見つかる理由。今日の三件といつもの『眼球抉り』との相違点。幼おさな馴な染じみちゃんの不審な行動……冷静に考えれば、榊さかき君にもわかるはずです」


    　彼女はそう言い残すと、確かめたいことができたと言って僕ら二人を残し、どこかへ行ってしまった。


    　たぶん、先輩は気付いたのだ。今日、十二月十日にこの街で起きた何か、その真相に。


    「片目の死体、見つかる被害者、由ゆ衣いの行動……」


    　瞬間、漠然としたイメージが脳裏をよぎった。可能性としてはありえる推理、しかし僕はその考えを脳内から即刻排除する。それは今、一番考えてはいけないことだった。


    「…………」


    　ごちゃごちゃにこんがらがる思考回路。これ以上考えるのが苦痛となり、全てを投げ出して逃げたくなる。この世界はリセットすべきだと、心のネガティブな部分が囁ささやいていた。


    　この世界を例えるなら、土台が粗末な積み木のお城。これ以上積み重ねても崩れるのは目に見えている。これ以上おかしなことが起こる前にさっさと崩して新たに積みなおした方が賢明だ。そう呼びかけてくるもう一人の自分を全ぜん身しん全ぜん霊れいで黙らせる。


    「ほれ」


    　そんな時、蹲うずくまった僕の視界にコンビニのビニール袋が差し出された。顔を上げると、そこには先程、「ちょっと不浄に」とどこかへ消えたモッチー老人が立っている。


    「……これは？」


    「適当に食えるもん買ってきた。昼飯もまだだったからな」


    　そう言って僕の隣にどっかと座り、もう一つの袋からおにぎりを取り出し食べるモッチー老人。そういえば僕は朝食もとっていなかった。もしかしたらそれが今、全身に纏まとわりつくだるさの原因なのかもしれない。僕は軽く感謝の言葉を告げ、中に入っていた菓子パンを頰ほお張ばる。一瞬、先程見た現場の風景が脳裏によぎったが、空腹には勝てなかった。その甘ったるい食物は意外なほどするすると胃袋に落ちていく。


    　ベンチの両端に座り、互いに無言でもくもくと胃に食べ物を詰め込み続ける二人。しばらくそうしていると、隣のモッチー老人がわざとらしく咳せきをした。


    「どうしたんです？」


    「あ～っと、だな。その……なんだ」


    　咳せき払いの理由を聞くと、彼は何か言いづらそうに肩を揺らし頭を搔かく。その動作の意味がわからず首をかしげていると、彼は思い切ったようにこちらを向き、言った。


    「……アレだ。さっきは悪かったな。お前さんのことを疑ぐったりして」


    「え？　……あぁ、いいですよ。別に」


    　意外な態度に内心驚いてそう答えると、彼は袋に入っていた缶コーヒーをこちらに投げ渡して続ける。


    「お前さんのことは正直ようわからんが、夢ゆめ乃のちゃんが信頼しているのは確かみてぇだからな。あの子が自分以外の名誉のために本気で怒るなんて、もしかしたら初めてやもしれん」


    　渡されたコーヒーを飲みながら頷うなずく。確かに、先程の先輩の様子には僕自身も驚いていた。いつも温厚で、どこか抜けているように見えるのに全く隙すきのないあの常盤ときわ先輩が。


    「もっとも、あの子がうちの慧けい以外と仲良く話す姿を見るのも初めてだったんだが」


    「慧？」


    「ん？　あぁ、愛いとしいわしの孫娘のことさ。かわいい……そう、今でも問題なくかわいい」


    「？」


    　言い回しが少し引っかかる。


    「だから、今朝、夢乃ちゃんがお前さんを連れて来たときはびっくりしたってもんさ。……まぁ、その後の展開の方がもっとびっくりだったけどな」


    　そう言って苦笑いするモッチー老人、だがその目は少しも笑っていなかった。


    「まさか、この街で〝奴〟の尻しつ尾ぽを摑つかむことになろうとは……」


    　そう呟つぶやく彼の言葉に、僕の中で忘れていた疑問が再び沸わいて出る。


    　そういえば何な故ぜ、彼は僕達についてきたのだろう。最初はただの成り行きかと思っていたが、時折見せる『眼球抉えぐり』への態度には気になる点が多々存在する。


    　それは常盤先輩にしてもそうだ。前回でははぐらかされてしまったが、彼女が『眼球抉り』について積極的に調べていることはまず間違いない。


    　これは良い機会かもしれない。この際、聞いてしまおうと意を決する。


    「あの……」


    「……超能力研究会はどうだ？」


    「へ？」


    　突然切り替わった会話の内容に、僕は思わず聞き返していた。


    「楽しいとか、楽しくないとか、そういう意味だよ」


    　憮ぶ然ぜんとしてこちらを指差すモッチー老人。何故いきなり世間話をと混乱したが、彼なりに僕の緊張をほぐそうとしているのかもしれない。僕はコーヒーの缶から口を離し、素直に返答することにする。


    「正直、居心地は良いですよ」


    　そう、先輩に脅迫されて無理やり入部させられたはずなのに、あそこでの学園生活はこれ以上ないほど僕に馴な染じんでいた。まるで最初からそうするのが運命づけられていたように、自分がそこに入部することをずっと昔から望んでいたかのような心地よさがあった。


    　そんな不思議な感覚になれるのも、ひとえに常盤ときわ先輩の強烈な個性の賜たま物ものであろう。僕がそう答えると彼は皺しわだらけの顔をほころばせ、嬉うれしそうに笑ってみせた。


    「そいつはよかった。苦労して作った甲か斐いがあったってもんだな」


    「どうしてあんな部を作ろうと思ったんです？」


    「ん？　……いや、当時流は行やりそうだったんだよ。スプーン曲げたりとか時計の針を動かしたりとか、そういうのが。時代を先取りってやつだ」


    　そう言って立ち上がるモッチー老人。意外にミーハーな答えに思わず吹き出しそうになる。しかし、その笑いはすぐに引っ込んだ。彼の視線がどこかへ向けて固定されていることに気付いたからだ。


    「本当はそういう超能力のイカサマを暴くために作ったんだが、それがまさか今になって本物が入部するなんて、思いもよらんかったぞ」


    「半信半疑なくせして、よく言いますね」


    　若干声がぎこちなくなるのを感じながら、僕もゆっくりと立ち上がる。


    「そりゃそうだ。正直、今になってもお前の言っている超能力の輪郭がサッパリ見えてこんからな」


    「まぁ僕も、超能力とか言われたってあまりぱっとこないんですけど」


    　ゆっくりとした足並みでバスターミナルから出る二人。


    「先輩はなんであんな如何いかがわしい部に入ったんですかね」


    「あの子とは慧けいを訪ねてよくウチに来ていた頃からの付き合いなんだが、中学に入ってから居心地の悪い学校内で一人になる空間が欲しかったらしくてな。ならいい案があるとわしが再建を勧めたってわけさ」


    　そう言いながらも駅前の広場へと入り、人波の中を潜り抜けていくモッチー老人。僕はその後を追いながらも、高まる鼓動を誤ご魔ま化かすかのように言い返す。


    「なんだ、やっぱり何十年も前からずっと存続してたわけじゃないんですね」


    「やっぱりとはなんだ失礼な。あれでもマイナーなサークルとしては結構、長持ちしたんだぞ……っと、わしがやる」


    　彼は平然とした態度で歩きながらそう言うと、ぐいっと手を伸ばして雑踏の中に突っ込んだ。伸ばされた彼の右腕は、すでに一メートルほどの距離まで近づいていた〝彼女〟の肩をがしりと摑つかむ。


    「ッ！」


    　全身に電気が走ったかのようにビクリと痙けい攣れんし、反射的に振り返る彼女。僕とモッチー老人の姿を交互に確認するその、混乱と恐怖がない交ぜになったかのような表情が、僕に直感させていた。


    　先程、ふと思いついて即刻却下したとある予想、それが当たらずも遠からずであることを。


    「きょ、キョート？　それに校務員の……？」


    　動揺し、怯おびえる瞳ひとみ。前回、いや今朝会った時にもなかった深い陰り。それは、罪悪感。


    「……！」


    　突然、由ゆ衣いが身を翻ひるがえし、雑踏の中へと飛び込もうとする。


    「逃がすか！」すかさずモッチー老人が由衣の手を摑つかみ、後ろ手に締め上げた。そして鬼のような形相でこちらへ叫ぶ。「坊主、鞄かばんだ！」


    「え？　あ……」急変した二人の様子に啞あ然ぜんとしながらも、すぐ我に返る。「……悪いっ！」


    　僕はそう断るなり、彼女のさげていた鞄の中へと手を突っ込んだ。


    「……ッ、だめッ！」


    　悲鳴を上げて、それを拒もうとする彼女。だが、僕の指はもう目的のものを摑んでいる。触感でわかった、これが〝それ〟であることを。


    「なんで、なんでぇっ!?」


    　僕から鞄を引き剝はがし、モッチー老人の拘束から逃れようと足あ搔がく彼女。僕は自分が摑んだ小さいガラス瓶びんを見下ろし、その中身が僕の考えているとおりのものであることを確認する。


    「由衣……」


    　それは半透明の液体に浮かぶ、人間の眼球。


    　何な故ぜと聞きたいのはこちらの方だった。
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    　駅前での接触から数分後、僕達はモッチー老人の行きつけというレトロな喫茶店の中にいた。陰気な顔をしたマスターの目を避け、外部から見られぬよう仕切りに囲まれたテーブルの上に、砂糖やミルクとは別のガラス瓶が二つ乗っている。


    　その中に浮かぶ球体が誰のものであるか、それはもう聞くまでもないことだった。


    　誰も何も口にすることなく、ただ机の上に置かれたそれをぼんやりと眺めている。店内に流される大人しめなＢＧＭにも、激しく乱れる僕らの精神を安定させることはできなかった。


    　テーブルの向こうに座る由衣は、すっかり憔しよう悴すいしきった顔でうな垂れている。弁解することも抵抗することもすっかり諦あきらめきった、力のない表情。そこには見ている方も死にたくなるような悲愴さが漂っていた。


    「やっぱり、お前さんが『眼球抉えぐり』だったのか」


    　重苦しい雰囲気の中、険しい顔のまま俯うつむいていたモッチー老人が口火を切った。


    　由ゆ衣いが彼の言葉にはっと顔を上げる。微かすかに動かされる唇、「ちがう」と動いたように見えたが、声が出ることはなかった。


    「なんだ？　何か言ったか？」


    「…………」


    　聞き返すモッチー老人から視線を逸そらし、再び顔を伏せてしまう由衣。


    「はっきりしろ、往生際が悪いぞ」


    　彼女の態度が気に食わなかったのか、苛いら立だちを隠さずにそう吐き捨てるモッチー老人。由衣はそれに答えず、今度は無言のまま視線をこちらに向けてくる。恐怖や逡しゆん巡じゆん、そんな瞳ひとみの奥に見えた、逃げでも抵抗でもない何かを訴え求めるかのような光。


    　すると、彼女は突然ポケットから携帯電話を取り出し操作ボタンを押し始めた。


    「おい、こら。今、わしが質問をしているだろうが……」


    　僕は立ち上がりそうになる彼を両手で制止し、彼女の動作を静観する。彼女はしばらくの間、ボタンを連打し、決定ボタンを押してからこちらに差し出してきた。


    　二人してその画面を覗のぞき込む。


    『会話が盗聴されている』


    　メール画面の本文欄に記されていたその文章に、僕達は顔を見合わせた。


    「盗聴って……」
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    　そう呟つぶやく僕の口を慌てて押さえる由ゆ衣い。首をブンブンと横に振って、必死な目で何かを訴えかけてくる。ここで僕はやっと彼女の態度と沈黙の理由に思い当たった。


    「もしかして、盗聴を警戒してるのか？」


    　由衣の目が見開かれる。引きつった表情が「どうして口に出しちゃうのよ、この馬鹿！」と叫んでいた。


    　やっぱりそうだったのか、僕は気まずい思いを隠しながらモッチー老人の方を見やる。彼は何か釈然としない表情のままポケットからそれを取り出し、僕に渡した。


    「もしそうなら、別に気にしなくていい。盗聴してたの、僕達だから」


    　そう言って僕が差し出したのは先輩が由衣に仕掛けた盗聴器の受信機とイヤホン。彼女は言われたことの意味がわからないといった表情のまま凍りつく。


    「ごめん。事情は後で話すけど、つい出来心というかなんと言うか……」


    　彼女は僕、モッチー老人、机の上に投げ出された装置の順に視線を動かし、しばらくした後に深く、深く溜ため息いきをついて背もたれにぐったりと寄りかかった。その目め尻じりには涙すら溜たまっている。よくわからないが、彼女にとってかなり深刻な問題だったらしい。


    「まったく、紛まぎらわしすぎるよ……」


    　そう言うなり、リボンタイを毟むしるように解とく由衣。見ると制服の襟えり部分に今朝、先輩に見せてもらった例の盗聴器兼発信機が取り付けられていた。


    　由衣は忌いま々いましげにそれを取り外し、床に叩たたきつけ踏み潰つぶす。イヤホンから一瞬、小鳥の断末魔のような音が漏れ、その機能を停止した。


    「いつ気付いたんだ？」


    「学校を抜け出してタクシーに乗ってた時、保険なんだと思ったから取らないでいたんだけど、違ったみたいだね」


    　そう言って、微かすかに自じ嘲ちようする由衣。その表情に不吉な予感を感じつつも、僕は口元を引き締める。


    「これで話してくれるよな、いったい何があったのか。どうしてこんなことになっているのか……いったい、誰からの盗聴を気にしていたんだ？」


    「それは……」


    　それだけ呟いて、その先を躊ちゆう躇ちよする由衣。そんな彼女との間にモッチー老人がずいと乗り出してきた。


    「おいおい、待ってくれよ。どういうことだ？　お前さんは何が言いたい。まさか、この期ごに及んでまだ、こいつが『眼球抉えぐり』じゃないなんて言おうとしてるんじゃあなかろうな！」


    「だから、最初からずっとそう言っているじゃないですか」


    　僕がそう言い放つと、彼はまるで信じられないものを見るような目でこっちを睨にらんできた。


    「何を馬鹿なこと言っとるんだ!?　ここに、こうして、言い逃のがれのできん証拠がちゃーんとあるじゃねぇか！　ほれ、これが『眼球抉えぐり』の証拠でなくて、いったいなんだってんだい？」


    　そう叫んで、机の上のガラス瓶びんを指差すモッチー老人。


    　そう、この二つの眼球は正しよう真しん正しよう銘めい『眼球抉り』の証拠品。調べるまでもなく、先程までに発見された二人から取り出されたもので間違いないだろう。


    　だがしかし、それだとおかしいのだ。二つでは、足りない。


    「両目を抉られた二人から取り出された眼球は合わせて四つ。なのに、ここには二つしかない。何な故ぜです？」


    「そ、そいつは……」そう言い淀よどむモッチー老人。「そいつはアレだ。ここに来るまでの途中で隠して……」


    「何故そんなことをする必要が？　由ゆ衣いからすれば、僕らに捕まったのは完全なるイレギュラーだったはずです。それに何故、二つだけという疑問も残る」


    　口から滑り落ちていく僕の仮説。


    「それに気になる点はそれだけじゃない。何故、いつもは片目だけ奪っていた『眼球抉り』が今日になって両目とも抉るようになったのか。何故、いつもは死体を隠すようにしている『眼球抉り』の死体が今回に限って隠されていなかったのか……」


    　冷静に考えれば、榊さかき君にもわかるはずです。先程、常盤ときわ先輩から言われたことを思い出す。そう、確かに感情を取り除き、事実だけを整理して考えてみれば答えは簡単だった。だがしかし、その答えが僕の求めていたものと同じとは、限らない。


    「そして、先程、僕達が由衣の進入を阻止した女子トイレの中の死体は、片目しか奪われておらず、未いまだ隠されたままだったという事実。もう考えるまでもない、つまり……」


    　台詞せりふが途切れてしまう。この続きを言うのは躊躇ためらわれた。ふと、目の前に座る由衣の顔を見つめる。疲れたような表情でぼんやりとこちらを眺める由衣。そこから感情を読み取ることはできなかった。心が痛む。だが続きを言わねばならない。これを認めなければ先へ進めない。だから僕は顔を上げ、言った。


    「つまり、由衣は予あらかじめ片目を奪われ隠されていた『眼球抉り』の被害者達を、その隠し場所から暴いて回っていたんだ。残されたもう一つの眼球を抉りながら」


    「……！」


    　顔を伏せる由衣。否定するそぶりすら見られなかった。


    「なんだ、意味がわからんぞ。どういうこった？　それじゃあなんでこいつが肝心の死体の隠し場所を知ってたんだよ。それになんでまた、せっかく残っていた目まで取っちまわなけりゃならなかったんだ？」


    「そこまではわかりませんが、さっき由衣が盗聴を警戒していたところを見るとたぶん……」


    　僕はそう答えて、再び由衣の方を見やる。これでやっと話が本題に戻ってきた。問題は、ここからなのだ。


    「そうするように、命令されたから」


    　しばらくすると由ゆ衣いは観念するように顔を横に振り、呟つぶやいた。


    「本当の『眼球抉えぐり』、梓あずさ誠せい一いちに」
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    　最初からあまり好きではなかったと、由衣は切り出した。


    「だって私も双ふた葉ばも、母さんがどれだけ父さんのことを好きだったか知ってたから。父さんが死んで母さんがどれだけ酷ひどい状態になってたのかもずっと見てきたから。母さんが突然あの男を紹介してきた時、本当になんの冗談かと思ったよ」


    　そう呟いてからぐっと表情を強こわ張ばらせる由衣。


    「こいつは、傷ついてボロボロになった母さんの心の隙すき間まに入り込んだ。そう考えたらあの取り繕つくろうような笑顔も優しげな言葉も全てが胡う散さん臭くさく思えてきて、すぐに大嫌いになった。でも、母さんが急に元気を取り戻し始めたのも事実だったし、あの人が母さんを助けてくれたのなら、それでもいい。そう思って再婚にも賛成した」


    「…………」


    「でも間違いだった。大間違いだったんだ……双葉もあの男に馴な染じもうとはしなかったし、あの男も私たちには薄っぺらな付き合い方しかしなかった。家の中が急にぎこちなくなって、居づらくなって、息苦しくなって。でも母さんに気遣わせたくなかったから、母さんの前でだけはみんな仲の良い家族を必死で演じてて……」


    　まるで形の合わない歯車を無理やり嚙かみ合わせて、力任せに回しているみたいだ。由衣は僕の知らなかった彼女の二年間をそう表現した。回すごとに傷つき、磨り減っていく歯車。


    「でもそんな毎日が当たり前になってきて、双葉もあいつに慣れ始めて、なんとか日々を過ごせるようになって。いつかこんな生活も、違和感なく過ごせるようになるんじゃないかと思ってた……でも、無理だった。台無しになった。いや、最初からだめだったんだ。あいつのせいで」


    　一瞬、声を荒らげる由衣。すぐに冷静さを取り戻し、力のない表情で僕の顔を見る。


    「今はあいつのものになった父さんの書斎……そこを掃除していてね、見つけたの」


    　そう言ってテーブルの上へと視線を移す。その目に映るガラス瓶びんと二つの球体。


    「本棚の奥に隠し金庫があってね。その中に数本のガラス瓶と……目玉があった。だけど、最初は何かの標本か、趣味の悪い蒐しゆう集しゆう品ひんだと思ったの。だからその時、私は何も見ないフリをしてその金庫を閉じた。その時はまだ『眼球抉り』のことなんて知らなかったから、気味悪かったけど犯罪とは直結して考えてなかった」


    　その時のことを思い出しているのだろう、「でもね」と続ける彼女の声は戦慄わなないていた。


    「その後も何かと気になって、私は自宅で一人になるたび、金庫の中をちょくちょく確認するようになってたの。そしたらね、気付いたの」


    「……何に？」


    「増えてたのよ！　最初は二、三個しかなかったガラス瓶びんが四本、五本、六本、七本……！　しかもそれは毎回、あの男が出張したり朝帰りした直後のことで！　そのたびにテレビや新聞で『眼球抉えぐり』のニュースが流された！」


    「…………」


    「どんどん増えていく目玉と被害者。私はそれでも偶然と思い込もうとした、無理やり思い込んでた。でもそれも限界。最後に金庫を開けた時、一杯になっていた瓶が溢あふれ出てきてね。床に落として割っちゃったの。広がるガラス片と目玉、絨じゆう毯たんに染み込む変な液体……そこで初めてその目玉に触ってみて、とうとう私は認めざるを得なくなった。これが玩具なんかじゃないってことを。これが『何』で『だれ』が『どこ』から調達してきたものなのかを！」


    　その時の感触を思い出しているのか、視点の定まらぬ目で手を押さえ、震える由ゆ衣い。僕は言葉をかけることもできず、由衣が感じたであろう衝撃と絶望を想像することしかできない。


    「あいつが！　母さんを騙だまして我が家に入り込んできたあの男が、連続殺人鬼だったんだ。母さんも、私たちも騙されていたんだ！　……それから私は、慌ててそれらを元あった場所に戻して、周りを片付けて、急いで部屋から逃げ出した」


    「……通報せんかったのか？」


    　先程から神妙に話を聞いていたモッチー老人が初めて口を挟む。


    「最初はそうするつもりだった。でも気付いたの。今、ここで通報したらせっかく元に戻りかけていた我が家がまだグチャグチャになっちゃうって。母さんがまたおかしくなって、双ふた葉ばが黙り込むようになって、しかも今度はテレビや新聞に大きく取り上げられるようになる。そしたらたぶん、前よりも、もっとずっと辛つらくなる……」


    「由衣……」


    「だから記憶に蓋ふたをして今までどおり、何も見なかった、何も気付かなかったフリをして……馬鹿だよね、私。そうすれば、何事もなかったかのように今までどおりの日常が流れてくと思ってた。願ってた。期待してた。それから三日間、何も変わることがなかったし。あいつも周りもみんないつもどおりだった。だからちょっと安心してた。……ぬか喜びだったけど」


    　そう吐き捨てる由衣。その表情にかかる陰が一層、濃くなる。


    「今朝、今朝だよ。朝練から上がって、キョートとあの人に会って、着替える前に何気なく携帯のメールチェックをしたら気が付いた。あいつからのメールが届いてることに……」


    　その続きを聞く前に僕はテーブルの上に置かれていた由衣の携帯電話を取り上げていた。


    「無駄だよ、本文に『読み終わったら消すように』って書いてあったから、削除しちゃった」


    「メールには、なんて書いてあったんだ？」


    「……いきなり、私の宝物を見つけてしまったのはお前だろうって言われて、お前は大事な私の宝物を三つも壊してしまったのだから、その償つぐないをしなければならないって。これから教える場所にまだ死体が残っているから、そいつらから残しておいた眼球を回収することで弁償しろって。このことは警察にはもちろん、誰にも喋しやべってはいけない。ちゃんと言うとおりにするか見ているからなって」


    「それで、大人しく言われたとおりにしたってのか？」


    　モッチー老人が信じられないといった様子で首を振る。


    「だって、少しでも言うことを聞かないと双ふた葉ばに何をするかわからないって、そう書いてあったから。慌てて双葉の小学校に連絡したら、親から今日は風か邪ぜで休むって連絡があったって……朝だっていつもどおりだったし、風邪なんか引いてるはずないのにっ！」


    　そこまで言って、黙り込む由ゆ衣い。


    　だから由衣は言われるがまま各所の死体を回り、眼球を回収していたのか。


    「そうか、双葉が……」


    「だからっ……」


    　俯うつむいていた由衣がぽつりと呟つぶやいた。


    「無理で無茶だって、わかってるけど。お願いがあるの」


    「お願い？」


    　僕がそう聞くと、彼女は少し躊躇ためらうように数回頭を振ってから、顔を上げる。まっすぐこちらを見つめる瞳ひとみには強固な覚悟が込められていた。


    「今だけでいい。双葉が安全になったら、通報でもなんでもしていいから。どんな罰だって受けるから、だから……だから、今は見逃してほしい。私が三人目の眼球を抉えぐって、あいつに渡すまで、見なかったフリをしてほしい……！」


    「…………！」


    　必死な瞳。彼女が本気であることは、疑うまでもない。


    　今、僕らが見逃さなければ、双葉が危ない。由衣だって捕まってしまう。なら、僕は……。


    「ちょ、ちょっと待った坊主」今にも頷うなずこうとした僕の肩を摑つかむモッチー老人。「もしかして今の話を本気で鵜う呑のみにするんじゃなかろうな？」


    「だって……！」


    「いいか坊主、冷静になれ。この小娘の言っていることには何一つ証拠がないんだぞ？　ただそう言っているだけだ。作り話じゃないとどうして言い切れる？　今、こいつは都合のいいことを言って、この場から逃げ出そうとしていると、どうして考えられない？」


    「ち、違……」


    　そう言いかける由衣を一ひと睨にらみで黙らせるモッチー老人。今度は僕の方に向き直って、詰め寄ってくる。


    「ちゃんと考えろ坊主、それでも夢ゆめ乃のちゃんの後輩か？」


    「でも、今の話が噓うそだという証拠もないじゃないか。貴方あなたこそ、常盤ときわ会長の先輩なら……」


    　先輩の名前を引き合いに出され、むっとなって言い返したその時、ポケットの中が振動した。反射的に手を突っ込み、しまってあった自分の携帯電話を取り出す。


    「電話……？」


    　偶然すぎるタイミング。


    「夢乃ちゃんからか？」


    　そう聞いてくるモッチー老人に首を捻ひねることで返事をし、通話ボタンを押す。


    「もしもし……」


    　そう問いかけたが、電話機の向こうからは何も言ってこない。何か物音のようなものが微かすかに聞き取れるだけ。不審に思い、受話器の音量を最大にして再び問いかける。


    「もしもし？」


    『榊さかき君、ですか？』


    　声が籠こもっていて聞き取りづらいが、間違えようもない。受話器の向こうにいたのは他の誰でもない、話に出たばかりの常盤先輩だった。


    『あの……、今、いいですか』


    　ノイズにまぎれて聞こえてくる先輩の掠かすれた声。何かしらの異常を感じ取ったのか、モッチー老人が耳を近づけ、話を聞きに入る。


    「先輩？　どうしたんですか？」


    『……例の、幼おさな馴な染じみちゃんとは、会えましたか？』


    「え？　あ、はい。今、目の前にいます」


    　僕がそう答えると自分のことを話されていると思ったのか、由ゆ衣いまで耳を近づけてきた。微かに息の乱れた先輩の口調、何か胸騒ぎがする。


    「先輩はどこにいるんです？　何を調べに行ってるんですか？　あ、そうだ、ちょうど今、相談したいことが……」


    『残念、ですが、そちらの質問を聞いている余裕が、ちょっと、ありません』


    　ここにきて確信した。


    「……先輩？」


    　先輩の様子が、おかしい。


    「先輩？　どうしちゃったんです？　なんで、なんでそんなに……」


    『あの子の家、わかりますよね。そこに……できるだけ、こっそり……誰にも見られないように……でも、可能な限り早く……』


    　苦しそうに、呻うめくように、そう繰り返す常盤先輩。


    「あの子の家って、由衣の家ってこと……？　なんで先輩がそんなとこに……」


    　僕がそう呟つぶやくと今まで怪け訝げんそうに顔をしかめていた由ゆ衣いが、急に目を見開いた。勢いよく立ち上がると、そのままどこかへと走り出す。


    「あっ、こら待て！」


    　それを追いかけるモッチー老人も、喫茶店から飛び出していった。一人取り残された僕は携帯電話を片手にただ、立ちつくすことしかできない。


    『どうし……たんですか？』


    「せ、先輩こそ。どうしたんです？　何があったんですか？」


    『もしかして、あの子に聞かれていましたか……だめです。やめた、方がいい。彼女は、ここに来ないほうが……』


    　途切れ途切れにそう話す先輩。


    『でも……貴方あなたは来て……お願い……』


    　その言葉を最後に、彼女の声は聞こえなくなった。
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    　商店街を抜け、住宅地への坂道を駆け上がる。前回は双ふた葉ばを背負って一歩一歩上っていったこの坂道。そう、僕は前回、ここを双葉と一緒に上っていたはずなのに。


    　不可思議や疑問は腐るほどあった。でも今は、あれこれと考えている場合ではない。ただでさえ疲れきった身体を鞭むち打うち、不規則に乱れる呼吸をなんとか繋つないで足を動かす。


    　嫌な予感がした。さっき喫茶店で見た由衣の服。ダッフルコートの下に着込まれた制服は、くたびれてはいたけれど、いつもと変わらず綺き麗れいなままで。


    　それじゃあ、前回の由衣が纏まとっていたあの血はなんだ？　いつ付いたものなんだ？　いったい、誰のものなんだ？


    　先輩の身に、何が起きたんだ？


    「考えるな、考えちゃだめだ。足を止めたら、だめだ……」


    　そう自分に言い聞かせ、坂を上りきる。由衣の家はすぐそこ、そこの角を曲がりきったその先に……


    「っと？」


    　胸元に衝撃。見ると、ちょうど家の中から出てきた由衣とぶつかっていた。


    「キョート……なんで、わた、私はちゃんと……」


    　驚くように、恐れるように、戦慄わななく声で僕を見上げる梓あずさ由衣。


    「なんだよ。いったい、どうし……」


    「ッ……！」


    　僕が聞き終わる前に身を翻ひるがえした由衣は、そのまま僕から離れて坂道を駆け下りていく。


    「待っ……」


    　慌てて伸ばそうとした手が、止まった。


    　気付いたのだ。僕の袖そでが、薄黒く汚れている。顔を下ろすと、胸の辺りにもその汚れは付いていて。今さっき、由ゆ衣いの服から移ったものであるのは間違いなかった。


    「あぅ、あ……」


    　喉のどから間抜けな声が抜けていく。僕は由衣を追うのを諦あきらめ、梓あずさ家へと向き直った。前回は入るのを躊ちゆう躇ちよした懐かしい建物。今はそんなのん気なことを考えている暇ひまがない。


    　躊躇ためらわずに玄関の扉を開いた僕は、すぐに躊躇わなかったことを後悔した。


    



    「噓うそだ……」


    　梓家の玄関は、二年前とあまり変わっていなかった。端に置かれた傘立てもスリッパの置き場所も、靴箱の中身だって僕の記憶と大差ない。


    　だけど、僕の知っている梓家はこんなに血まみれではなかったよ。こんなにも空気が淀よどんだ家じゃなかったはずだ。


    　玄関マットの上に染み付いた赤黒い血けつ痕こん、それはすぐそこのリビングへと続いていた。まるで血を流す何かを引きずって運んだ跡みたいで、まさしくそのとおりなのだろう。


    　なんでこんなことに、なんでなんで。そう呟つぶやいて歯を食いしばる。


    　なんでこんなにもくるっているんだ。


    「……小僧か」


    　見えない糸で操られるようにリビングへと向かうと、そこで沈痛な面おも持もちのモッチー老人が迎えてくれた。


    「これ、は……い、いったい……」


    　そう呻うめきながら近づくと、彼が何かを抱きかかえているのが見えた。彼の腕の中で蠢うごめくそれへと反射的に目が移り、僕はそれが〝誰か〟を認識するよりも早く顔を背そむける。


    　それは、見てはいけないものだった。認めてはいけない結果だった。


    「この子が……双ふた葉ばちゃん、なんだな？」


    　噓だ。信じない。僕は、こんなものが見たかったわけじゃない。


    「違う……そんなはず、な……」


    　ないなんて、ありえない。


    　双葉の、目があるはずのその位置に残された窪くぼみなんて、僕には見えなかった。そう、こんなものは現実ではない。最低最悪で悪趣味極まりない、ただの悪夢……


    　……さかき、君？


    　その時、部屋の隅から聞き慣れた声がかけられた、ような気がした。掠かすれきったその声が何者のものであるかを知覚するのが怖い。怖いけれど、首が勝手に動いてその方向へと目を向けていた。


    「ときわ、せんぱい……」


    　瞬間、涙が溢あふれる。


    　恐れ、悔しさ、憎しみ、悲しみ、全てが混ざり合いカオスと化した液体が、血ち溜だまりの上にぽつんと落ちて、波紋を広げた。


    　何か、わからなかった。


    　何かが先輩の胸に突き立てられている。それが包丁の柄えだと気付いたのは、乱れた服の隙すき間まから見える彼女の腕や足、お腹なかに刻まれた傷跡を確認した後だった。


    　突然、足が力を失い、腰がかくんと床に落ちる。


    「なんで、なんでなんですか」


    　そこに蹲うずくまる僕の先輩は、身体中を包丁でめった刺しにされたのだ。だから、こうして血まみれで、崩れ落ちて、力なく、動かなく……。


    　切り裂かれた制服の向こうの破れた皮膚から、だくだくと流れ出る黒い血液が、血溜まりをじんわり、ゆっくりと広げていく。


    　そんな血溜まりの中に開かれたままの携帯電話が半分浸かっていた。真っ赤なその携帯電話は、どす黒い血に浸りながらもどこかへと発信し続けている。それは未いまだに切断されていない僕との通話だった。それを拾い上げ、閉じる。


    　ふと見ると、彼女の左手が壊れた眼鏡めがねを持っていた。銀のフレームが歪ゆがみ、レンズが割れるほどに握り締められたその眼鏡。彼女の受けた苦痛が、どれほどのものだったのかを明確に物語っている。


    　視線を少しだけ移動すると、彼女の右手が何かを握っているのに気が付いた。それは今朝彼女が見せてくれた護身用のテーザー銃で、そこから放たれたであろうワイヤーは、力なく床の上に投げ出されている。


    　そうか、先輩は気付いていたのだ。由衣の行動の意味を知ったその時にはもう、双ふた葉ばが人質に取られていたことに思い当たっていたのだ。だからこうして一人、こんな場所までやってきたのだ。そして犯人と格闘して、負けたのだ。だから、こんな目に遭ってしまったのだ。


    　僕の中に潜む憎らしいほど冷静な僕が、ぼそりとそう呟つぶやいた。その思いは何層ものフィルターを通して激情となり、僕の口から迸ほとばしる。


    「なんでこうなるんですか、なんで先輩なんですか、どうしてこんなことになってるんですか！　どうして！　どうしてッ……！」


    　ゆっくりと視線を上げる。先輩の、真っ白だった綺き麗れいな肌が血で汚れていた。穢けがされていた。瞳ひとみがあるはずの穴からこぼれ落ちる、赤い血に。


    　どうしてなんだろう。どうして、どうして、どうして瞳まで奪う必要があったのだろう。なんで、そこまでするのだろう。


    　なんで、どうして、そんな僕の疑問にいつも笑顔で答えてくれたのは、彼女だったのに。


    「救急車は呼んだ。だが夢ゆめ乃のちゃんは、夢乃ちゃんは……」


    　僕の後ろで、そう呻うめくモッチー老人。その言葉の意味を理解するのを、僕の全身が拒絶していた。僕は勝手に動き回る思考回路を無理やりに抑え込み、暴走する感情を絞め殺す。


    「えぅっ」


    　その時、モッチー老人の腕の中にいた双ふた葉ばが奇声を上げた。


    「意識が……」


    　そう呟つぶやくモッチー老人の声をかき消す双葉の悲鳴。


    「いやぁっ！　な、なにこれ？　いたい！　いたいよ？　どうして！　なんで！　いたい、いたい、いたいいたいいたい!?」


    　強力な電流を流されたかのように、びくんと跳ね上がる双葉の身体。


    「ふ、双……」


    「なんで、嫌だ、イヤ、やだよ、やだよぅ！」


    　暴れ、もがきながらも叫び続ける。現状への拒絶。もう全てが夢であってほしい。


    「双葉ッ！」


    「ない。何もない、何もないよ！　ないんだよ！　やだ、やだやだ、たすけ、たすけてよ！　お姉ちゃん！　お姉ちゃん!?　キョート兄にい、キョート兄ぃ!?」
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    　もがき苦しみ、泣き叫ぶ双ふた葉ば。


    　呼ぶなよ。僕の名前なんか呼ばないでくれよ。奥歯をカチカチと鳴らしながら、僕は彼女から目を逸そらす。


    「たすけて、たすけて、だれか、いやだ、こわい、だれか………ッ」


    　そう叫び、がむしゃらに手を伸ばした双葉の悲鳴がブツンと途絶えた。大きく痙けい攣れんするのを最後に、力なく落ちる双葉の腕。


    「あ……」その音は僕の口から漏れていた。「ああぅ……」


    　靴下が血でぬめり、僕は血ち溜だまりの中に尻しり餅もちをついている。ズボンに染み込み、伝わってくる感触。気持ち悪い。


    　その光景は僕の意識をズタズタに切り裂き、僕の思考を毒し、僕の精神を破壊する。


    「うわああああっ！」


    　次の瞬間、僕は逃げ出していた。部屋を飛び出し、廊下を駆け抜け、玄関の扉を蹴けり開く。


    　空は夕焼けの赤と夜よる闇やみの黒が混ざり合い、紫色に染まっていた。


    　くるっている。まるで世界までくるってしまったかのようだ。


    　そんな空の下を、僕は走り続ける。すぐに息苦しくなり、喉のど元もとから変な液体が溢あふれてきたが、構わなかった。どうせ僕はもうくるっているのだ。


    　逃げるのには慣れていた。辛つらい現実から逃避するのはいつものことだった。だから、こうすれば楽になれるはずだった。


    　さっさと逃げなくてはいけない。そうしなけば、僕の心は完全にぶっ壊されてしまう。こんな世界にこれ以上長居する理由など、ありはしないのだ。


    　リセットしなくては、できるだけ早く、迅速に僕の命を絶たなければいけない。


    　そうしなければ、そうしなけば、そうしなければ、ただそれだけを思い身体の赴おもむくままに走り続けた結果、僕はまたあの廃ビルの前に立っていた。


    　前回と前々回の僕が命を絶った、その位置から紫色の空を見上げる。視界に映る長い外付けの螺ら旋せん階段。


    　上ろう。死ぬために。


    　そう思い、衝動的に足を踏み出したその瞬間、僕のすぐ後ろで破滅的な衝突音が上がる。


    　その音には、聞き覚えがあった。


    　肉の詰まった皮膚が破裂し、それらを支える骨が砕ける音。それに被かぶさるように血ち飛沫しぶきが飛び散る音が広がって、そして全てが静まり返る。


    　由ゆ衣い。


    　僕は振り返ることなく走り出す。背後から通行者の悲鳴が上がった。まるで断末魔のようなその絶叫は周りの通行者へと伝染し、瞬間、周囲が異様な空気に包まれる。


    　でも僕は構わなかった。何も見ずに階段を上り続けた。下から阿あ鼻び叫きよう喚かんの騒ぎが聞こえてくる。早く、早く終わらせなければ。


    　屋上まで行っている余裕なんかない。僕は足を止めて柵さくから身を乗り出す。


    　五階か六階か……これなら問題ないだろう。


    　遺書もいらない。覚悟もいらない。


    　ただこの救われない世界に別れを告げたくて、僕は両手に力を込める。


    　足場をなくし、ふわりと落ちる僕の身体。


    　さようなら、榊さかき潔きよ人と。


    



    　そう思った瞬間、右足に走る激痛。連鎖して腰に衝撃が走り、痛みは肩へと流れていった。そして骨格が砕け、肉体が歪ゆがむ。


    「がはッ……!?」


    　肺から空気が搾しぼり出され、血を交えて飛び散っていく。右半身を襲う激しい痛み。見ると右足がおかしな方向へと折れ曲がり、そこからは尖とがった骨が突き出していた。確認した途端、身体のあちこちが燃えるように発熱し、痛みが全身を駆け巡る。


    　熱い。痛い。ということは、まだ死ねていないということだ。


    　死ねていないということは、僕はまだこの世界にいるということで、


    「噓うそ……だろっ……？」


    　なんてこった。僕は、自殺すらもうまくできないのか。


    「こっちでも飛び降りだ！」


    　僕の頭上で誰かが声を張り上げる。それに連なって広がる悲鳴。煩うるさい。騒がしい。鬱うつ陶とうしい。やめてくれ。人を呼ばないでほしい。これ以上、恥を曝さらさないでほしい。さっさと僕を殺してほしい。早く、僕を助けてほしい。


    「どうして、どうして……だよっ！」


    　無性に腹立たしくなって、無性に悲しくなって、僕は泣き叫んでいた。


    「どうして死なせてくれないんだ！　とっとと僕を、死なせてくれよ！」


    　既に割れ、血やら何やらでぬらぬらしているその額ひたいを、硬い道路に打ち付ける。


    　一回、二回……堪こらえようのない痛みで、嚙かみ締めた奥歯から悲鳴が漏れたが、それでも僕はやめなかった。こんな痛みじゃ償つぐなえない。こんなものじゃ慰なぐさめにもならない。


    　三回、四回……そして何度目かの拍子に、頭ず蓋がい骨こつが湿った音を立て、凹へこんだ。それと同時に僕の視界は暗転し、僕の意識は落ちていく。


    



    　そしてそのまま二〇〇九年十二月十日の朝へと、僕の人生は巻き戻された。
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    　目覚めた途端、強烈な吐き気に苛さいなまれた。感情が勝手に暴れだし、僕の身体はまるで陸に上がった魚のようにベッドの上を跳ね回る。


    　溢あふれる涙、撒まき散らされる涎よだれと汚物。突然の異常感覚に全身が混乱し、拒否反応を起こしていた。呼吸が難しい。喉のどからは化け物のような呻うめき声が吐き出されていく。


    　最初に死んだ時だって、ここまで酷ひどくはならなかった。初めての異常にどうしていいかわからず、僕はただ破裂しそうなまでに膨ふくれ上がる感情の乱れを鎮しずめようと必死で食いしばる。


    　まるで発作のようなその衝動は、五分ほどで収まった。


    　大量にかいた汗のせいか、いつもより何倍も重い体を起き上がらせ、呼吸を整える。壁に立てかけた鏡の向こうから、その濁りを増してすっかりどす黒くなった瞳ひとみの、いかにも不健康そうな青白い顔がこちらを覗のぞき込んでいた。


    　ドアの外から、異常を聞きつけた母親が何かを呼びかけている。僕は適当に返事をし、布団の上に倒れ込むと、朦もう朧ろうとした意識の中、置き時計をチェックして思わず呟つぶやいた。


    「…………二〇〇九年、十二月十日。朝の、七時だ」


    　やり直せる、やり直せるんだ。僕は、僕なら。


    　そのためには、まず考えなければいけない。


    　僕にできることと、僕がやらなくてはいけないことを……。


    「まずは……」


    　そう呟きながら僕は、枕まくら元もとの携帯電話へと手を伸ばした。


    



    　もしかしたらいるかもしれない。


    　そう思って扉を開けたが、やはり部室には誰もいなかった。


    　当たり前だ。今はもう、授業が始まっている時間である。僕による協力要請さえなければ、彼女はいつもと同じように授業に出、いつもと変わらない学園生活を送って、いつもどおりに下校するのだ。


    　静せい謐ひつな室内、冷たい空気。机の上に広げられた資料の数々が今朝も先輩がここに来ていたことを示していた。


    『俗に言う、朝練ってやつです』


    　そう言って微笑ほほえんでいた常盤ときわ先輩を思い出し、自責の念に押し潰つぶされそうになる。


    　彼女が死んだのは、殺されたのは、巻き込まれたのは、間違いなく僕のせいなのだ。僕が彼女に協力を求めたばっかりに彼女はあんな目に遭ってしまった。彼女には何の関係もなかったのに、僕が巻き込んでしまった。僕が殺したようなものなのだ。


    「……でも、今の先輩はまだ生きている」


    　気休めにしかならないとわかっていながらも、そう呟つぶやいて自分自身を励ます。そう、今ここで立ち止まっている時間的余裕なんて僕にはないのだ。すぐさま目的のものを手に入れなくてはいけない。


    　いつものように無造作に置かれた先輩の鞄かばん。ちょうど今、一時限目の授業を受けているであろうこの世界の先輩に心の中で謝ってから、その中を漁あさる。必要なものはすぐに見つかった。


    　前回の世界で先輩が自慢げに披ひ露ろうしてみせた便利グッズの数々。盗聴器に発信機、受信機に双眼鏡、護身用の催涙スプレー。そして、


    「テーザー銃……」


    　トリガーを引くことにより、ワイヤーつきの針を飛ばして目標に突き刺し、そこに流れる電流で敵の無力化をはかる武器。僕が最も必要としていたのは、これだった。


    　最初は自前の十得ナイフでも装備していこうかと思ったのだが、相手は凶器を持った大の男、しかも殺人に馴なれ始めている。やはり真っ向から戦うのは得策ではない。


    　もう巻き込みたくないと思っておきながら、結局先輩に頼るこの姿勢は正直、格好悪いことこの上なかったが今は四の五の言っていられる状況ではないのだ。


    　僕は一人であの男と対決しなければならない。テーザー銃をズボンの後ろ、ブレザーの下に隠してその上から手触りを確かめる。予備のカートリッジはない。一発目をはずしたらそれで終わり。前回の先輩のようになってしまうだろう。


    　だが、僕なら。「セーブ機能」を持つ僕なら、万が一の負けもありえない。


    　覚悟を決め、部室を出ようとしたところで反対側のポケットに入れていた携帯電話が着信を告げた。発信元は「梓あずさ由ゆ衣い」。先程、電話で双ふた葉ばから聞いておいた由衣の番号だった。


    　僕が打った最初の一手。予あらかじめ送っておいた僕のメールを読んでくれたらしい。逸はやる鼓動を抑えながら、大きく深呼吸し通話画面を開く。


    『もしもし、キョート？　何かメールが来てたんだけど……？』


    　若干、元気のない由衣の声。時間からして、もう既に『眼球抉えぐり』からの脅迫を受けているのだろう。本当は奴からの脅迫メールの前にこちらのメールを読んでもらいたかったのだが、そうそううまくはいかないようだ。


    「久しぶりだな。由衣」


    『うん、久しぶり……それで？　話したいことがあるって書いてあったけど、何？』


    　ここだ。僕は息を呑のんで携帯電話を握り締めた。


    　この世界で僕がしなければならないことは大きく分けて二つある。


    　一つはもちろん『眼球抉り』、梓誠せい一いちの撃破と人質となった双葉の救出。二つ目は、奴に命令された由衣がこれから行う眼球回収の事前阻止だ。


    　本当は殺人自体を阻止できれば最良なのだが、あの三人が殺されたのは昨日以前。もういくら頑張っても間に合わない。だからこそ、被害は最小に抑える必要がある。


    　ここでなんとか由ゆ衣いを説得し、眼球回収をやめさせる。しかし、それが誠せい一いちに発覚し次第、双ふた葉ばは……脳内にモッチー老人の胸で暴れる彼女の姿がフラッシュバックする。


    『……どうしたの？　黙ってちゃわかんないよ』


    「僕を、信じてほしい」


    　咄とつ嗟さに出てきたのは、そんな言葉だった。言ってすぐに、予あらかじめ言葉を用意していなかった自分を悔やむ。これでは意味不明にも程があるではないか。


    『何を突然、どういうこと？』


    　予想どおり、怪け訝げんそうな由衣の声。こうなったらもう仕方がない。僕は腹をくくる。


    「僕が絶対、双葉を助けるから。奴の好きになんかさせないから」


    『……！　キョート？』


    「……今、何が起きてるのか全部わかってる。梓あずさ家に何が起こっているのかも、これから由衣が何をさせられようとしているのかも、全部」


    　電話機の向こうで息を呑のむ気配。彼女の驚きももっともだ。だが、なりふり構っていられない。


    『ははは……キョート、あんた何を言って……』


    　ノイズを交えてこぼれ落ちる空から元気と空笑い。由衣の奴、とぼけるつもりか。ならば……。


    「車の音が聞こえるな。たぶん、今、学校を早退してタクシーを拾い、最初のポイントへ向かっている最中なんだろ？」これじゃ、まるで常盤ときわ先輩みたいだ。そう思いながらも言葉を続ける。「早退の言い訳だって知ってるぞ。父親が事故で病院に運ばれた、だ」


    『ど、どうして……』


    　恐れ戦慄わななく由衣の声。その声ではっと我に返った。ムキになって言葉を重ねてしまったが、ここまで的中させては逆に疑われてしまうのではないか。案の定、黙り込んでしまう由衣。


    「突然現れて何を言ってんだって、そう思うかもしれないけど。説明は全部済んでからちゃんとするから、だから今は」


    『……僕を信じろ？』


    　そう聞いてくる由衣。脳内に蘇よみがえるのは前々回に聞いた彼女のあの言葉。『助けて、ほしかったかも』


    「あぁ、そうだ」


    　迷いはない。躊躇ためらいもない。助ける、今度こそ。


    『わかった、信じるよ』


    　そんな僕の決意に、間かん髪はつを容いれず言葉を返してくる由衣。


    『……っても、キョートじゃあんま頼りがいないんだけどね』


    からかうようにそう続けたその声には、少しだけいつもの力が戻っているように聞こえた。
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    「はい、そうですか、ありがとうございます。え、僕ですか？　僕はただの友人です。ちょっと知らせておきたいことがあって、いえ、大丈夫です、失礼します」


    　捲まくしたてるようにそう言い終わるや否や、僕は訝いぶかしげに尋ねてくる通話相手の追究を振り切って携帯電話を折り畳んだ。


    　電話の相手は双ふた葉ばの小学校の担任教師。双葉の所在を確かめたかったのだが、前回の由ゆ衣いが言っていたとおり、今日は風か邪ぜを理由に欠席しているようだった。


    　携帯をしまって顔を上げる。目の前に広がるのは双葉の通う小学校、仙せん岳がく小学校の校門だ。その向こうに見える校庭には体育の時間だろうか、ドッジボールで遊ぶ生徒達の姿を見ることができた。この中に双葉はいない。わかっていたことだが、確認だけでもしておきたかった。もうミスはしたくない。考えなしに行動して後悔することだけは避けたかったのだ。


    「しかし……」


    　溜ため息いき交まじりに呟つぶやきながら通学路を歩き出す。由衣に大見得を切ったところまでは良かったのだが、連れ去られた双葉がどこに行ってしまったのか、今の僕には全くわかっていなかった。


    　梓あずさ誠せい一いちが由衣の命令拒否を悟るその前に、どこかに囚とらわれている彼女を見つけださなければいけない。そうしなければ前回のような結末を迎えてしまうことに……。


    　焦りから早まる歩調。自然と僕は通学路を逆走し、梓家のある方向へと足を進めていた。駅前商店街を抜け、住宅地の中を進みながら双葉の行方を考え続ける。


    　気が付くと僕は前々回、僕と双葉が一緒に上った坂道の下に立っていた。午前中の人通りの少ない住宅街。僕は足を止め、前々回の記憶を呼び覚ます。


    　確か僕は梓家へ向かうためバスに乗ってこの下の商店街前までやってきたのだ。その車内で偶然、乗り合わせていた双葉と再会することになった。そして、彼女と一緒にこの坂道を上り、その途中で梓誠一と遭遇する……。


    　そう、僕は人質となっているはずの人間と一緒に、人質を取っているはずの人間を見送っていたのだ。前々回のあの時間帯は、恐らく由衣の犯行が全て終わった後。それを見届けた誠一によって双葉が解放された後だとするならば辻つじ褄つまが合うのだが、二人の間にそのような出来事があったような気配は全く見られなかったし……。


    「それに……」そう呟きながら勝手に動き回る思考回路の手綱を握った時、ふと別の違和感に気が付いた。「それに、おかしくないか？」


    　違和感の正体に気付き、僕は思わず振り返る。商店街からここまで続く道。双葉の通う小学校から続いてきた通学路。そう、僕はてっきり前々回の双葉とは下校の途中に偶然出遭っただけだと思っていたのだが、それではおかしいのだ。


    　そもそも彼女は今日の授業を欠席しているし、それに彼女の家と小学校は歩いて十五分程の距離。当然、双葉は徒歩で登下校している。彼女が下校中にバスに乗ることなど、ありえないはずなのだ。


    　では何な故ぜ、彼女はあのバスに乗っていたのか。あのバスのルート内で目ぼしいバス停は……うちの学校？　いや、そんな馬鹿な。謎なぞが謎を呼び、更なるカオスを生んでいく。


    「いったい全体、どういうことなんだ……」


    　思わず呟つぶやいて頭を抱える。由ゆ衣いが噓うそをついているとは思えないし、双ふた葉ばが行方不明になったことも間違いないのだが、やはり何かおかしい。まだ何か、僕の気付いていない何かがある。それさえわかれば、双葉の居場所を特定する手がかりになるかもしれないのに……。


    　そこまで考えたその時、僕の背後から軽快な足音が近づいてきて、そのまま僕を追い抜いていった。まるで僕に気付かない様子で坂道を駆け上がっていくその後ろ姿。


    　何気なく向けた目が驚きよう愕がくに見開かれる。


    「なぁッ!?」


    　まさか、そんな。いや、しかし。


    「え？」


    　僕の奇声に気付き、足を止めるその人物。くるりと振り返ったその姿は、見間違えようもない。正しよう真しん正しよう銘めいの梓あずさ家次女、梓双葉その人だった。


    



    「まったく、タイミングがいいんだか、悪いんだか……」


    　彼女はどこかで聞いたような台詞せりふをぼやきながら、僕を室内へと誘った。


    　前回の僕を絶望の淵ふちまで叩たたき込んだ梓家リビング。だが今のこの部屋に異常は見られない。二年前とあまり変わらないいたって平和なその部屋の中央で、僕は自分の中で暴れる疑問や混乱を必死で抑えつけていた。


    「それで、なんで突然キョート兄にいがこんなところに？」


    　そう聞いてくる彼女の顔にはきちんと二つの瞳ひとみがついている。見たところどこも怪け我がしていないし、明るく話しかけてくる様子にもおかしなところはなかった。もちろん風か邪ぜをひいているふうにも見えない。そんな彼女が近寄ってきて、小さく首をかしげた。


    「……？　どしたの？」


    「……ッ！」いったい全体どういうことだ、かっとなって叫び返しそうになるのをなんとか堪こらえ、僕はとりあえずの疑問を口にする。「それは……こっちの台詞だよ。どうして双葉がこんなところに？　学校はどうした」


    「あー……」


    　笑顔を作った双葉の頰ほおがひくりと動く。


    「そ、創立記念日とか？」


    「んなわけないだろ」


    　深く溜ため息いきをつきながら突っ込みをいれる。


    「そ、そうだよねー。そういやキョート兄にいもウチ出身だったもんねー……」


    　そう言って誤ご魔ま化かすように空から笑いする双ふた葉ば。その様子から、どうやら彼女は自分の意思で噓うそをつき、学校を休んでいたことが察せられる。少なくとも騙だまされたとか、脅されたとか、そんな物騒な様子は見られなかった。


    「……も、もしかしてお姉ちゃんもサボりのこと知ってるの？　まさか、キョート兄もお姉ちゃんに言われて私のこと捜してたとか？」


    　恐る恐る尋ねてくる双葉。


    　サボり、か。なるほど、なんとなく話が見えてきたような気がする。


    「……ん、まぁ。だいたいそんな感じ」


    　僕がそう答えると、彼女は頭を抱えて眉まゆを顰ひそめた。


    「あー、やっぱり事前に言っておいた方がよかったのかな。いや、でも、それだと……」


    「どういうことだ？」


    「いや、何でもないんだけど……」


    　僕が聞くと、ぶんぶんと顔を振ってそう答える双葉。


    「それで、なんでまた、噓をついてまで学校を欠席してたんだ？　由ゆ衣いのやつ、お前が大変なことになってると思い込んで、今、必死に……」


    「う～、やっぱりね。お姉ちゃん、しっかりしてるように見えて凄すごくそそっかしいから……」


    　そう呟つぶやいてやれやれと肩を竦すくめる双葉。そんな彼女の様子に、僕の怒りのボルテージが爆発的に跳ね上がる。


    「～～ッ！　お前なぁっ、由衣は本気でお前のこと心配して……」


    「わっ!?　ご、ごめんなさい！」


    　ここまで怒られるのは予想外だったのか、びくりと驚いた双葉が跳ぶように後あと退ずさる。小動物のようなその仕草に、構えた腕を振り下ろすこともできず、僕はぐったりと脱力した。


    　ふと見ると双葉の足元には近くにあるスーパーの袋が落ちていた。そこから覗のぞいているのは薄力粉の包みとキャラクターものの包装紙。そういえば先程、捕まえた双葉はこの袋を持って走っていたが、これらを買いに外出していたということなのだろうか。


    「あ……」


    　僕の視線に気が付いた双葉がそれらを慌てて隠す。その行為の意味がわからずに首をかしげるしかない僕。


    「それを買いに行ってたのか？　どうしてまた」


    「…………はぁ、もう仕方がないなぁ」


    　再度僕が問いかけると、双葉は観念したかのように肩を落とした。


    「せっかくびっくりさせてやろうと思ったのに……」


    「？」


    　そう呟つぶやきながら歩き出す双ふた葉ばに促され、台所へと足を踏み入れると、そこには卵やバター、更には銀色のボウルや泡立て器などがずらりと並べられていた。その横に広げられているのは菓子作りの参考書。そこに付けられたカラフルな付ふ箋せんは双葉によるものだろうか。


    「……つ、つまり、こういうこと」


    「まるでお菓子を作ろうとしているみたいだ」


    　僕がそう言うと彼女はむっとした顔になって、僕の足を蹴けっ飛ばした。


    「まるでじゃなくて、そのとおりなんです！」


    「はぁ、つまり、どういうことなんだ？」


    　僕が痛む足を押さえながら聞いてみる。何な故ぜ、わざわざ学校を休んでまで菓子を作ろうとしているのか。その質問を聞いた双葉は心底呆あきれたという様子で腰に手を当てた。


    「あのね、キョート兄にい。今日が何月何日だか、知ってる？」


    「今日？　十二月十日だろ？」


    　突然何を言い出すのかと思えば。この僕が間違えるはずがないじゃないか、ここまで来るのに何回今日を繰り返してきたと思っているのだ。


    「……それで、その十二月十日は何の日か知ってる？」


    　眉まゆ根ねを寄せて再度問いかける双葉。その口調は今日が何か特別な日であるとでも言いたげだ。しかし、今日は何の変哲もない平日だったはず。そこまで考えた僕はふと、あることを思い出した。そうだ、そうだった。今日は……。


    「僕の誕生日、か」


    　またもやすっかり忘れてしまっていた。そう、今日こそが僕の十四歳の誕生日なのだ。そう思い当たったとき、ふと前々回の記憶……夕方の校門で『眼球抉えぐり』のことを常盤ときわ先輩から聞いた時の会話が蘇よみがえる。


    



    『ちょうど良かった。今日中に君へ渡しておきたいものがあったんです』


    『たぶん、クッキーです。きっと手作りですよ』


    『何を言ってるんですか。榊さかき君は今日、誕生日でしょう？　つまりそういうことです』


    『い、いえ、私からじゃありません。貴方あなたの靴箱に入っていたのです』


    



    　そう言われて先輩から渡された小包。今、双葉が隠し持っているキャラクターものの包装紙は確かにあの時、受け取った小包のそれと同じものだった。


    　頭の中でこれらの情報が繋つながっていく。前々回の先輩は言っていた。クッキーの差出人は自分ではなく『かわいい妖よう精せいさんか何か』だと。つまり……


    「あ、あれは双葉が作ったものだったのか!?　で、でもどうしてそれを先輩が……」


    「あれ？　先輩？　……何の話？」


    　きょとんとした顔で聞き返してくる双ふた葉ば。それもそのはず、今はあの時よりもずっと前、クッキーの譲渡どころか、まだ完成すらしていないのだ。この双葉に未来の行動を話してもわかるはずがない。


    「……？　よくわかんないけど、つまりがそういうことだから。ほら、去年はいろいろあってすっかり祝い損ねてたし……」


    「あ、あぁ。ありがとう」


    　素直に礼を言っておく。


    「……今から作るから、そこで待っててよ。ホントはできた後、キョート兄にいの学校の下駄箱にでも入れて驚かせようと思ったんだけど、流石さすがにそれは汚いかなと思ってたとこなんだ」


    「余計な心配しないでも、僕のロッカーは十分衛生的だ」


    　何な故ぜ、普通に手渡してこないのか、そんなことを考えながらも苦笑する。だがこれで、また一つの疑問が解決した。前々回の夕方、双葉があのバスに乗っていたのは作ったクッキーを僕のロッカーに仕込んできた帰りだったからなのだ。そしてその様子を見ていた常盤ときわ先輩が、タイミング悪く既に下校してしまった僕のために、回収しておいてくれたというわけか。


    　由ゆ衣いに眼球を発見され、家庭内への露見を警戒していた梓あずさ誠せい一いちは、仮病まで使って学校を休もうとする双葉の様子から彼女の計画に気付き、利用できないかと考えた。その結果、思いついたのが自分の手を煩わずらわせることなく由衣に都合のいい誤解を与える偽装誘ゆう拐かいだったのだ。


    　料理本と睨にらめっこする双葉の様子を眺めながら、壁に寄りかかり思考を巡らせる僕。


    「それで、キョート兄はなんでここに？」


    　バターの入ったボウルを搔かき混ぜていた彼女が、そう聞きながらこちらへ顔を向けた。


    「由衣からお前がいなくなったことを聞かされて、捜してたんだよ」


    　適当にでっちあげた理由だったが、噓うそは言っていない。それを聞いて申し訳なさそうに肩を落とし、作業に戻る双葉。


    「やっぱり……ごめんなさい。お母さんの許可はもらってあったんだけど……」


    「許可って、ずる休みの？　玲れい子こさんに？」


    「うん。がんがんサボってまえ、なんなら作り方教えてやろか～って」


    　双葉は卵を片手に、独特なイントネーションの関西弁で母親の台詞せりふを忠実に再現してみせる。いかにもあの人が言いそうなことだった。


    「まったくあの人は……それで、肝心の玲子さんは？」


    「事件の匂いがした！　とか言って出て行ったっきり帰ってきてないよ」


    「事件の匂い……？」


    　ふと思い当たる節があって壁にかかった時計を確認する。時刻は十一時を回ろうというところ。オフィス街で最初の死体が正午ごろに見つかる予定だったが、もしかしてその件だろうか。正午と言うには早すぎる気がするが、死体を暴く由衣のスピードの変化も考えるとこの程度は誤差の範囲内なのだろう。


    　由ゆ衣いには死体を暴くだけ暴いて、目玉には手をつけずに眼球回収のフリだけをしていろと指示を送ってある。双ふた葉ばが見つかるまでの時間稼ぎをしてもらう予定だったのだが、思ったよりも早くこちらの勝利条件を満たしてしまった。


    　救出も何も、双葉ははじめから誘ゆう拐かいなどされていなかったのだ。だがしかし、前回の双葉が誠せい一いちに襲われたのは紛まぎれもない事実。つまり、奴はこれから人質としての価値を失った双葉を改めて殺しにかかるということなのだろう。


    　あとはそれを阻止するだけでいい。そして誠一を『眼球抉えぐり』であるという証拠とともに警察へ突き出してしまえばこの事件はハッピーエンドだ。


    　初めて感じた勝利への手ごたえに思わず口元が緩ゆるむ。


    「さてと、あとはこれをオーブンで焼くだけだ！」


    　いつの間にか作業を進めていた双葉が生地を乗せた天板を抱かかえながら立ち上がった。


    「うまく焼けるかどうかあんま自信ないけど、もし消し炭みたいになってても絶対全部食べてもらうからね」


    　口ではふざけながらも緊張した面持ちでオーブンの温度設定を調節する双葉。


    「大丈夫、大丈夫。普通に美お味いしかったから」


    　苦笑しながらも僕が答えると、双葉は口を尖とがらせて言った。


    「むぅっ、食べてもいないくせに」


    　そんな彼女の仕草がおかしくて、思わず吹き出してしまう。だがしかし、和なごんでばかりもいられなかった。


    「……なぁ、ちょっと家の中を見て回ってもいいか？　ちょっと懐かしくなってさ」


    「へ？　別にいいけど……私の部屋には入らないでね」


    「わかってるわかってる」


    　僕はそう言い残して、リビングから廊下に出た。記憶の風景よりも狭く感じる階段を静かに上り、目的の部屋へと足を進める。


    　その部屋は二階の廊下、一番奥に配置されていた。由衣の父親の書斎。幼い頃、僕らが入るのを禁じられていたその部屋のドアノブに手をかける。鍵かぎはかかっていなかった。


    「お邪魔します」


    　中に誰もいないことを確認し、扉を開ける。薄暗い室内に広がる本の匂い。書斎といわれるだけあって、かなりの蔵書量だった。図書館の一角へ飛ばされたような感覚に陥る。


    　しかし、壁一面に並べられた本棚にも、積み重ねられた本の山も綺き麗れいに掃除されていて埃ほこり一つかぶっていない。由衣が定期的に掃除していたためだろう、そう思い当たり複雑な心境になる。


    　あいつはこの部屋の掃除をしていたせいで、見つけてしまったのだ。そして見つけてしまったからこそ、今、彼女は苦しんでいる。


    　僕の目的はその「見つけるべきでなかったもの」だった。梓あずさ誠せい一いちが『眼球抉えぐり』であることを示す明確な証拠。奴の犯行の証、由ゆ衣いが壊してしまった眼球コレクション。


    「確か、本棚の奥の隠し金庫って言ってたけど……」


    　一つ一つの本棚を調べ、確認する。目当てのものはすぐに見つかった。ずらりと並べられた百科事典の奥に、すっぽりと隠された簡易金庫。


    　ダイヤル式の鍵は使い古されていたためか、数字の表示が掠かすれている。なるほど、由衣が偶然見つけた金庫の鍵を開けてしまえたのはこのためか。僕も過去の由衣がそうしたように、掠れている数字を合わせて鍵の開錠を試みる。


    　カチリという確かな感触とともに、僅わずかに開かれる扉。僕は取っ手に手をかけ、これから直視する光景に備えて深く深呼吸する。


    「１、２の……３っ！」


    　掛け声とともに扉を開いた僕は、その先にあった光景に別の意味で驚きよう愕がくした。


    　ツンと鼻を刺すような薬品の匂い。だが、それだけだ。匂いだけ。金庫の中は空からだった。


    「馬鹿な……」


    　思わずそう呟つぶやいた僕の背後から、微かすかに物音。人の気配、その意味に気付き僕は戦せん慄りつする。


    　誰かがこの部屋の前にいるのだ。そしてその人物は今、まさにここへ入ろうとしている。


    　静かな音をたて、開かれる書斎のドア。慌てて百科事典を本棚に戻す。


    　死体巡りをしている由衣に、取材に出た玲れい子こさん、台所にいる双ふた葉ばを含めた三人以外にこの家の中を動き回れる人間。一人しか心当たりがなかった。


    　反射的に制服の腰へと左手を伸ばす。目当てのテーザー銃を手触りで探り当て、しっかりと摑つかむ。


    「……ッ！　誰だ!?」


    　僕の存在に気付き、鋭い声をかけてくるその男。


    　細長い目は若干見開かれ、穏やかに整えられていた表情が強こわ張ばっている。


    「お前……ここで、何をしている？」


    　低くドスの利いた声でそう呟くその男、梓誠一。この世界では初対面のその顔を、僕はぎりっと睨にらみつけた。
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    　僕と奴との距離は目測で三、四メートルといったところ。奴が一足飛びで襲いかかってきても即座に対応できるよう警戒しながら、僕は平然とした顔を作るのに苦労する。最初に溢あふれ出しそうになった敵意や殺意は精神力で心の奥底へと追いやった。


    　前々回と同じスーツを纏まとった奴は腰を落とし、こちらに敵意の視線を送っている。隙すきのない臨戦態勢。その姿を瞬時に確認する僕。前々回と同じ格好をしていた奴だったが、唯一、それとは異なる部分が存在した。


    　肩からさげたカメラバッグ。警戒すべきはこれだ。僕は隙を見せないよう、書斎の机へ視線を走らす。そこには、高価そうなカメラと周辺機器が、大事そうに広げられていた。カメラバッグにしまうべき、それらがここにあるということは？


    　もしかして、いや、そうだと確信する。奴はあの中に金庫から持ち出したアレを……。


    「何者だ……？」


    　僕が逃げられないように扉を背にし、そう問いかけてくる梓あずさ誠せい一いち。


    　互いに膠こう着ちやく状態へと陥る。そんな二人の間に、のん気な声が割って入ってくる。同時に開く背後の扉。


    「何？　どうしたの？」


    　それは、騒ぎを聞きつけやってきた双ふた葉ばだった。


    「あ、キョート兄にい……と、誠一さん」


    　まずい、彼女を人質に取られたら……脳内を駆け巡る最悪の想像に、慌ててテーザー銃を引き抜こうとした僕だったが、誠一の反応が予想と違うことに気付き、すんでのところで思いとどまる。


    「やぁ双葉ちゃん、彼は君のお友達かい？」


    　先程までの険しい顔をころりと変え、穏やかな微笑を浮かべながら優しい声でそう問いかける梓誠一。


    「う、うん。この人はキョ、榊さかき潔きよ人と君。私達のお友達なの」


    「……へぇ、君が。玲れい子こさんから話は聞いているよ」


    　見るからに嫌そうな双葉の紹介に、少し目を見開いて挨あい拶さつをしてくる梓誠一。


    「ごめんね、てっきり泥棒か何かだと思ったんだ」


    「いえ、こちらこそすいません。勝手に入ったりして」


    「いや、いいんだ。別に……」


    　互いに緊張感を孕はらんだやり取りを繰り返した後、どこかで聞いたことのあるような自己紹介が始まる。


    「──苗みよう字じのことかい？　別に私はどっちでもよかったからね。由ゆ衣いちゃんや双葉ちゃんのことを考えて、梓の方へ変えることにしたんだよ」


    　奴はまだこの時点で正体を現すつもりがないらしい。にこやかに前々回と同じ台詞せりふを繰り返す。だが今の僕には彼の言葉、仕草、表情の一つ一つに前々回には感じられなかった違和感を強烈に覚えることができる。やはり、この男こそが梓家に悲劇と破滅をもたらす疫やく病びよう神がみ、『眼球抉えぐり』。


    　奴はまだ僕が『眼球抉えぐり』の正体を知っていることに気付いていない。そして、腰に隠したテーザー銃にも。この二つは今の状況下で、絶大なアドバンテージとなる。いくら相手が殺しに慣れた殺人鬼だとしても……僕は負けない。


    「おや……」


    　奴がふと右腕を掲げた。


    　来るか！　腰へ回した左腕に力が入る。


    「もうこんな時間だ。ごめんね。仕事に遅れてしまうから、もう失礼するよ」


    　梓あずさ誠せい一いちは右腕につけた腕時計を確認し、にこやかにそう言うと、「部屋のものには触らないようにね」と僕に言い残し、書斎から出て行った。


    　残された二人の間に降り積もる重い空気。


    「……私、あの人、嫌い。すごく馴なれ馴れしくて、気持ち悪い」


    　足元に積み上げられた本を睨にらみつけながら、ぼそりと呟つぶやく双ふた葉ば。場所と時間は違えど、前々回と変わらぬ展開に僕は張り詰めていた緊張を少しだけ緩ゆるめる。


    　いくら相手が殺人鬼で僕がイレギュラーだったとしても、さすがにいきなりそれを排除しにかかるわけがないか。そんな下手なことをしてあっさり尻しつ尾ぽを摑つかませるような奴なら最初の二、三人を殺したところで警察に捕まっているはずだ。


    　しかし、だとすると少しまずい。


    　僕というイレギュラーの存在が奴に気付かれてしまった。それにより奴の計画が変更、修正されてしまうと今後の展開が予想できないものとなってしまう。もしイレギュラーに警戒した奴に逃げられたり、新たな手を打たれたりしたら……。


    　僕自身がこの世界に対して持つ最大のアドバンテージ、「未来を知っている」ことが全く役に立たなくなってしまうのだ。


    「さて、あとは生地が焼けるまで待つだけだけど、どうする？　ゲームでもして待ってる？」


    　書斎から出て、階段を下りながらそう聞いてくる双葉。僕は彼女の顔と玄関の先を交互に見、現れた選択肢の片方を選んだ。


    「双葉！」


    「え、な、何？」


    　突然、肩を摑まれ目をぱちくりさせる双葉。


    「僕はこれからちょっと出かけてくるが、すぐに戻ってくる。ちょっとここで待っていろ。いや、違う。どっか、友達の家にでも遊びに行け。連絡するまで帰ってくるな」


    「へ？　……は？　な、なんで？」


    　確かに、こんなことを突然言われても意味がわからないだろう。しかし、今の僕にうまい言い訳を考えている暇ひまなどなかった。


    「なんでも、だ」


    　真しん摯しな意思を込め、双ふた葉ばの両目を覗のぞき込んで答える。


    「あ、うん……」


    　僕の真剣さが伝わったのか、それ以上詮せん索さくすることもなく、こくりと頷うなずく双葉。どうやらわかってくれたらしい。


    　それを見届けた僕は、立ち上がり出口を目指した。


    　奴は例のカメラバッグを持ったまま出かけていった。つまり、隠し金庫に入れられていたはずの眼球コレクションが持ち出されてしまったということだ。


    　由ゆ衣いの裏切りに備えて隠し場所を変えるのか、はたまた別の事情があったのか……理由は定かではないが、少しまずいことになった。あれが確保できないということはつまり、奴が『眼球抉えぐり』であるという明確な証拠を失ってしまったことを意味している。


    　こうなったらもう、手は一つしかない。


    　あの男を追跡し、観察し、奴が『眼球抉り』であるという確かな証拠を摑つかみ取る。それが僕に課せられた新たな勝利条件だ。
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    　梓あずさ誠せい一いちの行き先はおおむね僕の予想していたとおりだった。家を出るなり商店街へと向かい、最初の死体が発見されたオフィス街へ、そこに警察や野次馬が集まっているのを確認するなり進路を変えて、第二の死体が発見される自然公園に。その展望台前に群がった野次馬達を見たら、今度は商店街の方へと移動を始めている。


    おそらく次の行き先は駅の公衆トイレだろう。


    「やっぱりな……」


    　この進路には覚えがあった。前回、僕達が由衣を追って辿たどった道筋。そう、奴は由衣がきちんと命令に従っているかどうかを確認して回っているのだ。


    　死体から幾つの眼球が抉られているかという情報は警察側が意図的に伏せている節があるから、そう簡単にこちらの作戦に気付くことはないだろうが、これで奴が『眼球抉り』だという確信がいっそう深まった。しかし、決定的な証拠となると、これが難しい。何か、奴が『眼球抉り』だと証明できる改心の策はないものか……。


    「…………」


    「ねぇ、さっきから何をしているの？」


    　そんな中、僕のすぐ後ろで不思議そうに聞いてくる双葉。僕は思考を中断し、溜ため息いきをついて振り返る。


    「……だから、ついてくるなと言っているのに」


    「だって、あんなこと言われたら気になるに決まってるじゃん」


    「別に深い意味はないよ。ただ、ちょっと散歩しようと思っただけで……」


    「あんな思わせぶりなこと言っといて、今更どの口が……」


    　結果として、双ふた葉ばは全くわかってくれていなかった。


    　道中、誠せい一いちを尾行する僕を尾行している彼女に気付いてから、ずっと帰るように説得しているのだが、全く言うことを聞いてくれない。


    「あの男を追いかけてるんでしょ？　なんで？　どうして？」


    「さっきの建物と公園で何が起きたの？　警察とかたくさん来てたけど？」


    「キョート兄にいは何を知ってるの？　あいつが事件となんか関係があるとか？」


    　次々に繰り出されてくる双葉の質問。最初は適当に誤ご魔ま化かしていたのだが、次第に鬱うつ陶とうしくなってくる。


    「説明は後でするから、とにかく今は……」


    　そう言いかけた僕の口が止まった。誠一が見知らぬ建物の中へと近づくのを確認したからだ。僕は双葉の相手を中断して、目を凝らす。


    「あそこは……？」


    　そこは住宅街の一角にある、近代風の大きな一軒家だった。どこかのお金持ちでも住んでいるのか、柵さくの向こうのガレージには黒塗りの車が何台も並んでいる。周囲は高い塀に囲まれ、その上には有刺鉄線のようなものが張り巡らされていた。


    　そんな圧倒的なまでの存在感を醸かもし出すその建物に平然と入っていく梓あずさ誠一。そんな彼に、門の前に立っていた若者が何な故ぜか頭を下げている。


    「な、なんなんだ……？」


    　呆あつ気けに取られ、その様子を見守るしかない僕。そんな僕の袖そでを横にいた双葉が引っ張った。


    「ね、ねぇ。こ、ここ……」


    　驚きよう愕がくに目を見開き、微かすかに震える双葉。この場所を知っているのだろうか。そう思い、聞いてみようとした矢先、僕は彼女に手を引かれて走り出していた。


    　先程の建物から少し離れた場所で辺りをきょろきょろと見渡しはじめる双葉。


    「いったいなんなんだよ……」


    「あ、あそこ……あそこは」泡あわを食ったように双葉が捲まくしたてる。「あそこ、ボーリョク団のアジトだよ！」


    「暴力団のアジト？」つまり、ヤクザの邸宅ということだろうか。見るからにそんな感じのする建物ではあったが、「なんでそんな建物にあいつが……」


    「やっぱりっ！　あの男……」


    　手をばたつかせ、何かを叫ぼうとした双葉だったが、その動きはすぐにぴたりと止まった。その視線は僕の後ろ側へと延びている。


    　誰かいるのか？　そう思い振り返ると、そこには見知った女性が立っていた。


    　銀縁眼鏡めがねに真っ赤なパンプス、葡ぶ萄どう色いろのスーツをびしっと着こなしたその姿は前々回と全く変わっていない。由ゆ衣いと双ふた葉ばの母、梓あずさ玲れい子こその人だ。


    「やっぱり双葉！　まったくもお、どこ行ってたんや？　えらい捜したで～」


    　そう言ってカラカラ笑いながら駆け寄ってくる玲子さん。歩くたびにポニーテールがゆらゆら揺れる。


    「お母さ……！」緊張の面おも持もちで何か言おうとして、言い噤つぐむ双葉。「……お母さん、なんでここに？」


    「なんでってアンタなー、ずっと捜しとったんよ？　オーブンつけっぱで鍵あけっぱのままいなくなっとったらさすがの私も心配するやんかー」


    　そう言って笑う玲子さんの額ひたいには汗が浮き上がっている。きっとこれまでずっと近くを捜し回っていたのだろう。


    「ご、ごめんなさい……」


    　しゅんとして頭を下げる双葉。その手は僕の袖そでを摑つかんだままだ。それに気付いた玲子さんがこっちに顔を向けて、その目を大きく見開いた。


    「お？　あんた、榊さかきんとこの……」


    「お久しぶりです」


    　僕が挨あい拶さつすると、彼女は元々百パーセントあった元気出力を百二十パーセントくらいにまで上昇させ、僕の肩をばんばんと叩たたいてきた。


    「なんや、えらい久方ぶりやなー！　元気しとった？　榊……親父さんは元気か？」


    「は、はい。まぁ……」


    　やっぱりこの人だけは二年たっても全く変わる様子がないな。その陽気さに半なかば呆あきれながらも、苦笑する。


    「……んで、こんなところで、あんたら二人何しとったん？」


    　辺りをきょろきょろと見回す玲子さん。


    「それは……」


    　まさか貴方あなたの夫をつけ回していたら辿たどり着きましたなんて言えるはずがない。僕が適当なでまかせを口にしようとすると、摑まれていた袖が微かすかに引っ張られた。


    「……双葉？」


    「ま、マラソンしてたの！　さっき偶然会って……長年運動せずに引きこもってたせいで体力の落ちたキョート兄にいのために、ここらへんをぐるっと……そうだよね、キョート兄！」


    　そう言って、作り笑顔を見せる双葉。いかにもバレバレな噓うそだったが、乗らないわけにもいかなかった。


    「まぁ、はい。それで疲れたからちょっと休きゆう憩けいしてたんです」


    「ふーん？　まぁ、確かにちょっと丸くなったみたいやしね。こまめに運動せんと、一気にデブるから気をつけなな」


    　疑いもせずにそう言ってにやりと笑う玲れい子こさん。僕は苦笑するフリをしながらも、横目で双ふた葉ばの顔を確かめる。


    　彼女は誠せい一いちのことを言わないでおくつもりらしい。それもこれも玲子さんのため、『眼球抉えぐり』のことを知りながら誰にも言い出すことのできなかった由ゆ衣いと同じだった。


    　誰かのために噓うそをつき、自分自身を傷つける。やはり彼女達は姉妹だ。


    　そんな彼女達だからこそ、僕は……。


    「ちょうどよかった、僕はこれから用事があるんで。双葉は玲子さんと一緒に帰りな」


    「え？　ちょっと待っ……」


    　驚き、顔を上げる双葉。そんな彼女に向かって、僕は右の手のひらを突き出してみせる。皆まで言うなという合図。


    「事情は後でたっぷりと聞かせてやるから。今は家で大人しく待ってろって」


    　そこまで言ってから「何の話？」と首をかしげる玲子さんを見やり、続ける。


    「双葉と由衣と玲子さんの三人で、な」


    「でも……」


    「大丈夫、任せろって」


    　そのためにわざわざ死んでまでして、戻ってきたんだから。そう心の中で付け足して、ウインクしてみせる。我ながら臭い仕草だと思ったが、双ふた葉ばは今度こそそれで納得したようだった。渋々ながらも頷うなずく彼女。
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    「あぁ。……それじゃ、また」


    　それを確認して、僕は二人から離れた。


    「む、無理しないでいいから……」


    「なんやなんや？　なんかよくわからんけど、達者でな」


    　そんな親子の声を背に聞きながら、目を閉じる。


    　ただでさえ殺しに慣れた殺人犯なのに、それに加えてヤクザの一味、か。


    　ヤクザであることが直接関係しているとは思えないが、全くの無関与であるとも断言できない。少し事情が変わってきたか。


    「……だが」


    　そう呟つぶやいて目を開く。相手がヤクザだろうと警察だろうと、やることに変わりはない。


    



    　　　　　５


    



    　問題の邸宅の周りを観察すること三十分。


    　目標はまだこの中にいる。奴を追い詰めるために必要な証拠、『眼球抉えぐり』のコレクションもこの中だ。


    　さて、どうするか。僕は道路脇わきにある自動販売機を物色するフリをしながら、脳のう味み噌そを回転させる。奴をどこかに呼び出しそこで言げん質ちを取るという方法もあるが、確実なのはやはりあのコレクションの確保だろう。奴がどこか別の場所に隠したり処分したりしてしまう前にあれを回収するのなら、チャンスは今しかないのだが。


    　建物の背後、裏口の周囲へと目を走らせる。ちょうどこちらには門番もいず、障害は電子ロックと監視カメラだけ、侵入は不可能じゃない。


    　大切なのは勇気と運とタイミング。そして運とタイミングなら、「セーブ機能」でどうとでもなる。必要なのは勇気だけ……それくらいなら、僕でもなんとかできるはずだ。


    　僕は覚悟を決めると現状を「セーブ」し、足早にその邸宅へと近寄った。


    　タイミングを見計らい監視カメラの向きがそれたところに滑り込む。カメラの視野がどれほどのものか僕にはわかりようがなかったが、角度から察するに背の低い子供ならギリギリで映らないのではないかと判断した。


    　もしそれで、僕の姿がカメラに映り、すぐに敵が駆けつけてきたとしてもその時はその時、さっき設置した「セーブポイント」からやり直せばいいだけの話だ。


    　周囲に注意しながらカメラの真下にへばりつき、タッチキーへと手を伸ばす。裏口の暗証番号は、先程関係者と思おぼしき男が入力しているところを盗み見ていたため、既に僕のものとなっていた。


    「……っと」


    　暗証ナンバーを入力。軽快な電子音とともに鍵かぎが開く。予想以上にスムーズな展開。僕は僅わずかに開いたドアの隙すき間まから、室内へと侵入する。


    　入った瞬間、鉢合わせ、なんていう最悪の展開も想定していたが、運が良かったのかそれだけは回避することができたようだった。僕は靴を脱ぎ、フローリングの床を音を立てないように移動する。


    　自分が今いるこの場所は敵地だ。奴がここの人たちとグルであったとしても、そうじゃなかったとしても、少なくとも自分の身の安全が保障されない場所に僕は立っている。それに今更ながら、明らかな不法侵入。法すらも僕を守ってはくれない。


    　それらの事実が僕の心を焦らせていた。心臓が絶えず早はや鐘がねを打ち、額ひたいに汗がにじむ。だが、前回見せつけられた惨劇の時ほどではなかった。あれに比べれば、幾分かマシというものだ。


    　奴はどこにいる……？


    　廊下に出て、各部屋の気配を探る。一見静まり返ったような室内だが、ところどころから人の話し声が聞こえてくる。だが、どの部屋を回っても奴のものは聞き取ることができなかった。ふと、上へと続く階段に出る。


    　二階に出て長い廊下を突き進む。外観からだいたいは把握していたが、それでも想像以上に大きな家だった。広い廊下に無数の扉がずらりと並ぶ。


    　それにしても、ヤクザの邸宅なんて言うから、てっきり怖い顔をした屈強な男たちが物騒なものを片手に徘はい徊かいしているのかと思っていたのだが、どうやらそうでもないらしい。


    　ところどころで人の気配を感じるから油断はできないが、この様子だと入り口の監視カメラにも引っかかっていなかったらしいな。思わずほっと一息ついてしまう。


    「誰？」


    　そんな時、突然、階下から声が放たれた。


    　僅わずかに緩ゆるんでいた心が一瞬で引き締まる感覚。反射的に振り返り、階段を見下ろす。女性の声だった、感づかれてしまったか。階段を上ってくる音がそれに続く。


    　くそ、油断できないと言ったそばからすぐこれだ。


    　焦りから乱れる思考回路の中、僕は光の速さで周囲を見渡した。


    　広い廊下、だが身を隠せそうなものはない。ならば、どこかの部屋に逃げ込むしかないのだが、もし部屋の先に他の誰かがいて、そいつと鉢合わせになったりしたら最悪だ。


    　そうこうしているうちに足音はだんだんと近づいてくる。あと数秒で僕の姿が視界に入るだろう。迷っている暇ひまはない。急いでどこかの部屋へ……だが、分の悪い賭かけをするつもりはない。


    　答えは最初から一つしかなかった。現状を「セーブ」し、近くにあった扉へと手を伸ばす。


    　どこかの映画で見たような展開だな。そんなことを考えながら本能的に扉を開き、室内へと身体を滑り込ませる。


    　そこは資料室のような場所だった。職員室にあるような資料用の棚がずらりと並べられたその部屋には、僕以外誰もいない。


    　深く溜ため息いきをつく。もし誰かいたら一回余計に死ななければならないところだったな。


    「あら、おかしいわね。誰かの気配がしたんだけど……」


    　僕のすぐ背後、扉一枚隔てた向こう側からそんな声が上がり、僕は思わず身を竦すくませる。本当にギリギリセーフだったと、一息ついた。


    「どうしたんです？　お嬢さん」


    　廊下を挟んだ向かい側の扉が開く音と、それに重なる野太い男性の声。


    「あら、貴方あなただったの。いえ、なんでもないわ。大丈夫です」


    「そうでっか？　ならいいんですが」


    　扉一枚向こうで交わされるやり取りに背筋が冷える。もし、反対側の扉を選んでいたらゲームオーバーだったというわけか。深い、深い溜息を一つつく。酸素が足りないのか、頭がくらくらし始めた。だが、こんなことでへこたれてはいられない。慎重に外の様子を探って、人がいなくなるのを確認してから僕は再度廊下へと抜け出した。


    



    「あ、あった……」


    　僕が目的の代物を見つけ出したのは、あれから数十分後。四つ目の部屋、応接間のような部屋を探している最中のことだった。


    　辺りに誰もいないことを確認してから室内の中央、大きなソファーに挟まれたガラス製のテーブルに載せられたそれへと駆け寄る。


    　間違いない。先程、梓あずさ誠せい一いちが持っていたカメラバッグだ。思わず歓声を上げたくなるのを必死で堪こらえ、小さくガッツポーズを取ってみる。


    　最も早はや、勝利は目の前だった。慌てず騒がず、とりあえず現状をセーブしてからカメラバッグを持ち上げる。


    　ここまで危ういところはあったが、ミスらしいミスは犯していない。あとはこれを持ってここから脱出するだけだ。そして、もし脱出に失敗しても、ここからなら何度でもやり直すことができる。あらためて自分の「機能」の便利さを実感。


    「っと、その前に……」


    　一応カメラバッグの中身を確認しなければ、そう思って再度バッグを肩から下ろした僕はふと、この部屋の奥にもう一つの部屋があり、そこから光が漏れていることに気が付いた。


    　誰かいるのか。若干警戒し、もう一つの扉へと近づいてみる。


    　その先の部屋ではどうやら、二人の男性が会話をしているようだった。どこかで聞いたことのあるような声、まさかと思い隙すき間まから覗のぞき込むと案の定、そこには梓あずさ誠せい一いちの姿がある。


    「それで、どうなった？　アレは……」


    「……はい、確かに。これで十三になります」


    　何の話をしているのかは、すぐにピンときた。会話の内容が気になって耳を澄ませる。


    「一度に三つ、いや、六つか？　はっ、仕事熱心なこった」


    「はい、今度こそ……」


    　何者かに敬語を使って、何かを報告している梓誠一。どうやら『眼球抉えぐり』の犯行について話しているようだが、やはり、相手も奴の正体を知っているかのような口ぶりだ。ということは、ヤクザも奴とグルということなのか。


    　つまり『眼球抉り』は組織的な犯行？　だとすれば、これだけ殺しているのに尻しつ尾ぽを摑つかませないのも納得できるが、いや、それは早計すぎるか。


    　それよりももう一人の人物が気にかかった。少なくともその人物は『眼球抉り』に関与していると見ていいだろう、もしかしたら共犯かも……。


    　そう考え、なんとかもう一人の人物の顔を確認しようとした僕は次の瞬間、自分が隠れていたことも忘れて、勢いよく立ち上がっていた。


    「何だ!?」


    　物音に気付いた二人が同時に立ち上がる。梓誠一がその人物を庇かばうかのように一歩前に出て来て、何か叫んでいた。何者だだの、出てこいだのと鋭い怒声が突き刺さる。


    　しかし、そんなものに怯ひるんでいる心の余裕はなくなっていた。僕は思わず扉を解き放ち、室内へと足を踏み入れる。


    「お前ッ……!?　いや、君は……」


    　僕の姿を確認し、驚き怯ひるむ梓誠一。だが僕の目はその向こうに立ち、こちらを睨にらみつけてくる男に釘付けだった。深く皺しわが刻み込まれた顔に光る鷹のような鋭い眼光。


    　やはり、間違いではない。どういうことだ。どうしてなんだ。どうなってんだ。


    「どうしてッ……」


    　どうして貴方あなたがそんなところにいるんだよ。


    「なんでッ……」


    　貴方は仙せん岳がく中学の校務員で、超能力研究会の初代会長なんじゃなかったのかよ。


    「小僧、どうやってここに入ってきた？」


    　そう言って、一歩踏み出した男性は僕のことを知らないのだろう。だが僕は彼のことを知っていた。出会った時と同じように、不信感を隠さず威圧的な声色で問いかけてくるこの男性と、僕はともに歩き、ともに戦ったのだ。そう、前回の世界で……。


    　なのに、


    「なんで！　なんでなんだよ、モッチーさんッ!!」


    　悲痛な僕の叫びに、怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめる彼。そんな態度に、僕の頭は一気に沸わき上がる。


    　悔しさ、悲しさ、憎しみ、怒り、ありとあらゆる負の感情が僕の理性を吹き飛ばし、次の瞬間、僕は身体中を駆け巡る衝動に己が身を任せていた。


    「信じてッ……」反射的に腰に回る右手。二人の顔色が変わる。だがそんなの知ったことではなかった。「いたのにぃッ!!」


    　テーザー銃を引き抜き、照準を合わせる。そして僕は感情の赴おもむくままに、その引き金を引き絞った。瞬間、右手に走る衝撃。


    「ちぃッ！」


    　それは一足飛びに接近してきたモッチー老人の左手だった。狙ねらいを逸そらされ、明後日あさつての方向へと突き刺さる針とワイヤー。外した、いや外された！


    「餓が鬼きがこんな玩具おもちやを……っ！」


    　摑つかまれた右手を締め上げられる。老体に似合わぬ万力のような力。そうだ、初めて出会った時もこうやって摑まれて……次の瞬間、僕は自分の身体が宙に舞い上がるのを知覚する。あの時と同じ投げられ方。


    　直後、背中に走る衝撃に肺の中の空気が搾しぼり出された。今度はテーブルの上に叩たたきつけられたのだ。砂場の時とは桁けたの違う痛みに悲鳴を上げることもできず、呻うめくしかない僕の身体。


    　上下が反転した景色の中、乱れたスーツを整えながらこちらを見下ろすモッチー老人の姿が、ふいに滲にじむ。それは痛みによるものではなく、悔しさから溢あふれ出す涙だった。


    　視界が揺らぎ、思考回路が濁っていく。


    「ちく、しょ……」


    　やっとの思いでそれだけ呟つぶやいたのと同時に、僕の意識はぷつりと途切れた。


    



    　　　　　６


    



    　鈍い痛みに目を開くと、見知らぬ天井が僕を迎えてくれた。


    　朦もう朧ろうとした意識の中、現状の把握に数秒の時間を費やす。


    　そう、僕は由ゆ衣いから連続殺人鬼『眼球抉えぐり』が彼女の養父であることを聞かされ、あの男を追跡していたその先で彼がヤクザの一味であることを知った。


    　僕は奴が『眼球抉り』であるという証拠を摑むためヤクザの邸宅に忍び込んで、そして、


    「！」


    　瞬間、意識が覚醒し、僕は反射的に起き上がる。


    　そうだ、彼が、モッチー老人がそこにいたんだ。彼も梓あずさ誠せい一いちの仲間だった！　僕達は裏切られていた、騙だまされていたんだ、最初から！


    「ここはッ……！」


    　あれからどれくらいの時間が流れたのだろう、僕はいったいどうなってしまったんだ？　寝ぼけていた脳細胞が慌あわただしく動き回り、僕を混乱させる。


    　ここは、どうやら先程カメラバッグを発見した応接間のようだった。自分がソファーの上に寝かされていたということに改めて気付く。


    「やっと気付いたの？」


    　近くからかけられた声。その方向を見やると、テーブルを挟んだ向かい側のソファーに見知らぬ女性が座っていた。


    　肩まで伸ばされ、ウェーブのかかった髪に顔の半分が隠されていたが、それでも彼女が美人と評される相そう貌ぼうをしていることは容易にわかる。狐きつねのような吊つり目の和風美人。由ゆ衣いのと同じタイプのセーラー服、おそらくは仙せん岳がくの中学生。


    　何な故ぜ、こんな人がこんなところに？　普通に考えて、ここの関係者なのだろうが……そこまで考えて思い出す。この声、聞いたことがあると思っていたら先程、この屋敷に忍び込んでいた僕を見つけそうになった女性じゃないか。


    　確か彼女は、ここの人間にお嬢と呼ばれていた。ということは、つまり……。


    　慌てて体勢を立て直し、ソファーの上に飛び乗り腰元へと手を伸ばした。そこで初めて自分が既にテーザー銃を使ってしまっていたことを思い出す。くそ、だが女なら……。


    「ちょ、ちょっと君？」


    　僕の敵意に気付いたのか、慌てて立ち上がるその女性。僕を気遣うような態度を示すが、今の僕はそんなことで油断しない。ここは敵地で、『眼球抉えぐり』の協力者がいて、そして僕は既に一度やられているのだ。


    「くそッ、僕をどうするつもりだ!?　あの時の双ふた葉ばや先輩みたいに目玉を抉って放り出すのか!?　そうはさせないッ、絶対に僕は……」


    　周囲に視線を走らせる。何か武器になりそうなものはないか。まずはこの状況から脱出しない限りには始まらない。


    「君、榊さかき潔きよ人と君でしょう？」


    「！」


    　名前を言い当てられ、少なからず動揺する。そうか、彼女もここの一味。梓あずさ誠せい一いちから僕のことを聞いているんだ。それにしても、今の質問はどういうことだ。僕の名前を確認することの意味、最悪の可能性が脳裏をかすめる。


    「ま、まさか僕の家族に何か……」


    「い、いや、そうじゃなくて……」僕の言葉が予想外だったのか、若干目を見開いて頭をぽりぽりと搔かくその女性。「う～ん、このままじゃろくすっぽ話もできないわね」


    　彼女はそう呟つぶやくなり、懐から短い木の棒のようなものを取り出した。


    「これを……」


    　そう言って棒をスライドさせる彼女。そこで初めてそれが短刀で、彼女はそれを抜刀したのだということに気が付く。怪しく光る刃、背筋がぞっと寒くなる。


    　しかし彼女はいきなりそれで僕を突き刺したりはしなかった。その柄えをこちら側に向け、テーブルの上に置くと、今度はどこからか使い古された手錠を取り出して構える。


    　それで僕を拘束するつもりか？　そう思うや否や、何を考えたのか彼女は自分の両手をその手錠で拘束しはじめた。カチンと軽い金属音を鳴らし、施錠される彼女の両腕。


    　彼女の意図がわからず僕が混乱していると、彼女はふにゃっと表情を崩して笑う。


    「ごめんね。場所が場所だし、怖がらせちゃったみたい。でも、これで安心でしょ？　私は両手が使えなくて、貴方あなたの手には武器がある……ね？」


    「……」


    「とりあえず、冷静になって話を聞いてほしいの。君は何か誤解しているみたいだから」


    　誤解？　誤解なんて……僕はいつでもテーブルの上の短刀を取れるよう構えながら、とりあえず話を聞くことにする。


    「まずは自己紹介からかな、私は黐もち木き慧けい。なんのつもりか君があの物騒な玩具おもちやで狙ねらっていた黐木一家組長、黐木京きよう一いち郎ろうの孫娘よ」


    「……!?」


    　黐木一家、組長、孫娘、新しい情報が乱立してわけがわからなくなる。


    　前回モッチー老人から聞かされた話からしても、彼女の言う祖父とは、恐らくモッチー老人のことだろう。つまり彼女こそがたびたび、話にあがっていた常盤ときわ先輩の親友……。


    　だが、彼が黐木一家組長とは……つまりヤクザの親分ということか？


    「……え、だって、あの男は校務員……」


    　意味がわからない、何な故ぜいきなりここでヤクザが出てくるのかといった点もそうだが、どうしてモッチー老人がその組長なんてやっているのか。


    　それに、黐木京一郎？　確か、彼は望もち月づき京きよう太た郎ろうと名乗っていたはず。ということは、あれは偽名だったのか。


    　……そうか。つまり、初めて出会ったあの時から僕達は騙だまされていたということか。そう思い当たった瞬間、頭の血が再び沸騰寸前にまで煮え立った。


    「あ──、あれね……本人としては道楽のつもりみたい。お付きもなしに馬鹿な真ま似ねしないでって何度も言ってるんだけど、全然聞いてくれなくて……」


    　わざとらしく頭を抱えて見せる慧。だが、僕はそんな付け焼き刃の噓うそには騙されない。


    「そんな言い訳無駄だよ！　わかってるんだ、最初から僕達を騙すつもりで接触してきたんだろ！　僕達が事件に翻ほん弄ろうされて苦しむ様を間近で見て楽しんでいたってわけだ！　『眼球抉えぐり』とグルになって、双ふた葉ば達だけでなく、先輩までッ……！　畜生ッ、ふざけるなよ！　ふざけん……」


    　激げき昂こうし、短刀へと手を伸ばしかけた僕の頭に衝撃が走る。頭部から伝わる鈍痛。目の前の彼女、黐もち木き慧けいの両腕が僕の頭の上に叩たたき下ろされていた。


    「落ち着きなさいって言ってるでしょうに」


    「……手を出さないんじゃなかったのか」


    「そんなこと一言も言ってないでしょ？」


    　叩かれたのが幸いしたか、若干冷静になった僕は再びソファーに腰掛ける。


    「だいたい、何よ。その『眼球抉えぐり』とグルになって、って。どういうこと？」


    「何をしらばっくれて……」


    　そう言いかけた僕の頭に再度、彼女の両腕が叩き込まれる。


    「っ、あんた、さっきからばかばかと」


    「いいから、まずはそのへんの事情を聞かせてくれない？　順序だてて、わかりやすく、ね」


    　そう言って、再度優しく微笑ほほえんで見せる慧。さすが組長の孫娘というべきか、外見に似合わずなかなかバイオレンスな性格をしているらしい。僕は溜ため息いきをつくと、ソファーに深く座り込み、吐き捨てるように一連の事実を告げた。


    



    「誠せい一いちさんが『眼球抉り』？　そんなわけないじゃない」


    　話し終わると同時に彼女は僕の話を切り捨てた。僕は内心、むっとなりながらも言い返す。


    「そんなこと言われても、実際そうなんだから仕方ないじゃないか。証拠だってある」


    　しらばっくれているのか、本当に知らないだけなのか。彼女は信じられないという様子で眉まゆを顰ひそめる。


    「証拠？」


    「あぁ、そうさ」


    　僕はそう言って視線を彼女からテーブルの上へ移す。そこには迂う闊かつにも、梓あずさ誠一のカメラバッグが置かれたままになっていた。


    「あれに由ゆ衣いが見つけた眼球コレクションが隠されているはずだ」


    「……これに？　俄にわかには信じられないのだけど」


    　胡う散さん臭くさげに鞄かばんを持ち出す慧。流石さすがの彼女も現物を目撃すれば信じざるを得ないだろう、前回の僕が喫茶店で由衣の犯行を認めざるを得なかったように。


    　そんなことを思いながら、僕はこれからの行動について考える。これまでのやり取りからして、彼女は誠一達の犯行とは無関係のように思えるが、もしそうだったとして彼女をこちら側に引き込めるかどうか……。


    　しかし、彼女の次の言葉は僕の予想を裏切るものだった。


    「……目玉なんて、どこにも入ってないじゃない」


    一瞬、言われたことの意味がわからず思考回路が停止する。


    「……ッ、そんな!?」


    　慌てて中身を確認する僕。確かにカメラバッグの中に詰められていたのはノートパソコンと周辺機器。彼女の言うとおり、『眼球抉えぐり』のコレクションなんて入れられていなかった。


    　まさか、違う鞄かばん!?　いや、違う。確かにこれはあの時、書斎で僕が見た鞄。だとすると、考えられるのは……。


    「僕が眠っている間に中身をすり替えたのか!?」


    「そんなことしてないって」


    　呆あきれたようにそう言って溜ため息いきをつく慧けい。


    「それに、誠せい一いちさんやおじいちゃんが『眼球抉り』なんて、絶対にありえないことなのよ。私が、私だからこそ断言できる」


    「どういう……ことだ？」


    　激しい焦燥に鼓動が早くなるのを感じながらも聞いてみると、慧は少し躊躇ためらった後、繋つながれた両手で自分の前髪を横に払って見せた。


    「……！」


    　彼女の長い前髪によって隠されていた顔の左半分が露あらわになる。髪が元に戻るまでの刹せつ那なに見えた右目の眼帯、布越しでも確認できるその窪くぼみを見た瞬間、僕の脳内に正体不明の衝撃が走った。


    　自分でも知覚できないその何かで、僕の脳内を飛び交っていた正体不明の情報が一気に連結されていく。


    「こういうことよ。もしよかったら、中も見てみる？」


    　そう言って苦笑してみせる慧。


    「まさか、その右目は、もしかして……」


    　そう呟つぶやく僕の脳内では、前回までの記憶が次々とフラッシュバックしていた。


    



    『五番目の女性だけは一命を取りとめています。これも犯人の目的が眼球抉りそのものにあるという仮説の証拠となりますね』


    『生存者がいたんですか』


    『えぇ、右目を失ってしまいましたが、今ではもう元気だそうですよ』


    



    　前々回でそう話してくれた先輩の物もの憂うげな表情。そして、先輩とモッチー老人が見せた『眼球抉り』に対する執着。それらの理由が、とうとう僕にもわかってしまった。


    「つ、つまり貴女あなたは……」


    「うん、そう」そう言って残された左目で僕を見据える彼女。「私は『眼球抉り』犯行の被害者。その唯一の生き残りなのよ」


    「………！」


    　やはりそうか。頭痛にも似た鈍い痛みが僕の脳内を駆ける。


    「あの時のことは絶対に忘れられない。突然、襲われて薬で動きを封じられて、意識や視界もぼやけて定かではないけど……でも、襲ってきたのが知り合いかそうじゃないかくらいの区別はつく。何しろこの右目が見た最後の景色なんだもの、間違えるはずがない」


    　確かに彼女の言うことに噓うそはなさそうだ。彼女が『眼球抉えぐり』の生き残りだというのも本当なのだろう。だが……。


    「……噓だ」


    　そう考えるしかなかった。彼女の言葉を信じると、今まで僕が見てきたものが覆くつがえされてしまう。前回や前々回の世界で僕が見てきたものこそが真実のはずなのに。


    　あの痛みや苦しみ、悲しみや絶望が噓であるはずがない。だからこそ、彼女が言うことの方が間違いであるべきなのだ。


    「そんなの、噓に決まってる……！」


    　血を吐くように僕がそう呟つぶやいたその時、僕の背後で扉の開く音がした。先程、誠せい一いち達がいた奥の部屋、そこから何者かが現れる。思わず振り返った僕は、そこから出てきた人物を確認して息を呑のんだ。


    　もう何があっても驚かないと思っていたし、状況を考えればここで彼女が登場することはありえない話でもなかったのだが、それでも僕はこのタイミングで彼女と出会ったことに、少なからず衝撃を感じていた。


    　その人物はいつものようなゆったりとした歩調で近づき、その全てを見通すような瞳ひとみで僕を見つめる。


    「噓をついているのは彼女じゃありませんよ」


    　超能力研究会会長であり僕の先輩でもある彼女は、そう言うといつもの仕草で黒髪を微かすかに揺らし、微笑ほほえんだ。
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    「常盤ときわ先輩……？」


    「はい、昨日も会っているのに、なんだか久しぶりのような気がするから不思議ですね」


    　思わずその名を呼んだ僕に、穏やかな口調でそう返してくる常盤先輩。


    「そっちの説得は終わったみたいね」


    　僕の横から黐もち木き慧けいがそう言うと、先輩は親しい者にしか見せない友愛の視線でそれに応えた。


    「説明が難しいので所々省略しましたが、榊さかき君が異常者や刺客の類たぐいでないことだけは信じてもらえたみたいです」


    　なんのことかと顔を上げると、先輩の後ろから更に人物が現れる。それは僕のよく知る、モッチー老人と梓あずさ誠せい一いちの二人だった。二人とも、訝いぶかしげな目で僕のことを眺めている。先輩のお墨付きをもらっても不法侵入の怪しい人物であることに変わりはない、そんな表情をしていた。


    「一応、紹介しておきますね。ここ黐もち木き組の三代目組長で、そこにいる慧けいの祖父でもある黐木京きよう一いち郎ろうさんと、同じく黐木組の若頭補佐をされている梓誠一さん」


    「は、はぁ……」


    　よくわからないが極道の組長と幹部ということだろう。正直、本当かどうか怪しいものだが、先輩にそうだと言われたら本当のような気がしてくるから不思議だ。僕は曖あい昧まいに頷うなずいて、ふと首をかしげる。そんなことよりも何な故ぜ、先輩がこんなところに……。


    「私が呼んだの、君のことは夢ゆめ乃のからいろいろ聞いていたから。すぐにわかったわ」


    　そう言って微笑ほほえむ慧。僕は先輩の登場で一気に安心しきった自分の精神に気付き、慌てて首を振る。


    「そ、それよりどういうことですか？　噓うそをついているのは彼女じゃないって！」


    「そのままの意味ですよ」


    　そう言って、人差し指でノンフレームの眼鏡めがねを持ち上げる常盤ときわ先輩。その仕草に一瞬だけ、妙な違和感を覚える。その行動も様子も全て、僕の知る先輩そのものなのに。何か棘とげが引っかかるような感覚。何かがおかしいのだが、それが何かを思い出せない。
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    　そんな僕の内心を無視して、常盤ときわ先輩は話を進める。


    「慧けいの言っていることは全て本当です」


    「そんな……」


    「当たり前だ、慧が噓うそをつく理由がないだろうが」


    　先輩の後ろからモッチー老人がそう呟つぶやき、鼻を鳴らす。


    「じゃ、じゃあ僕が噓をついてるって言うんですか!?」


    　僕がそう言うと、彼は身を乗り出して詰め寄ってきた。


    「当たり前だ、小僧。お前、本当はなんのつもりで……」


    「そうでもありません、榊さかき君にもこんなところで噓をつく理由がありませんから」


    　僕と彼の間に入り込み、そう言ってくれる常盤先輩。


    「じゃあ誰が……、まさか、由ゆ衣いが噓をついてるって、そう言いたいんですか!?」


    「いえ、恐らくそれも違います。……冷静に考えてください。もっとわかりやすい噓をついている人物がいるじゃないですか」


    「それはいったい……！」


    　先輩の言葉の先を探ろうとして僕は口を噤つぐむ。気付いたのだ。噓をついて、一番得をする人物、いや、噓をつかないはずがないその人物の存在に。そして同時に悟る。一番根っこにあるその事実こそが、一番不確実で不安定なものだったということに。


    「先程、盗み聞かせてもらった会話を整理するとこうなります。梓あずさ由衣さんは今は誠せい一いちさんのものとなった自宅の書斎で『眼球抉えぐり』の回収した目玉のコレクションを発見し、不注意から破損。その後、携帯電話のＥメールにて誠一さんから破損した分の眼球を回収することを命じられ、双ふた葉ばさんを人質に脅された」


    　由衣は誠一の部屋で発見したからという理由だけで彼が『眼球抉り』であったと決め付け、その後のＥメールの差出人も梓誠一本人からのものであると考えてしまった。そのメールは梓誠一の携帯電話から発信されたというだけで、彼が入力したものだとは限らないことを彼女は失念していたのだ。


    　つまり、この時点で由衣は誠一が『眼球抉り』であると勘違いしてしまっていたということだ。そして僕は勘違いした彼女から間違った情報を伝えられた。


    「そ、それじゃあつまり……」


    　そこまで考えて、僕はその先が奈落へと続く大きな崖がけになっていることに気付く。これ以上考えてしまうと、僕はそこから落ちてしまう。だから考えてはいけない。考えてはいけないのだが……考えずにはいられなかった。


    　由衣を騙だまし、犯行を重ねてきた『眼球抉り』。その条件に合う人物は。


    「ちょ、ちょっと、待って……ください。もし、そうだとすると、そうだとするならば……」


    「…………」


    　常盤ときわ先輩が痛ましげに目を細めた。縁なし眼鏡めがねの奥で揺れる彼女の瞳ひとみ。


    「あ……れ？」


    　縁なし眼鏡？　それを再確認した瞬間、僕は先程覚えた違和感の正体に気が付いた。その意味を知った途端、僕の中で何かが崩れ、落ちていく。


    　渦巻いていた疑惑がその姿形を変えて、凶悪な確信へと生まれ変わった。


    「お、おい、どういうこった？」


    　組長とその孫娘が首を捻ひねるのを横目に、僕は部屋を飛び出していた。背後から発せられる制止の声を無視し、そのまま廊下を突っ走る。階段を飛び降りて、勝手口から家を出た。


    「…………！」


    　外に出た瞬間、大きなショックを受ける。暗くなった空が時間の経過という事実を嫌というほど、僕に突きつけていた。


    「あぁ……」


    　足を止めたのは一瞬。僕は靴下だけの足にも構わずアスファルトの上を走り出す。足の痛みなど構っている場合ではなかった。


    「あぁあああ……」


    　口からこぼれ落ちるのは、言葉にもならない後悔の念。


    　僕は、とんでもない間違いを犯してしまったのだ。


    　先程、先輩が言ったように由ゆ衣いは初め、書斎でコレクションを発見したときに犯人は梓あずさ誠せい一いちだと思いこんでしまった。真犯人はその勘違いに気付き、利用したのだ。


    　つまり、由衣の勘違いに気付くことができ、かつそれを利用することで得をする人物が真犯人ということになる。


    「何な故ぜ、何故気付けなかったッ……！」


    　夜の住宅街を駆けながら叫ぶ。未熟さ、迂う闊かつさ、愚かさ、己のすべてが憎かった。


    　気付く要素は他にいくらでもあった。そう、例えば先輩の眼鏡だ。


    　前回の梓家惨劇で先輩の死体が握っていた眼鏡は銀のフレームが歪ゆがみ、レンズが割れていた。だが先輩の眼鏡はいつもノンフレーム、つまり縁のない横長眼鏡で、確か予備の眼鏡も大きい黒縁眼鏡だったはず。


    　じゃあ、先輩が握っていたあの眼鏡は誰のものなのか。何故、彼女は自分のものではない眼鏡を握り締めたまま息絶えていたのか。


    　あれは『眼球抉えぐり』との戦闘に破れ、殺される直前に彼女が遺したダイイングメッセージだったのだ。それも推理小説やクイズ本に出てくるような複雑怪奇なものじゃない、『犯人の持ち物』という、あまりにも単純明快なメッセージ。


    　僕はそれに、気付くことさえできなかった。


    「僕はなんで、こうっ……馬鹿で間抜けで、本当にどうしようもなくて……ッ」


    　先輩が握り締めていた銀縁眼鏡めがねの持ち主を、僕は知っていた。


    　それは由ゆ衣いの勘違いに気付くことができ、それにより彼女がどう行動するかも容易に想像できた人物で、先輩が示した真犯人の条件に全て当てはまる人物でもあった。


    　僕はその人物をよく知っている。いや、知っているどころではない。


    　もし、本当にあの人が真犯人だとするならば、それはこれまでにない最悪の結末を意味していた。……あの時、黐もち木き家の邸宅に侵入する前、双ふた葉ばと別れた時の言葉が蘇よみがえる。


    



    『ちょうどよかった、僕はこれから用事があるんで。双葉は玲れい子こさんと一緒に帰りな』


    『事情は後でたっぷりと聞かせてやるから。今は家で大人しく待ってろって……双葉と由衣と、玲子さんの三人で、な』


    



    「うわあああああッ！」


    　僕は馬鹿だ。僕は馬鹿だ。僕は馬鹿だ。


    　事件を解決するとか双葉を守るとか、偉そうなことを言っていたくせに、あろうことか、その真犯人かも知れない人物に双葉の身を預けてしまったのだ、僕は。


    　何な故ぜ、気付けなかった。何故、疑おうともしなかった。


    「梓あずさ玲子ッ……」


    　僕に初めて『眼球抉えぐり』のことを教えてくれた人物、由衣達の母親の名を叫びながら、僕は梓家へと続く坂道を駆け上った。
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    　想像していた数種類のパターンの中でも最低で最悪の展開。


    　そこで僕が見たのは、テーブルの各足に四肢を結び付けられ、拘束された少女の姿だった。


    　薄暗い闇やみに包まれる梓家リビングの前で、僕は立ち竦すくむ。


    「双葉……」


    　救いを求めるように、思わず呟つぶやいた僕の声。だが、それは静まり返った室内に微かすかに反響しただけで、返事をする者は誰もいない。


    　僕は骨が抜かれたようにふにゃふにゃになった足で、なんとか彼女の元へと歩み寄り、その血で固まった髪を梳とく。


    　彼女の命は奪われていた。その大きくて可か憐れんだった両目とともに。


    　震える手で彼女の瞼まぶたを閉じさせ、服の袖そでで血液を拭ぬぐってみせる。そこに生じるはずのふくらみがないという事実が、僕の胸に突き刺さった。


    　一度見た光景だからか、前回ほどに動揺はしていなかった。そんな自分に腹が立つ。再び、彼女をこんな目に遭わせてしまった自分が憎らしい。


    　ふと、足の下で何かが砕ける感覚。床の上に落ちていた何かを踏んでしまったらしい。


    そう思って右足をどけ、それが何かを確認した瞬間、流れないと思っていた涙が一気に噴出した。


    　それはクッキーの破片、双ふた葉ばが僕のために作ってくれた誕生日プレゼント。


    「ごめん……」


    　振り絞るようにそう呟つぶやいて、その破片を拾い上げる。口に運んで咀そ嚼しやくすると、鉄味の中にも微かすかに本来の甘みがあって、僕はそれを美お味いしいと感じた。


    「本当に、ごめん……」


    　謝ることしかできない。僕が、あの人に双葉を預けたからこそ、彼女は殺されてしまった。僕がもっと早く気付けていれば、あと数時間早く真相に気付けていれば、この世界の彼女が死ぬことはなかったのに。


    　その時、ポケットに入れていた携帯電話が着信を知らせる。それが誰からのものなのか、もう僕にはわかっていた。


    



    　僕は、またここに立っている。


    　前回も、前々回も、前々々回も、僕はこうしてここで、同じように無力感や絶望感に包まれ、立ち尽くしていた。あれから今まで、いったい僕は何をしてきたのだろうか。


    　ふと首を傾け、上空を見上げる。道を挟むように立てられた二つの建物。僕がいつも利用する廃ビルの向かいにあるあの建物の屋上から、彼女は飛び降りたのだろう。


    　普通の人間には持ち得ない「機能」を持っているはずなのに、僕はまた、何もすることができなかった。


    「うわっ、グロっ……」


    「可哀想、まだこんな若いのに……」


    「また自殺？　何か、最近こういうの多くない？」


    「救急車っ、いや、警察か？」


    　何も知らないくせに適当なことを喚わめく野次馬の中で僕は一人、彼女の身体を直視する。そういえば、何度も彼女の死を止められなかった僕でも、彼女の死体を見るのはこれが初めてだった。


    　健康的で、明るくて、楽しくて、でもちょっと煩うるさくてお節介で……強烈な負荷をかけられて折れ、拉ひしやげてしまったこの肉体からそんな彼女を感じることはもうできない。


    「由ゆ衣い……」


    　僕は震える手で、握り締めていた携帯電話を開いた。表示されたのは先程、届いたばかりの彼女からのメール。恐らく、飛び降りる直前にしたためられたであろうその文面は彼女の遺書と言えるのかもしれない。


    　内容は簡潔だった。


    『なんか巻き込んでごめん、本当にごめん。ありがとう』


    　それだけ。


    　双ふた葉ばを守れなかった僕に対する叱しつ責せきや憤いきどおりには全く触れられていない。あれだけ威勢よく約束したのに、僕は結局何もできなかった。それなのに、


    「なんで、だよ……」


    　思わず僕は呟つぶやいていた。彼女を遠巻きに囲む野次馬どもを押しのけて前に出る。


    「なんでお前が謝るんだよ」


    　周囲の一般人が何か言ってくるのを無視し、彼女の身体に近づいていく僕。壊された器から、溢あふれんばかりの激情が流れ落ちていくような感覚。


    「なんでありがとうなんだよ！」


    　今朝、僕は由ゆ衣いになんて言った？


    『僕が絶対、双葉を助けるから。奴の好きになんかさせないから』


    　何を言ってるんだ、僕は。何が絶対、だ。何が奴の好きになんかさせない、だ。双葉をむざむざと死なせてしまったのは、他の誰でもないこの僕自身だというのに！


    僕を信じてほしい？　どの口がそんな、戯たわ言ごとをッ……！


    　血ち溜だまりの中に佇たたずむ彼女の身体を抱きしめる。ただ謝りたくて、先の展開を知りえながらも彼女の信頼を裏切り、結局二人とも死なせてしまった不ふ甲が斐いない自分を謝りたくて。


    「ごめん、ごめんな……由…い？」


    　抱きしめた由衣の顔を見て、気付く。そこにあるはずの片目が失われていることを。


    　落下の衝撃で？　違う、これはまるで抉えぐり出されたかのような傷跡。


    「ま、さか……」


    　奴は、『眼球抉えぐり』は、こんなになった由衣の身体からも眼球を抉っていったというのか？


    　どろりと、僕の中で何かが融解する。それは高濃度の憎悪となって、僕の身体中、頭のてっぺんから足の先までを高速で循環した。


    　それは罪悪感からの逃避なのかもしれない。だが、許しようがなかった。自分と同じくらい許せなかった。全ての元凶、『眼球抉り』。


    「梓あずさ玲れい子こ……」


    　僕はもうこの世界にはいられない。いたくない。恐らく、明日の朝までには、この世界に別れを告げていることだろう。だが、その前に会わなければならない奴がいる。


    　会って、話して、それからたぶん、僕は彼女を殺すのだろう。そう確信できるほどに、僕の憎しみは黒く、熱い。


    　だが、そんな僕の決意も五秒と持たなかった。


    「……え？」


    　最初は何が起きたのかわからなかった。幾つもの小さい何かが空から落ちてきて、僕の周囲で弾けていく。まるで牡ぼ丹たん餅もちが雨の如ごとく降り注いできたような音が響いて、夜のビル街に木こ霊だました。


    「な、なん……」


    　暗くら闇やみで見えづらいその物体は、全部で十三個あることが確認できた。それがなんの数であるかを一瞬で連想した僕は、思わず上空、ビルの屋上へと視線を走らせる。


    　今までの被害者から十個、双ふた葉ばで二つ、由ゆ衣いで一つ。今日の三人からの回収分はないので全部で十三個。『眼球抉えぐり』が回収した目玉の数と一致する……つまり、今落ちてきたこの物体こそが、僕の捜し求めた奴の眼球コレクション。


    　そして、今、屋上にいるその人物こそが……。


    「!?」


    　確認したその人物は、既に空中にいた。背後に見える暗雲に切れ目が入り、そこから覗のぞいた月明かりが彼女の姿を照らし出す。


    　風に巻かれ乱れる長髪、血に染まったスーツ、そしてその顔にかけられた銀縁眼鏡めがねまで、はっきりと視覚することができた。その表情はいつもの元気を振りまくような笑顔ではなく、心から落ち着いた穏やかな微笑ほほえみで、後光に照らされたその姿は幻想的にすら感じられ……その直後、彼女は僕の目の前、アスファルトの上に頭から激突し、絶命する。


    　あまりに聞きなれた、命の砕ける音。


    　同時に上げられた悲鳴の嵐。周囲の人々は恐慌状態に陥り、言語ですらもない奇声を上げて死体から遠ざかっていく。


    　僕は彼女の吹き上げるどす黒い血を浴びながら、しばし啞あ然ぜんとする。その後、現状を正確に理解して、僕は歯を食いしばった。


    　逃げられた。復ふく讐しゆうの手が届かない場所にまで。


    　怒りが、憎しみが溢あふれ出す。僕は自分の制服のポケットに手を伸ばし、そこに入っていた何かを取り出した。


    　それは抜き身の短刀。黐もち木き家から飛び出す際、無意識のうちに持ち出していたのか。


    こんな時だけ都合がいい。僕は自分の運命の皮肉さに苦笑しながら、その短刀を両手で摑つかみ、構える。


    　僕はまた、由衣を救うことができなかった。最後の最後で『眼球抉り』の仕掛けた罠わなに陥り、勝利を逃のがしてしまったのだ。


    　だがしかし、流石さすがにもうこれ以上のどんでん返しはないだろう。僕はこれで、事件の全てを摑むことができたはずだ。


    　だから、もう、大丈夫。次こそは失敗のしようがない。


    「今度こそ、全てを終わらせてやる……」


    　今度こそ、今度こそ……僕はそれだけを強く思いながら、刃を喉のどに突き刺した。


    　その切っ先が喉の皮を裂き、軟骨を砕いて、気管を刺し貫く。


    　がぼがぼと溢あふれ出す体液。それとともに僕の意識は溶け、口や喉から流れて垂れた。激しい熱と痛みが傷口を襲ったが、これから僕が得る勝利に比べれば安いものだ。


    　崩れていく自我、深い奈落の底へと僕の意識が落ちていく。


    　目指すは二〇〇九年十二月十日の朝。


    　僕は、巻き戻されていく自分を感じながら最後にもう一度だけ、呟つぶやいた。


    　今度こそは。
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    　最初は何かの冗談だと思った。


    　意識を失った僕の見る夢か幻想か何かだと信じ、なんて悪趣味な夢だろうと自分を詰なじった。


    　しばらくして、これが夢でも幻でも、ましてや冗談でもない正しよう真しん正しよう銘めいの現実であると気付いた時、僕はようやく思い出す。


    　僕が前回の世界で犯した最大の愚行は、由ゆ衣いに安請け合いな約束をしたことでもなく、誠せい一いちを『眼球抉えぐり』だと誤解していたことでもなく、双ふた葉ばを玲れい子こに預け、死なせてしまったことでもない。


    　僕が犯した最低で最悪の過ち、それは……。


    「どこだ……ここ、は、そんな……」


    　喉を突き刺すことによって自決した僕は、まだ何事も発生していない平和な早朝の自室にまで人生を巻き戻したはずなのに。ここは僕の予想していたような場面ではなかった。


    　そう、ここは黐もち木き家邸宅の二階、廊下一番奥にある扉の向こう。前回の世界で僕が忍び込み、梓あずさ誠一のカメラバッグを確保したその部屋で。


    「あ、ああぁああ……」


    　そうだ。前回の世界で僕は……。


    「ああぁあああああああ……」


    　誠一のカメラバッグを発見し、喜び勇んでガッツポーズを取りながら……。


    「うわあああああぁぁあああ──ッ！」


    　セーブの上書きを行っていた。
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    　これで何十回目になるだろうか。


    　僕は既に記憶しきったその最短ルートを全力で駆け抜けていた。


    　今度こそは、今度こそはと願い、救いを求めるようにただただ走り続ける。そろそろ息が切れ、強烈な吐き気を伴う腹部の痛みが僕を襲うはずだが、そんなものにはもう慣れていた。スピードを緩ゆるめぬよう、迫り来る激痛に備え歯を食いしばる。


    　たぶんあと二秒、一秒……。


    「がボッ……」


    　ほら来た。予想どおり訪れた食道の逆流に耐え、僕は苦笑する。大丈夫、スピードは落ちていない。今までで一番、タイムロスの少ない展開。


    　これならいけるかも、間に合ってくれるかも、そう思わずにはいられない。


    　身体が千切れ飛びそうな勢いで梓あずさ家まで駆けつけた僕は、神に祈りながらその玄関の扉を開き……そして、その先の景色が変わっていないことに絶望する。


    「双ふた葉ば……」


    　これで何十回目だろうか。再度見せられたその惨劇、両目を失った双葉の前で僕は再び崩れ落ちる。


    　今回もだめだった。やっぱりだめだった。結局だめだった。


    　……だが、諦あきらめない。諦めてはいけない。


    　僕は乱れに乱れた呼吸が回復するのと同時に、自決用のナイフを取り出し、自分の胸に突き立てた。


    　今度こそ。


    　黐もち木き家邸宅の二階、スタート地点にまで巻き戻されるのを確認するなり、消滅したセーブデータを保存しなおし、走り出す。


    　今度こそ。


    　廊下を駆け抜け、階段を滑り降り、玄関から飛び出す。このタイミングなら誰にも邪魔されずに黐木邸から脱出できることは既に確認済みだった。


    　あとは、ただひたすらに速さを求め、双葉が殺されるまでの間に梓家に到着すればいい。


    　今度こそ。今度こそ。


    　だが、今度の結果もだめであろうことは、うすうす感づいている。


    　認めたくないだけなのだ。


    　僕が陥ったこの状態に、抜け出すことのできないこの無限地獄に……。


    



    　アドベンチャーゲームやＲＰＧの用語に「詰み」というものがある。


    　このパターンに嵌はまってしまえば、その後、どんなに頑張っても、どのような行動をとってもそれ以上先に進めず、ゲームオーバーになってしまうという物語の袋小路。


    　これに陥ってしまったが最後、もうそのゲームでの勝利はありえない。その先に正しい未来が用意されていないからだ。


    　そして、その状態に陥ったままセーブをしてしまうと最悪である。いくらゲームをリセットして、セーブポイントからやり直しても、そこから続くルートの全てがどん詰まり。


    　保存しておいたセーブデータがそれ一つだった場合、もうプレイヤーはそのゲームをクリアすることができない。そこにあるのは物語の終しゆう焉えん。正しよう真しん正しよう銘めい、本当のゲームオーバー。


    



    　僕は今、それに陥っていた。そう、僕は自分の人生を詰んでしまっていたのだ。


    　いくら自決して時間を巻き戻しても、双ふた葉ばの死に間に合わない。何度やっても、何をやっても間に合わない。


    　これまでの間に、僕はありとあらゆる手を尽くしに尽くした。しかし結果は変わらない。


    　電話で警察や知人に救いを求めても間に合わなかった。


    　盗んだ自転車で駆けつけてもだめ。タクシーやヒッチハイクを利用しても間に合わない。黐もち木き邸から梓あずさ家まで続くありとあらゆるルートを試してみたが、そのどれもが成功には繋つながっていなかった。


    　つまり、あの状況から間に合う術が存在しないのだ。あるいは僕がセーブしていた時点で既に双葉は殺されていたのかもしれない。


    　由ゆ衣いの自殺だけでも阻止しようと試みたが、それもまただめだった。やはりギリギリで間に合わない。電話での説得も不可。僕はただただ、自分の無力さを嚙かみ締めながら、祈るように全力疾走することしかできないのだ。


    　今度こそ。今度こそ。折れそうな心を必死で支え、走り続ける。


    「あッ……」


    　雑念が混じっていたからか、足がもつれた。体勢が崩れ、慣性に翻ほん弄ろうされる。アスファルトの上を転がる僕の身体。


    　じくじくと痛む膝ひざを押さえ、なんとか起き上がろうとして、それができない自分に気付く。


    「あぁ……」


    　もう立ち上がる気力さえ、残っていないのか。あれから体感時間でまる一日、すっかり擦り切れてしまった心をなんとか奮い立たせようとするが、不ふ甲が斐いない僕の身体はもうぴくりとも反応しなかった。


    「あああぁ…………」


    　そんな自分が悔しくて、情けなくて、悲しくて、僕はただ涙を流すことしかできなくて。


    　薄れゆく意識の中で僕は、もう見ることのできなくなった彼女の笑顔を思い出し、泣いた。
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    　気が付くと、そこは僕のよく知った場所だった。


    　棚一面に並べられたオカルトグッズや怪しげな書籍類が懐かしい。一応、今朝も来ているはずなのに、まるで何年ぶりかのような感覚に陥ってしまう。


    　そう、ここは貴たか苗なえ学園文科系部室棟の端の端、「超能力研究会」の部室。


    　何な故ぜか、その床に敷かれたレジャーシートの上に、僕は横たわっていた。窓の外は真っ暗で、今が夜間であることが察せられる。


    　なぜ、こんなところに。思わずそう考えるが、答えは最初から一つしかない。この場所に縁がある人間はこの世界で二人だけ、そう、僕と……。


    「目が覚めましたか？」


    　身体を起き上がらせて、声のした方向へ顔を向ける。そこにはスタンドの微かすかな明かりで本を読む常盤ときわ先輩の姿があった。


    「驚かれたでしょう？　でも私も驚きました。道を歩いていたら榊さかき君が行き倒れているんですもの」


    　そう言って微笑ほほえむ常盤先輩。そうか、僕は梓あずさ家へと向かう途中で精根尽き果て、そのまま気絶してしまっていたのだ。


    　わざわざここまで運んでくれたのか？　僕がそう思うと、彼女は口に出してもいないのにそれに対する返事をくれる。


    「どこからどう見ても普通ではありませんでしたからね、第三者の介入は極力避けた方がいいと思って。私一人で君を運ぶのは苦労しましたよ。やはり常日頃から運動しておかないと、いざと言うときにだめですね」


    　どこかで聞いたことのあるような台詞せりふを言って、読んでいた本を閉じる常盤先輩。姿勢を直して、こちらの方へと向き直る。その先にはいつものように僕の座るパイプ椅子が用意されていた。促されるままにそれに座る僕。


    　それを確認した先輩は軽くはにかみ、どこからともなくティーカップを取り出し、またもやどこからか取り出したポットで紅茶を注いでいく。


    　差し出される僕の分の紅茶。見ると、テーブルの上にはクッキーの並べられた皿が置かれていた。どうやら彼女は深夜のお茶会と洒落しやれこみたいらしい。


    「どうです？　さっき買ってきたんですけど」


    　そう言って勧めてくる先輩。このクッキーには見覚えがある。有名な高級洋菓子店のもので、いつもの僕なら喜んで飛びついたに違いない代物だった。だが、今クッキーを見ても、双ふた葉ばに対する罪悪感が疼うずくだけだ。


    「誕生日プレゼント……と、言いたいところだったのですが、どうやらそれどころではないようですね」


    　そう呟つぶやいた先輩は緩ゆるんだ表情を少しだけ引き締め、こちらを見つめてくる。


    「いったい、何があったのですか？　私の秘密道具を持ち出したのは榊さかき君ですね？　貴方あなたは今日一日、授業を休み、一人で何をしていたのです？」


    「……得意の千里眼で当ててみてくださいよ」


    　彼女の心配げな質問に対し、僕の口から出たのは自分でも驚くほどに嫌いやみったらしい、渇いた台詞せりふだった。流石さすがの彼女も僕のこんな反応は予想外だったのか、びくっと目を見開いて口元を引き締める。


    「榊君……？」


    「……………………」


    　罪悪感から顔を背そむける僕。ただでさえ静まり返った部室に、重苦しい沈黙が圧のしかかる。夜の校庭を吹き抜ける風とそれによる葉は擦ずれの音が沈黙を一層際立たせた。


    「……良くない未来を、変えられなかったのですね？」


    　ぽつりと、先輩が呟く。


    「……」


    　正解。だが、僕は彼女が言い当てたことになんの驚きも感じなかった。ただ、無言でそれを肯定する僕を見て、寂しげに俯うつむく先輩。


    「ショックなのはわかります。未来を知る貴方が特別辛つらいのもわかるつもりです。ですが、それは普通のことなのですよ。本来なら突然訪れた不幸をなかったことになんてできない、未来を変えることなんてできないはずなんです。だから榊君が罪悪感を抱かかえる必要なんて」


    「だけど、僕は普通じゃないんです！」


    　思わず僕は、先輩の台詞を遮さえぎっていた。先輩は僕を慰なぐさめようとしている、それがわかっているのに応えられない。そんな自分が余計に腹立たしくて、僕は感情を爆発させてしまう。


    　気が付くと僕は今日、十二月十日に何があって、それに対し自分が何をしてきたのか、そして何をしてしまったのかを全て曝さらけ出していた。


    　言葉にすればするほど、これまでの自分の行い、その一つ一つが馬鹿らしく思えてきて、情けなさから涙が溢あふれる。


    「……もうだめなんです！　何度やっても、何度やっても……！　あの場所からじゃ、もう双ふた葉ばの死に間に合わない！　僕が、僕のせいで双葉が！　そして由ゆ衣いも……！」


    　正気に戻ったときにはもう、僕は全ての出来事を自白し終えた後だった。はっと我に返り、僕は先輩の方へと目を向ける。


    　親友を『眼球抉えぐり』に襲われて以来、ずっと奴の正体を探っていた先輩。先輩もまた、奴とは無関係の間柄でなかったのだ。


    　だが、無言で僕の涙を拭ぬぐってくれた彼女の優しい眼まな差ざしからはそのような様子など少しも垣かい間ま見みることができなかった。


    「ご、ごめんなさい。つい我を忘れて……」


    「いえ、いいんです。よく話してくれましたね」ハンカチを折り畳みながら、静かに呟つぶやく常盤ときわ先輩。「そうですか、あの誠せい一いちさんの奥さんが……」


    「今頃はあの人も自殺してるんでしょうね、これで事件はおしまいです」


    　大切な人を殺し尽くされ、挙句の果てに犯人は自殺。最低最悪のバッドエンドだ。いつの間にか飲み干していたティーカップを置いて、自じ嘲ちようするしかない僕。


    　そう、終わってしまったのだ。


    　もうやり直すことはできない。過ちは正せない、由ゆ衣い達とも二度と会えない。


    　僕が馬鹿だったせいで、僕ならなんとかできたはず、チャンスはそれこそ無限にあったはずなのに。


    　僕の安易な行動一つが、可能性の全てを搔かき消した。


    「…………ますか？」


    「え？」


    　自責の念に苦しむ僕に先輩が何事かを囁ささやいた。聞き取れなくて、思わず聞き返す。


    　見ると、先輩はこれ以上ないほどに真剣な顔をして、僕のことをまっすぐ見つめていた。


    「どんな危険を冒してでも彼女達を助けたいという覚悟が、君にはありますか？」


    　最初は何を言っているのか、よくわからなかった。しばらくして言われたことの意味に気付き、僕は思わず立ち上がる。


    「ほ、方法が、あるんですか？」


    　震える声でそう尋ねると、彼女は少しだけ目を伏せ、それに答えた。


    「可能性だけ、ならば」


    　可能性。それは僕が祈って願って、望み続けても得ることのできなかった希望の言葉。


    「可能性！　可能性だけでもいいんです！　少しでも、それがあるのなら……！」


    　興奮し詰め寄る僕の頰ほおに、ふっと先輩の指が添えられる。冷たい感触。その指の微かすかな震えに気付き、僕は若干の冷静さを取り戻す。


    　窓の外で木々がざわめく音を聞きながら、僕はそのままの姿勢で先輩を見た。未いまだその瞳ひとみは伏せられ、その表情は何かを耐えるかのように引き締められている。


    「先輩……？」


    　思わず呼びかけると、彼女は少しだけ表情を緩ゆるめて顔を上げた。いつもの穏やかな瞳で、僕の両目を覗のぞき込んでくる先輩。吸い込まれそうなその眼差しに、僕は思わず息を呑のむ。


    「……最近よく、初めて君に会った日のことを思い出します」


    「……？」


    　突然、何を言い始めるのか。一瞬、そう思う僕だったが、その真剣な声と視線にこの後に続く話の深刻性を感じ取り、沈黙で先を促す。


    「あの日。偶然、廊下で君とすれ違ったあの時。君のその眼めを見て、私はとても驚きました」


    「眼を？」


    　思わず聞き返す僕に頷うなずきで答える先輩。


    「曇った古鏡のように、擦すり切れ霞かすんだその瞳ひとみ。見てはいけないものを直視し、それに慣れてしまった者のする、そんな眼」先輩は僕の頰ほおに当てていた指を離し、続ける。「そんな眼をする人物が、兄の他にもいるなんて、思ってもいなかった」


    「お兄さん……先輩の？」


    　兄弟がいたのか。初耳の情報に僕が聞くと、彼女は悲しげに頷いた。


    「えぇ、随分前に姿をくらまして、今はどこで何をしているのかも知れないのですけど……、あの人も、あの時の君のような眼をしていた。全ての物事に疲れ果て、希望とか絶望とか、そういったものから切り離された冷めた視線。今思えばあれは、全てを知るが故ゆえに全ての期待を失ったからこそのものだったのかもしれません」


    「……どういう、こと……ですか？」


    「兄は完かん璧ぺきな人間でした。幼い頃から老成した精神を持ち、ありとあらゆる学問に通じ、ありとあらゆる知識を持っていて、経験のないことでさえ、まるで熟練した者のように軽々とこなすことができた」目を閉じ、淡々と告げる常盤ときわ先輩。「さらに兄は、これ以上ないほどの強運の持ち主でもありました。どんな勝負事にも彼は負けることなく、確実に勝利を摑つかんでいた。それどころか、本来彼に降りかかるはずだった事故や事件、病気等の災さい厄やくも、彼は悉ことごとく回避してみせた」


    　これから告げられるであろう事実を予感し、息を呑のむ。そんな僕の様子を感じ取ったのか、先輩は瞼まぶたをそっと上げると、再びこちらを見つめ、そして言った。


    「そう、それはまるで、予め未来を知っていたかのようだった」


    「……！」


    　じわじわと迫る理解。握った指に汗が滲にじむ。まさか、まさかそれは、つまり……。


    「兄も同じだったんです。榊さかき君……君と」
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    　突然、雷が落ち部室内を眩まばゆく照らした。それに続いた雨音が、僕の緊張を増幅させる。


    「君は私が、洞察力と推理力で例の超能力を特定したと、そう評価してくれていましたが、本当は違ったんです。ただ、そういう能力の存在を、もともと知っていただけなんですよ。過大評価させてしまって、ごめんなさい。……ガッカリしましたか？」


    　そう言って、申し訳なさそうにこちらを見る常盤ときわ先輩。


    「そ、そんなことはいいんです！　それよりも、その話は……」


    「……えぇ、もちろん噓うそなんかじゃありません。幼い頃、そのあまりの完かん璧ぺきさと、先見の正確さに思わず私が問い詰めた時、兄が話してくれました」


    　そう言ってテーブルの上に視線を下ろし、先程まで読んでいた本を持ち上げる先輩。


    「兄はそれを『人生に栞しおりを挟む力』と呼んでいました」先輩はそう言いながら、パラパラとページを捲めくり、その途中にどこからか取り出した栞を挟む。「自分は、自らの人生という小説を読む途中で、気に入らない現状を放棄することにより、栞のある場所までページを巻き戻すことができる。そして自分の納得できる展開の人生に読み直すことができる、と……」


    　栞を挟んだ後も捲り続け、残りページが僅わずかになったその本を閉じ、再び栞のあったページを開いてみせる常盤先輩。赤い糸のつけられたその栞が、再び落ちた雷に照らされる。


    「…………」


    　続けて鳴り響く雷鳴が部室の窓を振動させ、部室内に反響した。僕は呆ぼう然ぜんとその音を聞き、ただ立ち尽くしている。


    　確かにそれは、僕が持つ例の「セーブ機能」と同じ仕組みのようだった。まさか同じ境遇の人間が他ほかにもいたなんて、しかもそれが常盤先輩の家族だったとは。


    「兄はとても冷めた人間でした。人生は順じゆん風ぷう満まん帆ぱん、全てをうまくこなしているのに、それについて何も感じていないようだった。何な故ぜかと聞いたら兄は、その質問もこれでもう何百回目になるだろうかと前置きしてから言いました。このパターンの生き方だけでも、これでもう十三回目。いい加減飽き飽きしているのだと……。兄は熱烈に死を求めていた」


    「死を……」


    　その気持ちは、なんとなくわかる気がした。なんの面白みもなく、退屈死しそうだった灰色の毎日。「機能」のせいで死ぬことにも慣れ、究極の達観と諦てい観かんを同時に得たような心持ち。


    「それを聞いた私は、兄に言いました。ならば、栞を取ってから本を閉じればいい。そうすれば、死ぬことができるかもしれないと」


    　それも考えたことがあった。ロードして人生をやり直すたびに、感覚の消える「セーブデータ」、もしこのままもう一度死ねば、巻き戻すデータもなく、本当の意味で死んでしまうのかもしれない。それを恐れた僕は、死ぬたびに改めてデータをセーブし直す癖を身につけた。


    　予期せぬ共感に、思わず頷うなずく僕の前で、先輩は更なる言葉を提示する。


    「そんな私の頭を撫なで、兄は言いました。無駄だ、それはもう試したけれどだめだった、と」


    「………………え？」


    　今、なんと言った？


    　思わず聞き間違えを疑ってしまう僕。慌てて、顔を上げると真剣な眼まな差ざしでこちらを見つめる先輩と目が合った。


    「……栞しおりを挟まずに本を閉じても、ただ最初のページにまで巻き戻されるだけだった。兄はそう言ったんです」


    　雷が、落ちる。


    「……私が何を言いたいのか、わかりますか？」


    



    　二年前、僕が調べた「セーブ機能」のルール。それは、死ぬことにより、直前に記録した「セーブデータ」から人生をやり直すことができるということ。


    　そして「セーブデータ」は複数用意することができず、新たにセーブすると昔の「データ」が上書きされてしまうということ。


    　最後に、その「データ」は一度、ロードすることによって消滅してしまうということ。


    　これらに、先輩のお兄さんの話を加え、見えてくるもの、それは……。


    



    「……先程、君はこの現状をゲーム用語の『詰み』に例えていましたね」


    　激しい雨音の中、搔かき消されそうな声で彼女が話し続ける。


    「詰まってしまったそのゲーム、何が何でもエンディングを見たいのならば、プレイヤーはどうすればいいのか……、セーブデータがないままの状態でゲームをリセットすると、そのゲームはいったいどうなってしまうのか……」


    　答えは嫌というほど知っていた。そんな時、普通ならどうするか。ゲームをする人なら、必ず一度は選ぶであろう、その行動。


    「ニューゲーム……、スタートからのやり直し……」


    　それは全てのプレイヤーが常に選ぶことのできる、究極かつ最大の選択肢だった。
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    　雨は更に強まっていた。窓の外が見えなくなるほどの大雨の音を聞きながら、僕は夜の部室で立ち尽くす。


    「ニュー……ゲーム、か……」


    「この場合、記憶の継承ができるのですから『強くてニューゲーム』とでも言うのでしょうか。もちろんこれは、あくまで可能性の話に過ぎず、実際にどうなるかは私にはわかりません。君と兄が本当に同じ境遇とも限らないし、私と私の兄が噓うそをついている可能性だって十分にありえる……」


    　何な故ぜか少し震えた声で、そう補足する先輩。


    「今まで榊さかき君が考えていたように、そのまま死んでしまうかもしれない。もしうまくスタート地点まで戻れても、その後の人生の些さ細さいな違いから運命の歯車が狂い、今とは全く別の人生になってしまうかもしれない。かもしれない、を言わせたらきりがありません」


    「…………」


    　しかしそれは、由ゆ衣い達を救える魅力的なアイデアだった。もしかしたらこれで現状を打破することができるかもしれないし、僕の頭ではこれ以外の方法を思いつくこともできない。


    「でも、これだけは覚えていてください。この選択は成功しようと失敗しようと、今までの榊さかき君、その全てを殺します。十四歳になるまで続けてきた君の人生、その全てがなかったことになるのです」


    　はっきりとそう告げ、席を立つ先輩。窓際へと歩み寄り、激しさを増す外の景色へと視線を移す。再び訪れる沈黙。


    「…………」


    　そう、そうなのだ。今、僕がチップとして握っているのは、これまで延々と積み重ね続けてきた僕の半生、十四歳まで生きた榊潔きよ人と、その全てなのである。


    　意識した途端、全身が震え戦慄おののいた。


    　今、僕に突きつけられているのは、ある意味、究極の選択だった。僕は巻き戻しの代償として、今まで何度も自分の命を投げ出してきた。死ぬ際に身体が受ける痛みにだって、とっくのとうに慣れている。


    　だが、本当の死をしっかりと直視したことは一度もなかった。その先に何があるのかわからない。地獄か、それとも無か。死にこれほどまでの恐怖を感じたのは初めてだ。命を懸かけるということは、ここまで重く、深く、辛つらい選択なのだと今更ながらに実感する。


    「……………………」


    　だが、それでも僕の選ぶ選択肢は最初から決まっているのだ。


    「ありがとうございます、常盤ときわ先輩」


    　僕ははっきりと、しっかりと、心の中の恐怖や不安を押し殺して、そう言った。


    「！」


    　常盤先輩がびくりと肩を震わせる。


    「いえ、どう……いたしまして……」


    　こちらへ顔を向けず、静かに、そう答える先輩。僕はそんな先輩の姿を目に焼き付けてから彼女に背を向けた。廊下へと続く扉を開き、外へ出ようとする。


    「……！」


    　そこから一歩踏み出そうとする僕の、制服の裾すそが引き寄せられた。それは思いのほか強固な力で、僕は前に出そうとしていた足を下ろし、立ち止まる。


    「常盤先輩……」


    　僕は服の裾を摑つかんで離さない先輩の手を取り、振り返った。


    「榊君が何を思って、何を覚悟し、何をしようとしているのか、わかります……」


    　雨音の中に消えていく、先輩のか細い声。顔を伏せているせいでその表情までは見えなかったが、その肩が小刻みに震えているのは感じ取ることができる。


    「せ、せんぱ……？」


    「でもそれは、本物の覚悟ですか？」


    「え？」


    「状況に流されてはいませんか？　変な義務感や責任感に動かされてはいませんか？　榊さかき君はそれがどういう意味なのか、ちゃんと理解しているのですか？」


    「ちょ、ちょっと先輩……!?」


    　どうして彼女が突然、こんなことを言うのか僕にはわからなかった。この脱出法を教えてくれたのはほかでもない彼女自身だというのに。


    「榊君はっ！」


    　戸惑う僕の右手を摑つかみ返し、叫ぶ先輩。


    「榊君はわかっているのですか？　人生を初めからやり直すとはどういうことなのか……！」


    「…………」


    「さっきも言ったでしょう？　もしうまく戻れたとしても、少しでも運命の歯車が狂うだけで今とは全く違った人生になってしまうのだって！」


    「え、えぇ……」


    　感情的になった先輩の台詞せりふに怯ひるみながらも、僕は神妙に頷うなずく。


    　確かにそうだ。いくら時間を巻き戻した僕が今までと全く同じ行動を取ろうとしても、そこには少なからず本来の過去とズレが生じてしまう。そしてそのズレは積み重ねられるごとに深く大きく、広がっていき、終しまいには今とは全く違った現在を作り出してしまうかもしれない。例えるならばそれは、歴史のバタフライ効果。


    「両親同士の縁がある由ゆ衣いさん達なら、無事再会でき、同じような関係を築くことだってできるでしょう……」


    　そう呟つぶやいた先輩が俯うつむいていた顔を上げた。その目元に光る涙。驚く僕を前に、彼女はこう続ける。


    「だけど、私は……？　君と偶然出会っただけの私ではっ!?」


    「……！」


    　言葉を失う僕を前にして、彼女は何かに気付いたように眼を見開いた。


    「……ごめんなさい。おかしいですね、こんなことを言うつもりではなかったのに」


    　幾らか冷静さを取り戻し、乗り出していた身を引く先輩。


    「常盤ときわ先輩……」


    　僕は摑つかまれたままの先輩の指を見ながら、思わず呼びかける。


    「やり直しはいつでもできるけど、一度ニューゲームをしたら、もうこの場所には戻ってこられないから。だから後悔だけはしないようにしてほしかっただけなんです」


    　僕はどうしようもなく馬鹿で、そして鈍かった。


    「そう、ただそれだけなんですよ……」


    　そう言って笑顔を作る先輩の声は震えていた。その言葉に僕の心が激しくざわつく。


    　常盤ときわ夢ゆめ乃の。現実離れした境遇に置かれた僕の唯一の理解者。「セーブ機能」に気付いて、乱用し、荒すさんでいった僕の心を癒いやしてくれた人。彼女と過ごす奇妙ながらも穏やかな放課後は、僕の心を満たしてくれた。僕は彼女に救われていた。


    　僕はそんな先輩に、まだ何もできていない。何も返せていない。


    　なのに、僕は、


    「…………」


    　摑つかまれなかった左手をゆっくりと掲げる。怯おびえるような彼女の視線。


    　これで、いいのか？　煮え切らない自分が心の中で叫んでいた。


    　ここで、この場面で、先輩の手をふり解ほどくということが、僕と彼女の関係において何を意味しているのか、本当にお前は理解しているのか？


    「……でも、僕は……」


    　僕の手を固く握り締め、震える先輩の指。僕はその上に、自らの左手を乗せ、目を閉じる。


    　瞬間、瞼まぶたの裏にある少女の姿が映った、ような気がした。それは僕のよく知っている人物で、鬱うつ陶とうしいほど明るくて、嫌になるほどお節介焼きで、いつも姉貴ぶっているわりには妙なところで脆もろくて弱くて、そして煌こう々こうと輝く二つの瞳ひとみが魅力的な、そんな女の子だった。
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    「…………」


    　ゆっくりと瞼まぶたを上げ、先輩の視線をまっすぐに見つめ返す。


    　ごめんなさい。心の中でそう告げて、僕は右手にしがみつく先輩の指に手をかけた。


    「ッ！」


    　一瞬見せた先輩の悲愴な面おも持もちから、僕は思わず顔を背そむけそうになる。一本一本、固く握られた彼女の指を引き剝はがすたびに僕の心が悲鳴を上げる。


    「由ゆ衣いは……あいつは、いつも周りのことばっかりで。そのためなら進んで自分を犠牲にしようとして。どんなに辛つらくても悲しくても、心配されないよういつも笑顔で取り繕つくろってて。幼い頃の僕はそんなあいつに甘えっきりでした。僕は、あいつが見えないところで苦しんでいることに、気付こうともしなかった……！」


    「…………」


    　完全に引き離された手を下ろし、瞼を閉じる先輩。


    「だから、今度は僕があいつを助けなければいけないんです。いや、助けたいんです。だから、だから……」


    　僕の弱い心でその先を続けることはできなかった。


    「そう、ですか……」


    　そんな僕の心情もお見通しだったのだろう、常盤ときわ先輩はそう呟つぶやくと、後ろに下がった。もう、僕の行く手は阻まない。


    「ごめんなさいね、せっかくの決心を鈍らせるような真ま似ねをして」


    　先輩が浮かべる儚はかなげな微ほほ笑えみ。それは恐らく、彼女の卓越した精神力を総動員して作り上げた精一杯の笑顔だった。


    「…………いえ、こちらこそすみません」


    　僕はそんな先輩の笑顔にそう答え、振り返る。僕の心は引き裂かれたかのような痛みを感じ、血の涙を流していた。すぐに振り返って、抱きつきたくなる衝動。


    　だが、僕はその選択肢を選ばない。


    　一歩前に進むと、そこはもう慣れ親しんだ部室ではなく、冷たい夜の部室棟廊下だった。雨音が一層激しくなるのを感じながら、僕は足を止め、最後に振り返る。


    　そこには暗い部屋の中、独りぼっちで佇たたずむ先輩の姿があった。


    「ありがとう……ございました」


    　それだけは言っておきたくて、僕は彼女にそう告げる。そして、自らの手で扉を閉じた。


    　軋きしんで閉まる木の扉。瞬間、雨や雷の音が止やみ、一時、完全なる静寂が僕らを包む。


    「……榊さかき君ッ！」


    　それを破ったのは先輩だった。僕の名を呼び、駆け寄ってくる物音。だが扉を開けようとはしない。僕のすぐ背後、扉一枚隔へだてた向こうから、先輩が叫ぶ。


    「次のッ……！　次の世界でも……！」


    「……」


    「次の世界でも、お友達になってくださいね……」


    　僕は振り返らず、進むべき廊下の先を見据えて答えた。


    「……ええ、必ず」


    　そう言って、僕は歩き始める。


    　ゆっくりと、だけどしっかりと、前へ。ただ、前へ。


    　廊下に反響する激しい雨の音に混ざって、迷子が泣きじゃくるような、悲痛な声が聞こえてくる。


    　めったに感情的にならない先輩の心からの叫び。耳を塞ふさぐことなどできない。僕はその全てを聞きとめながら、階段を一段ずつ上っていった。


    　部室棟の屋上に出る。予想以上に激しい雨が僕の体温をあっという間に奪っていった。


    　視界さえ邪魔するほどの雨の中、僕はすっかりびしょぬれになった身体を引きずり、フェンスを越える。


    　三階建ての部室棟屋上から、校庭を見下ろす。頭から落ちれば死ねるはずだと、今までの経験が告げていた。


    　これでいい。


    　僕はこんな現状を改めてセーブし、「データ」を上書きする。新たに刺し直された「セーブポイント」の異物感を確認してから、右足に体重を移動する。


    　初回で迷う必要はない。僕はそのまま飛び降りて、地面へと激突した。自分の頭ず蓋がい骨こつが砕け、中身が水みず溜たまりの中へぶちまけられていくのがわかる。激しい痛み、凍える寒さ、校庭に横たわった僕の眼めが、排水溝に流れる自分の脳のう味み噌そをじっと見つめる。


    　次の瞬間、僕は再び屋上に立っている自分に気が付いた。無事、ロードは成功したらしい。


    「これでセーブデータはなし、だな」


    　脳内に異物感はない。僕は「ノーデータ」時特有のどこか物足りない感覚を味わいながら、空を見上げる。強したたかに顔を打つ水滴、夜空は当然のように暗雲に妨げられていた。こんな時ぐらい、月を拝んでいきたかったのだが。そんなくだらない愚ぐ痴ちを溢こぼしながら僕はもう一度、地面を見下ろす。


    　怖い。ただ恐怖だけが僕の心を捉え、身体の動きを戒いましめていた。


    　これは今までの自殺とはわけが違う。十四歳まで生きた自分を殺す、正しよう真しん正しよう銘めいの自殺。


    　遺書だって遺したかった。大きな覚悟だって必要だ。


    「……くそっ」


    　動こうとしない足。せっかく固めた精一杯の決意が早くも揺らぎ始めていた。


    　心の中にいるもう一人の自分が警告する。引き返せ、馬鹿な真ま似ねはやめろ、と。


    　自分に少なからず好意を抱いていてくれる人が、今のこんな自分を必要としてくれている人がいるのに、それを裏切ってまで為なさなければならないことなのか？　梓あずさ由ゆ衣いにそれほどの価値があるのか？　二年間も音おと沙さ汰たなしで、今回の件がなければもう関わることもなかったかもしれない女じゃないか。


    　さっき先輩が言っていたとおり、お前はただ状況に流され、自分に酔って格好をつけているだけだ。そんなくだらない感情に流されて、文字どおり人生を棒に振っていいのか？　先輩じゃなくて、由衣を選んでしまっていいのか？　由衣がお前を必要としてくれるかどうかなんて、わからないというのに？　そんな由衣のために、成功するかどうかもわからない賭かけにでてしまっていいのか？　お前はそれで、本当に後悔しないのか？


    「黙れ！」


    　それ以上考えないために、僕は自分で自分の頰ほおを殴りつける。


    　あぁ、確かにそのとおりだ。僕は確実に状況に流されているし、運命の分岐路に立つ今の自分に酔っ払っているのかもしれない。でも、違う。問題はそんなことではないのだ。


    　これは、僕にできることと、僕がやりたいことの問題でしかない。


    　だから、僕はこの恐怖に打ち勝つ必要がある。そうしなければならない。由衣のためにも、先輩のためにも、そしてなにより自分自身のためにも。


    　今までの僕はただ「セーブ機能」を使って逃避していただけだ。逃げることばっかり考えていたからこんなことになってしまったのだ。


    　だから、僕はもう逃げない。逃げるわけにはいかない。


    　逃げない勇気。それを意識した時、僕は一歩、前へと踏み出していた。


    　あとは重心を前に移すだけ。


    「さようなら……」


    　いつものようにそう言いかけて、気付く。違う。さようならではなく、


    「……またな、榊さかき潔きよ人と」


    　そう呟つぶやいて、僕は屋上から飛び降りた。


    　重力に引き寄せられた僕の身体は雨に打たれながらも、それなりの速度で地面へと落下していく。引き延ばされた一瞬、スローモーションに映る最期の世界。


    　数秒後に迫る死。僕の中には果てない後悔と数秒先への不安だけがあった。


    　だが、僕は既に選択を終えている。


    「由衣ッ!!」


    　思わず叫んだその名前が、夜の校庭に木こ霊だまする。


    　絶対に助けたい。もう一度、話したい。


    　また、あの笑顔を、


    　僕が思考できたのはそこまでだった。


    



    　激突と暗転。


    　　　衝撃と激痛。


    　　　　砕け散る意識と身体。


    



    　そして僕の意識は落ちていく。着地できるかどうかもわからない奈落の底へ、ゆっくりと。
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    　気が付くと僕は生温かい暗くら闇やみの中に閉じ込められていた。


    　僕を取り囲むのは、気持ち悪いまでの絶対的安心感。そして究極の拘束。


    　本能的に理解する。ここがどこなのか、僕はどうなったのか。


    　うまくいったのか？


    　そんな疑問を抱く暇ひまもなかった。僕は、強烈なまでのきょうふに苛さいなまれ、のた打ち回る。


    　わからないのだ。


    　どこまでが自分で、どこからが自分いがいのものなのか。いや、ちがう。のたうち回るための手足がどこにあるかすらわからないこのかんかく。これはたぶん、僕のかたちがまだ、ちゃんとできていないのだ。きっとそうなのだ。


    　これじゃ、空気でできたうつわにみずを注ぐようなものだ。僕というものがたもてない。


    　ぼく以外のものに溶かされ、霧散していくぼくの自我。


    　ああ、なんということだろう。


    　何かがあっとうてきにまずいのに、もうなにがまずいのかすらわからない。


    　ただぼくにのこるのは、ぜったいてきなあんしんかんと、すうびょうまえのしのきょうふ。


    　ぼくは、「さかききよと」というにんげんは、
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    　何な故ぜだかわからないけれど、昔からそうだった。


    　ぼくを含めた世界の全てが噓うそ臭くさく、薄っぺらで、疑わしい。


    　お父さんやお母さん、先生や友達はぼくに優しくしてくれる。にこにこ笑いながら話しかけてくれる。


    　でも、ぼくにはその笑顔が一番怖かった。ぼくがそれらに気を許した途端、その笑顔がひっくり返って怒り顔になる。絶対なる。この人達の笑顔はぼくを嵌はめるための罠わななのだ。


    　何故か、ぼくはそう確信していた。理由や証拠はないのだけれど、ぼくはたぶん、生まれてきたときから知っているのだ。


    　お父さんもお母さんも人間で、ぼくも人間で、人間は自分以外の人間よりも自分を優先させる生き物で……だからぼくは、自分以外の人間を信用しない。信用しなければ裏切られることもないと、ぼくは知っている。


    　だからぼくは今日も一人で閉じこもる。誰も入れないぼくだけの部屋。怖いものが入ってこれない安心な空間。ここならぼくは怯おびえることもなく、穏やかでいることができる。


    　寂しくなんてない、辛つらくなんてない。不用意に人を信用して、痛い思いをするよりかはずっとましのはずだから。ときどき夢に見る、ぼくとよく似た男の子はいつもそれで辛い思いばかりしてきていた。あんな目には絶対に遭いたくない。


    　ふと、遠くからどたどたといううるさい足音が聞こえてきた。階段を駆け上り、廊下を走るその足音は一直線に、ぼくの部屋に向かって近づいてくる。


    　誰かが来た。そういえば、今日はお父さんのお友達が遊びに来ると言っていた。その人の子供も来るから仲良くするようにと言われたような気がする。冗談じゃない。ぼくは慌てて扉の鍵かぎをかけようと立ち上がる。


    　でも遅かった。間に合わなかった。ばーんと、勢いよく開かれる部屋の扉。


    「あ……」


    　そこに立っていたのは、ぼくと同じくらいの女の子だった。その女の子は部屋の中をきょろきょろと見回してぼくの姿を見つけ、にんまりと笑う。


    　何かを企たくらんでいる顔だ。すぐにわかった。だけど、何故だか知らないけど、ぼくはそこから嫌なものを感じなかった。むしろ、むしろ……何故だか知らないけど、ぼくはずっとその笑顔を待っていたような……そんな感じがして、


    「そんなところで何やってんの？」


    　その女の子はぼくの返事を聞く前にずかずかと近寄ってきて、ぼくの腕を摑つかむ。


    「ほら、遊びに行こうよ！　ずっとこんなところにいると、身体中からキノコが生えてきて死んじゃうんだから！」


    　そう言ってぼくを引っ張る彼女の名前を、何な故ぜかぼくは知っていた。


    　そう、彼女の名前は……。
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    　正直、あまり期待はしていなかった。


    　親に忘れられることも多々あったし、自分でも既にどうでもいいものとなっていた。だから、過度の望みは抱かぬよう、いつもどおりの日々を過ごそうと、そう考えていた。そんな十二月十日。榊さかき潔きよ人と、十四回目の誕生日。


    　そんな今日、自分がこんなことをするはめになっているなんて、いったい誰が想像できただろうか。僕はどんどんと高まっていく緊張を必死で抑えながら、ガチガチ鳴って煩うるさい歯を嚙かみ締め、無理やり口元を吊つり上げた。


    　自分が今いるこの場所は敵地だ。心の中でそう何度も呟つぶやきながら、周囲を警戒する。


    　心臓が絶えず早はや鐘がねを打ち、額ひたいに汗がにじむ。足音を殺し、廊下に出て各部屋の様子を探るが、その中から奴の気配を感じることはできなかった。


    　ここは敵地。奴の……『眼球抉えぐり』である梓あずさ誠せい一いちが潜むヤクザの邸宅。


    　僕は今、誰にも見つからず、ここから奴が『眼球抉り』であるという確固たる証拠を持ち出さなければならないという、文字どおり命がけのミッションの最中だった。


    　二階か？　ふとそう思い、階段を上る。外観からだいたいは把握していたが、それでも想像以上に大きな家だった。広い廊下に無数の扉がずらりと並ぶ。


    　それにしても……ヤクザの邸宅なんて言うからてっきり、怖い顔をした屈強な男たちが物騒なものを片手に徘はい徊かいしているのかと思っていたのだが、どうやらそうでもないらしい。


    　所々で人の気配を感じるから油断はできないが、この様子だと侵入時に横切った監視カメラにも引っかかっていなかったみたいだな。思わずほっと一息ついてしまう。


    　だが、安心してはいけない。このまますんなりいくわけがないのだ。


    「誰？」


    　突然、階下から声が放たれる。


    　ほらみろ、僕の嫌な予感は百発百中なのだ。僅わずかに緩ゆるんでいた心を一瞬で引き締め、僕は反射的に階下を見下ろす。女性の声だった、感づかれてしまったか。階段を上ってくる音がそれに続く。


    　まずい、このままでは見つかるな。焦りから乱れる思考回路の中、僕は光の速さで周囲を見渡してみる。広い廊下、だが身を隠せそうなものはない。ならば、どこかの部屋に逃げ込むしかないのだが……もし部屋の先に他の誰かがいて、そいつと鉢合わせになったりしたら最悪だ。


    　そうこうしているうちに足音がだんだんと近づいてくる。あと数秒で僕の姿が視界に入るだろう。迷っている暇ひまはない。慌てて近くにある扉、資料室へと続くそれに駆け寄る僕。


    　どこかの映画で見たような展開だな。そんなことを考えながら、ドアノブを捻ひねろうと右手を掲げたその瞬間、強烈な違和感が僕を襲った。


    　この屋敷に忍び込んだのは今回が初めてで、僕はこの家の間取りなんて知らないし、事前に知ることだってできないはずなのに。なのに何な故ぜ、僕は今、この扉の先が資料室であることを知っていたんだ？


    　それに、それだけじゃない。この状況でこの扉を選ぶのは正解だ。この扉の先には確実に誰もいない。何故かはわからないのだが、根拠もなしにそう思える自分がいた。まるで一度、この部屋に入って確認したことがあるかのような、そんな感覚。正体不明の、その自信。


    　脳の奥がチリチリと痛み、激しい焦燥感が僕を苛さいなむ。


    「え？　……あれ？」


    　僕の脳裏を高速で駆け巡る過去の映像。この部屋に隠れて、黐もち木き慧けいをやり過ごし、更に奥の部屋でカメラケースを発見する僕。その後、モッチー老人に捕まって投げ飛ばされ、気を失う僕。過ちに気付き、一人泣き叫ぶ僕。それが無意味と知りながら、延々と同じ坂道を上り続ける僕。深夜の部室で先輩を突き放し、一人自殺することを選んだ僕……。


    　どれもこれも、僕には覚えのないはずの過去、経験、記憶。


    　なんだ、これ？　何か、この展開は、以前にも、まるで、確か……。


    　まるでデジャビュのようなその感覚。いや、これは、そんな生半可なものではなく……。


    　痛みを増す頭痛。自分や世界に対する認識が揺らぐ。何の前触れもなく現れたその衝動に、僕の心が大きく震えた。


    　僕は以前にもこの扉を開けたことがある？　いや、それどころかたぶん、この先にある未来の出来事も……衝撃も、絶望も、挫ざ折せつも、後悔も、その全てを僕は既に経験している。


    　そしてその果てに僕は……。


    　今まで思考の片隅に引っかかっていた棘とげのようなものが突然、ぽろりと落ちた。


    　瞬間。


    　小さな亀裂からダムが決壊するかのように、僕の中の何かが粉々に砕け散る。


    　僕の脳内を構成する複雑な精密機械。引っかかり止まっていた小さな歯車が勢いよく回りだし、もっと大きな、途方もなく大きな歯車が軋きしみをあげて動き出す。


    　開かれた扉から、雪崩なだれのように押し寄せる記憶情報、それは僕の忘れていた過去から始まり、僕の知らない未来へと続いていく。いや、違う。僕は、この榊さかき潔きよ人とという人間は……！


    　僕じゃない他の僕、無数の僕達が僕の記憶に積み重なり混ざり合っていく。


    　この記憶たちは、これらの僕達は。瞬間的に理解。


    　これは、僕が忘れていた前回の僕達。必死で足搔いてもがいて、それでも勝ち取ることのできなかった彼らが文字どおり命を懸かけて、次の自分達へと託した記憶のバトン。


    　母親の胎内で受け取り損ねたそのバトンは、再び僕の元へと現れた。


    　そう、ずっと疑問だったのだ。常に心の隅でちくちくと疼うずくこの感覚は何なのか、何かを思い出さなければいけないと思うのに、それがなんなのかわからないもどかしさ。ずっと気のせいだと自分を誤魔化し続けていたけれど、気のせいなんかじゃなかった。


    　僕は託されていたのだ。前回の僕に。ハッピーエンドを見るために。


    　そう、僕は……！


    



    　次の瞬間、僕は自分が肩を摑つかまれ激しく揺らされている現状に気が付いた。焦点のずれていた視界を合わせ、意識を自分の身体へと引き戻す。まるで夢から醒さめるような感覚。


    「ねぇ、ちょっと君。大丈夫!?」


    「おいコラ、小僧。てめぇ、どっから忍び込んできやがった!?」


    　絨じゆう毯たんの上に仰向けに倒れた僕を見下ろしてくる二人の男女。青ざめた顔で心配げにこちらを見下ろしてくる眼帯の女性と、同じく焦ったような表情で僕を揺さぶるガタイのよい男性。


    　女性の方には見覚えがあった。まだこの世界では会ったことのない人物だが、わかる。モッチーの孫娘で先輩の親友、黐もち木き慧けいだ。隣の男性は知らないが、たぶん黐木組の構成員だろう。


    　それらを確認した瞬間、突然の覚かく醒せいに高揚していた精神が一気に醒さめきった。ちょっと待て、今はいつだ？　今はどんなタイミングだった？


    　確か僕は今、双ふた葉ばを梓あずさ玲れい子こに預け、黐木組邸宅に侵入して……。


    「おい、黙ってないでなんとか言ったら……！」


    　無視し続ける僕に業を煮やしたのか、胸倉を摑んで持ち上げてくる黐木組構成員。僕は早はや鐘がねを打つ心臓を抑えながら、自分を持ち上げるその男と、「ちょっと、やめてあげて」とそれを諫いさめる黐木慧の顔を交互に見て……素直に謝った。


    「ごめんなさいっ！」


    「へ？」「あ？」


    　きょとんとなってこちらを見る二人。僕は制服のポケットに手を伸ばしながら心の中で再度謝る。勝手に疑ってごめんなさい。不法侵入してごめんなさい。そして……。


    「本当にごめんなさい！」


    　僕はそう叫ぶと、ポケットに隠し持っていた常盤ときわ先輩秘密アイテムの一つ、催涙スプレーを瞬時に構え、男に向かって射出した。


    「ぎぃやっ!?」


    　思ったよりも勢いよくガスが飛び出て男の顔面に直撃する。そのまま慧にも噴射しようと思ったが男の苦しみ方が予想以上だったうえ、彼女には一応の借りがあったのでやめておいた。


    　男の手が離れた隙すきに、僕は二人の間をすり抜け廊下を駆ける。


    「ちょ……待ちなさい！」


    　そう叫ぶ慧けいの声を背に階段を駆け下りようとして、足を止めた。階下には先程の男と同じく厳いかつい顔をした男が立っている。騒ぎを聞きつけ出てきたのか更に二、三人の増援。


    「お嬢さん、どうしたんで!?」「なんだ、このガキ！」


    　僕を見つけ口々に騒ぐ極道の男達。流石さすがにあれを突破するのは困難か。瞬時にそう判断して僕は踵きびすを返す。


    「ならっ！」


    　なにも律儀に階段を下りて玄関から出ていく必要なんかない。非常識だが今は緊急事態なのだ。僕は先程入ろうとした部屋、以前の世界でも隠れたことのある資料室の扉を開け放った。


    　部屋の構造は知っている。僕はそのまま室内を突っ切り、正面に設置されていた窓を開く。途端に吹き込んでくる風。冷たい空気。空は未いまだ赤く染まったままで、それが僕に微かすかな希望を灯ともらせる。


    「君、何をする気!?」


    　混乱しながらも資料室へと駆け込み、僕を呼び止める慧と黐もち木き組構成員達。窓を開け放ち、その縁に足をかける僕を見て、彼女はその左目を大きく見開いた。


    「まさか、やめなさい！　大丈夫だから、怖くしないから！　ね!?」


    　取り乱し、駆け寄ってくる極道の少女。僕はそんな彼女を一いち瞥べつし、言った。


    「大丈夫です」


    　本当に自慢じゃないのだが、


    「……飛び降りには、慣れてますから」


    　そう言い終わるや否や、僕は窓から外へと飛び降りる。驚き、叫ぶ黐木組の人々。だが、この程度の高さなら問題ない。ちゃんと着地さえすれば、捻ねん挫ざもしないレベルだった。


    　僕は裏庭らしき地面の上に着地して、周囲を見渡す。目的のものはすぐに見つかった。


    　塀に立てかけられた赤い自転車。慧のものだろうか、前回の人生で何度もお世話になった代物だ。記憶どおり、鍵かぎはついたまま。僕はその自転車に跨またがって、ペダルを踏み込んだ。


    「ちょっと、借ります！」


    　青ざめた顔で窓から身を乗り出す慧にそう言うと僕は前を見据え、自転車を爆進させる。庭を飛び出て道路へ、そのまま坂道を駆け下りた。


    　記憶にある梓あずさ家へと続くルートを脳内に展開させる。最短ルートで十二分三十秒……。


    　間に合うかどうかは、まさに神のみぞ知っていた。
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    　完全に戻りつつある記憶を繋つなぎ合わせながら、僕はがむしゃらに自転車を走らせる。


    　もう僕は全てを把握しつつあった。


    　今ならわかる。何な故ぜ、幼い頃の僕があんなに他人を警戒していたのか。何故、僕が自分の人生をゲームのような薄っぺらなものとしてしか見ることができなかったのか。僕が常に感じていた苛いら立だちや焦りの正体はなんだったのか……そう、それら全ては僕がニューゲームをしたために生じた歪ひずみだったのだ。


    　前回の人生で僕は運命の袋小路、「詰み」の状態にのめり込み、そこから脱出するために「ノーセーブ」の状態で命を絶った。そして、


    「くそッ……！」


    　でこぼこしたアスファルトの上を立ち漕こぎで突き抜けて、僕は思わず吐き捨てる。


    　どうにもやりきれない。というか、やってらんない。そうだ。先輩を泣かせて、あれほどの覚悟を決めて、自分の人生まで懸かけたのに。胎児の段階まで人生を巻き戻した僕は、あろうことかそこで前回までの記憶を失ってしまっていた。


    　脳が未熟だったためか、ニューゲームの後遺症なのかはわからない。だが、僕は愚おろかにもそこで自分の記憶すらもリセットして、全く同じ人生を繰り返してしまっていた。


    　同じように成長し、同じように「機能」に気付き、同じようにつまらない毎日を過ごして、同じように今回の事件に首を突っ込んだ。


    　そして、同じように事件に振り回されて同じように過ちを侵し、同じように再び「詰み」への道を辿たどろうとしている。


    「あぁ、もうなんでだ。なんでなんだよ、全く、僕は、なんで、いつも、こう！」


    　口からこぼれるのは、馬鹿で愚かな自分へ向けた尽きることのない愚ぐ痴ちの数々。なんで僕はこう、肝心なところでだめなのだ。せっかく人生をやり直したというのに大事な記憶は失ってしまうし、それを取り戻したと思ったらこんなタイミングだ。


    　思い出すならなんでもっと早く思い出せなかった。せめてあと一時間早く思い出していれば、双ふた葉ばを手放すこともなかったのに。これじゃあ、前回陥った袋小路とあまり状況が変わっていないではないか。ただ、黐もち木き家を飛び出すタイミングがちょっと早まっただけだ。


    　それは、時間にして十分から二十分。


    　自分の全てを賭けてまで僕が得た猶予はたったのそれっぽっちだった。僕の十四年間にはその程度の価値しかなかったとでもいうのだろうか。


    　ここにきて僕はようやく悟る。いくら優れた「機能」を持とうとも、それを使う人間がだめなら全くの無意味、宝の持ち腐れだったのだ。


    　僕は他人よりも優れた人間でなければ、特別な存在でもなかった。せっかくの「セーブ機能」を持て余すただの無力なだめ人間に過ぎない。


    「だが、な……」


    　早くも息切れて苦しくなった呼吸をなんとか整え、僕は口元を吊つり上げる。


    　僕がただのだめ人間でも、全てを捨ててまでして得た時間がたった十分しかなかったとしても。そのたった六百秒の中に、少しでも光明があるのなら……。


    「諦あきらめない」


    　それがいかに低い可能性だったとしても、小さな希望だったとしても、手を伸ばすことだけはやめない。


    　それがだめ人間、榊さかき潔きよ人とが人生をかけて得た、たった一つの教訓だった。


    



    「……見えたッ！」


    　見覚えのある角を曲がり、僕は閑静な住宅街の一角、梓あずさ家の門を視認する。限界速度まで速められた自転車から飛び降り、そのまま慣性に任せて敷地内へと飛び降りる僕。靴を履いていない両足が擦り切れ、激痛が走っていたが無視できるレベルだった。


    　慌てて玄関の戸を開けようとして、鍵かぎがかかっていることに気が付く。僕の記憶が正しければここの鍵はかかっていなかったはず。


    　つまり、それは、どういうことか、


    「中にまだ、鍵をかけた人間がいるってことだ……！」


    　声が震えているのがわかった。どうする!?　一瞬だけ思考を走らせて、僕は自分が何も迷う必要がなかったことを思い出す。幼い頃の自分、毎日のようにここに通っていた僕はこんな時、どうしたか。


    　僕は玄関の脇わきを通り抜け、家の外周をぐるりと回る。幼い頃は潜り抜けていた茂みを跳び越して、僕は梓家の中庭へと降り立った。


    　ここのガラス戸からリビングへと入ることができる。そう思い、リビングへと視線を走らせた僕はそこにある光景を確認し、思わず身体の動きを止める。


    「……！　………ッ」


    　心を駆け巡るのは複雑な感情。怒り、憎しみ、悲しみ、驚き、恐れ、そして、


    「やめろぉおおおおおッ!!」


    　僕は思わず叫びながら、リビングに向かって突進する。その先にはテーブルに四肢を拘束され動かない双ふた葉ばと、今まさに彼女へと近づこうとする『眼球抉えぐり』の姿があった。
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    『眼球抉り』は突然、窓から乱入してきた僕の存在に一瞬だけ目を見張った。


    　何な故ぜ？　どうして？　瞬間、そう動かされる彼女の口元。その戸惑いを僕は見逃さない。


    　十年以上も積もりに積もった恨みつらみ、溢あふれんばかりの衝動に身を任せて彼女の元へと突進し、跳躍。そのまま全体重をかけて、彼女の横っ面をぶん殴った。


    　右の拳こぶしに走る激痛。その反動から体勢を立て直し、リビングの床に着地した僕は部屋の隅、双ふた葉ばの乗せられたテーブルへと視線を走らせる。


    　ぐったりと横たわり、四肢をテーブルの足に括くくり付けられたままの双葉。駆け寄って拘束を解いてやる。恐る恐る確かめると、両目の瞼まぶたに膨ふくらみが確認できて、そこにはまだ瞳ひとみが残されていた。ちゃんと呼吸だってしている。


    　間に合ったか……全身から力が抜けていくような感覚。


    　僕が犠牲にした十四年間と、これまで生きていた十四年間。それら全てが無駄ではなかった。僕は、ようやく、詰まれていた状況を脱出し、新たな未来へと進むことができるのだ。


    「お前ッ……！　榊さかきんとこの……!?」


    　思わず万歳のポーズを取ろうとしていた僕は、背後からの声に慌てて振り返った。


    　殴なぐられた左頰ほほを押さえながら、震える声で呟つぶやく『眼球抉えぐり』。その瞳が「信じられない」とでも言いたげに揺れている。


    　先制攻撃は無事成功した。だが、ここからが本番。僕は瞬時に覚悟を決める。


    「どうして……ここにッ！」


    　そう問いかけながら、ゆらりと迫ってくる『眼球抉り』。


    　大きく踏み込み、突然現れたイレギュラーに向かって冷静な対応を行ってくる。すなわち邪魔者の排除。振りかざした右手、そこに握られていた小型のナイフが鈍く光る。


    　それで双葉の両目を刳くり貫ぬくつもりだったのか、そう思うと烈火のごとく怒りが迸ほとばしる。瞬間的に腰元、そこに忍ばせてあった唯一の武器へと伸ばされる僕の右手。


    



    　勝負は一瞬で決まった。


    



    「が、っは……？」


    　僕の喉のど元もとから血が噴き出す。最初は裂かれた部分から噴水のように、次に口元から泡のようにぶくぶくと、僕の血液が溢あふれ出す。


    『眼球抉り』の刃はまっすぐ、滑り込むように僕の喉へと伸ばされて、そのまま目標部分を刺し貫いていた。僕の右手は未だ腰元。グリップに手を掛けられてもいない。


    　大人と子供。殺人鬼と一般市民。絶望的なまでの反応速度の違いが決めた勝敗。


    「お馬鹿さん……」


    　そう言ってほくそ笑む『眼球抉り』の声を聞きながら、僕は膝ひざから崩れ落ちる。


    



    　次の瞬間、僕は腰元へと手を伸ばし、こちらへと繰り出される『眼球抉り』の攻撃をその両目でしっかりと見据えていた。


    　これこそが僕の「機能」の真骨頂。完全不敗の反則技。


    　そう、僕は先程、奴と向かい合った瞬間に予あらかじめ、現状の「セーブ」を行っておいたのだ。


    　未来を経験し巻き戻ってきた今なら、奴の攻撃がどのような軌跡を描いて僕へと伸び、僕のどの部分を貫こうとしているのかを、はっきりと予測できる。


    　僕は、これから自分の喉のどに突き刺さるはずであった凶刃を間一髪で回避し、横に飛びながら腰元のテーザー銃をしっかりと摑つかむ。


    　チャンス。そう思ったのもつかの間、ナイフを繰り出し完全に伸びきったと思っていた『眼球抉えぐり』の腕が瞬時に引き戻された。素早い切り替え、横よこ薙なぎの一撃が僕の頰ほおをかすめる。


    　皮膚が噓うそみたいにすぱっと裂け、顔面に鋭い痛みが走った。


    　だが、それだけだ。それだけだった。


    　今更この程度の痛みで怯ひるむような僕ではない。ここに来るまでにいったい、何回死んできたと思っているのだ。心の中でそうこぼしながら、僕はテーザー銃を抜き取り、突きつける。


    「なん……」


    　驚きよう愕がくに見開かれる『眼球抉り』の瞳ひとみ。更なる追撃のためか、構えられていたナイフの切っ先がぴたりと止まった。


    　超至近距離、『眼球抉り』の眉み間けんへと構えられた銃口を凝視して、震える声で呟つぶやく。


    「なんで、なんであんたが……」


    　そう言う彼女の口調は、いつもの関西弁もどきではなくなっていた。僕は震える腕をしっかりと押さえつつ、いつでもトリガーを引けるよう気を張りながらも目の前の人物、梓あずさ玲れい子こに聞き返す。


    「なんでって、それはこっちの台詞せりふだよ」


    　そう、なんで。なんでこの人が『眼球抉り』なのか。こうして目の前で対たい峙じした今でも、未いまだに現実感がわいてこない。ただ、理不尽な真相に対する怒りだけがあった。


    「なんで、なんでだよ！　あんたが何を考えてあんなことしたかなんて知ったこっちゃないけどさ。由ゆ衣いや双ふた葉ばはあんたの子供だろ!?　なんであんな酷ひどいことができるんだよ！　あいつらはな、あいつらは……！　あんたのためにずっと嫌なことや苦しいことを我慢して……それなのに、お前は、なんでッ！」


    「……そっか、なるほどね」そんな僕を無視し、何かに気付いた様子で口元を吊つり上げる梓玲子。「由衣でしょ。あいつが君にチクッたんだ。そうでしょ？　そうなんでしょ？」


    「質問に答えろよッ！」


    　思わずかっとなって銃口を彼女の額ひたいに押しつけると、彼女は銀縁眼鏡めがねの向こうから冷めた視線でこちらを見つめ、ぽつりと言った。


    「……なんでって、何言ってるの？　あの子たちは私とあの人との愛が生んだ副産物にすぎないのよ？　あの人の愛とあの子達、比べるまでもないじゃない」


    「は？」


    　突然何を言い出したんだ、この女は。


    「私はあの人のいるところへ行かなきゃいけないの。貴方あなたみたいな子供に邪魔されている暇ひまなんて……ないんだよ！」


    　そう言い終わるや否や、彼女はいきなりテーザー銃の銃身を摑つかんできた。一瞬の隙すきを突かれ、そのまま力ずくで銃口が天井へと向けられる。こちらも全力で押し戻そうとするが、所詮は中学生。女とはいえ腕力は大人である向こうの方が勝まさっていた。そのままゆっくりと腕を捻ひねられ、銃口がゆっくりとこちらの方へと向けられる。


    「くッ！」


    　僕が反射的に首を捻るのと、銃口が完全にこちら側を向いたのは全く同じタイミングだった。ガスによる射出音とともに頰ほおをかすめ、後方へと突き刺さるワイヤー付き電流針。間一髪のタイミング。


    「ちっ！　なんだかんだで……！」


    　テーザー銃を投げ捨て、舌打ちする。この秘密アイテム、結局一度もろくな活躍をしなかったじゃないか。全くもって使えない……！


    　そこまで考えて、ふと気付く。違う。使えないのはテーザー銃じゃなく、この僕。使いこなすことのできない僕の方に問題があったのだと。


    「セーブ機能」と同じだ。いくら便利でも、強力でも、きちんと取り扱える者が使わなければ本領なんて発揮できるはずがない。


    　皮肉な状況に苦笑しながら、僕は摑まれていた左腕を振り解ほどく。


    　次の手は既に用意してあった。服の袖そでに忍ばせていた催涙スプレーを取り出し、迷わず目の前の敵に向かって噴射する。この距離からでも十分届くことは既に実践済み、予想もしていなかった攻撃を顔面に受け、玲れい子こは獣のように悶もん絶ぜつした。


    「小こ癪しやくなぁあああ!!」


    　目の痛みにもがきながらも、でたらめに振り回した彼女の攻撃が僕の側頭部に直撃する。


    　ナイフの柄えで殴られた。床に叩たたきつけられながらも冷静にそう判断した僕は、更なる追撃に備え、慌てて体勢を立て直す。しかし、


    「ぐっ……て、あれ？」


    　もうそこには誰もいなかった。瞬間、廊下の方から足音、どんどんと遠ざかっていく。


    「逃げた!?　いや。逃がしたか」


    　鈍痛に頭を押さえながらもその後を追ったが、玄関を出たところでもうその姿は見えなくなっていた。夕日が沈みかけ、紫色に染まった空の下で立ち尽くす。


    　双ふた葉ばの護衛には成功したが、まんまと奴に逃げられてしまった。奴はどこへ消えたのか、なんにせよこのまま逃がすわけにはいかない……そこまで考え、ふと疑問がよぎる。


    「逃げる……？　本当に奴は逃げたのか？」


    　奴の目的は警察に捕まらずに逃げおおせることなのだろうか。いや、違う。もしそうだったとしたら、以前の世界で奴が取った行動……僕や由ゆ衣いを騙だまし、まんまと双ふた葉ばの殺害を成功させたはずの『眼球抉えぐり』があんなことをした理由がわからない。


    「……！　待てよ？」


    　何な故ぜ、奴はあのような行動を取ったのか。それはいくら考えてもわかりようがない。だが、それが奴の最終目的なら、もしかして……。


    　それを考えたとき、僕には奴の逃走先になんとなくの見当がついていた。


    　事件の始まりであり、終わりにもなるその場所は、


    「あそこか」


    　思わず呟つぶやいて、走り出す。目的地は僕のよく知った場所、僕と彼女が幾度となく命を失った、あの場所だった。
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    　最初は偶然。たまたまいつもと違った死に方がしたくなって、飛び降りに都合のいい建物を見み繕つくろい、選んだだけのその廃ビル。そこで向かいのビルから飛び降りる由衣を見つけて……思えば、それが全ての始まりだった……。


    　裏口から入り、屋上へと続く非常階段を駆け上る。


    　……それから僕は、由衣の動向を探って、『眼球抉り』の事件を知って、それが由衣と深く関わっていることに気付いて……何度も何度も失敗しながら、幾度となく挫ざ折せつし絶望しながらも、少しずつ少しずつ真相へと近づいて、とうとうここまでやってきた。


    　最上階まで駆け上り、踊り場へと飛び出して目の前にある鉄扉てつぴを蹴けり飛ばす。


    「！」


    　すっかり暗くなった夜空の下。ずらりと並んだ室外機が低く唸うなり声を上げるそのビルの屋上に、二つの人影が伸びていた。


    「そ、そんな……冗談でしょ？」


    　その一つ、事件の一番の被害者でもあり、『眼球抉り』の協力者でもある彼女、梓あずさ由衣は驚きよう愕がくの眼まなこで自分の目の前に立つもう一つの人影を見つめている。


    「そんなことって、そんな……」


    　戦慄わななき、後あと退ずさる由衣を冷たく笑いながらにじり寄る梓玲れい子こ。


    　由衣の母親であり、この事件の元凶、『眼球抉り』でもある彼女は片手に持った刃物をゆらゆら揺らしながら、目の前に立つ娘に向かって明確な殺意の視線を浴びせかける。


    「由衣！　そいつから離れろ！」


    　慌てて叫んだが、遅かった。


    「き、キョート!?」


    　こちらに気付き、目を見開く由ゆ衣い。それよりも早く反応した玲れい子こが瞬時に動く。


    「え……？」


    　由衣の首筋に刃物を突きつけ、その背後を取る玲子。


    「か、母さん……」今の自分が置かれている状況が信じられないのだろう、渇いた笑いをこぼしながら由衣が呟つぶやいた。「……うそ、だよね？」


    　そんな娘の言葉を無視して、梓あずさ玲子は冷めた目でこちらを睨にらんでくる。


    「またあんた？　なんなの、さっきから。何の用？　邪魔しないでよ」


    「由衣を放せよ……」


    　どうせ無駄だろうが、言ってみる。案の定、玲子はせせら笑っただけだった。


    「キョート……、母さんが、母さんが……」


    　混乱しきった声でそう呼びかけてくる由衣。生きた彼女と対面するのはずいぶんと久しぶりだった。彼女から見ても、中学入学以来ずっと会っていなかったのだから、事実上、これは二年ぶりの再会である。


    「由衣……、なんで、ここに？」


    　自分史上最悪の再会に辟へき易えきしながらそう聞くと、彼女は床に置かれた鞄かばんを指差して言った。


    「ここが、回収した目玉の受け渡し場所だったから……、そ、それよりどうなってんの!?　なんで母さんが。あっ、双ふた葉ばは!?　双葉はどうなったの!?」


    　自分の喉のど元もとに添えられた刃にも構わず、身を乗り出して矢や継つぎ早ばやに聞いてくる由衣。


    「お、落ち着け……。とりあえず双葉は大丈夫だ、お願いだから無茶するなよ……！」


    　ここで由衣が殺されてしまっては本ほん末まつ転てん倒とうなのだ。僕はひやひやしながらも、さりげなく二人への接近を図る。しかし、玲子は慎重だった。


    「なに近づこうとしてるのさ。あと一歩でもこっち来たらこの子、殺すよ？」


    　そう冷ややかに笑う彼女は、既にぱちものくさい関西弁で無遠慮に元気を撒まき散らす梓家の母親ではない。そこにいるのは冷酷で非情な殺人鬼、『眼球抉えぐり』。


    「な、なに、母さんもあいつに脅されてるの？　だからこんなこと……」


    　誠せい一いちが『眼球抉り』だと思いこんでいる由衣が震える声で見当違いなことを言う。それを聞いた玲子はさも愉快そうに、笑いかけてきた。人を嘲あざける、気持ちの悪い笑い方。


    「なに、この子！　まだこんなこと言ってるよ？」


    　けたけたと子供のように笑う玲子に対し、殺意が再燃するのを感じる。


    「あの人も可か哀わい想そうよね、ただ素の顔が怖いってだけで義理の娘にこんなにも嫌われてさ」


    「じゃ、じゃあ……」震える声で続ける由衣。「本当に、本当なの？　たくさんの人を殺したのも、そこから目玉を奪ったのも、双葉をさらったのも、私を脅したのも、全部が全部……」


    「だからぁ、さっきからそう言ってるじゃない。私が『眼球抉り』なんだって。ちなみにその『眼球抉り』って名前もね、私が考えたの。都市伝説の怪物みたいで素敵でしょう？」


    「………！」


    　その真実は、由ゆ衣いにとってあまりにも酷こくなものだった。信じられないものを見るような目で自分の母親を凝視し、こちらへと視線を移してくる由衣。


    　彼女の縋すがるような視線に対し、僕は首を振って肯定することしかできなかった。


    「そんな……」


    　喉のど元もとの凶器のせいでへたり込むこともできず、由衣はただ呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。


    「なんで、なんでこんなこと……？」


    　娘として、被害者として、共犯者として、それは当然の問いだった。しかし、肝心の『眼球抉えぐり』は意外とばかりに首をかしげる。


    「そんなの決まってるじゃない」そして彼女はこう言った。「もう一度、和かず夫おさんに会って、仲直りをするためよ」


    「……と、父さん？」


    　意外な人物が出てきて思わず聞き返す由衣。梓あずさ和夫、由衣達の父親、今は亡き玲れい子この夫。何な故ぜ、この場に彼の名前が出てくるのか、僕にはさっぱりわからない。それは由衣も同じだったのか、彼女も母親の言葉に戸惑っていた。


    「何言ってるの？　父さんは二年前に……」


    　そう呟つぶやいた由衣の言葉に、玲子はかっと眼まなこを見開く。


    「そーうよ、わかってるわよ！　あんたなんかに言われなくても！　あの人は逝いってしまった！　二年前のあの日、二月三日！　十五時三十四分、二十五秒にッ！」


    　そう叫びながら、ナイフを持っていない方の腕で由衣の喉のどを締めつける玲子。


    「っていうかさぁ、あんたがそれを言うワケ!?　あの人を殺したあんたがさぁああ！」


    「あぐ……」


    　呼吸を封じられ、苦しげに呻うめく由衣。慌てて止めようとするが、由衣の喉に突きつけられたナイフがそれを封じていた。


    　現状に緊迫する一方で、頭の隅では別の思考が駆け巡る。


    「由衣が殺した……？　二年前、二月三日……」


    　その日付には覚えがあった。僕が初めて死んだ日の二日後。間違いない、貴たか苗なえ学園入学試験の合格発表日だ。


    　瞬時にフラッシュバックする光景。


    　近所の公園。赤く腫はれた頰ほお。軋きしむブランコ。


    　僕が由衣と距離を置く原因となったあの日に、由衣達の父親が死んだ……？　確かに葬儀はあの直後だったが、これは初耳の情報だった。しかし由衣が殺したとはいったい……。


    　そうこうしているうちに、由衣の喉元が薄く切られ、一筋の血が流れる。慌てて思考を中断し、駆け寄ろうとする僕。


    「やめ…」「わかってる、わかってるんだよ、そんなことぉお！」


    　僕の制止を妨さまたげ、唾つばを飛ばして叫びまくる玲れい子こ。


    「あの人は私を置いて、天国に逝いってしまった！　このままじゃ仲直りはおろか、もう二度と会うことすらできない、わかってる。わかってるさ！　わかってるからこそ私は、私は！」


    　緊迫した雰囲気の中、僕らの間を強い風が吹き抜ける。


    「私は、十三個の瞳ひとみを集めたんだ。天国に、あの人のいるところに行くために！」
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    　彼女は幸せそうな顔をして、その手で娘の命を弄もてあそびながら微笑ほほえんだ。


    「あの頃は幸せだったなぁ。駆け落ち同然だったけど和かず夫おさんと結ばれて、誰も祝福してくれなかったけど二人で結婚式を挙げて……、あの人は私の全てを許してくれて、私も彼の全てを許していた……」


    「か、母さん……」


    　喉のど元もとにつけられていく傷の痛みを堪こらえながら、由ゆ衣いは縋すがるように呻うめいた。しかしすぐ背後にいるはずの玲子には聞こえていない。


    「小さな家を買って、由衣や双ふた葉ばが生まれて、いつも楽しくて、温かくて……、なにより、彼が私なんかの隣にいてくれることが嬉うれしかった……、だけど」


    　殺人鬼の頰ほおに一筋の涙が伝う。


    「だけどあの日、悲劇が起こった！　私と彼は喧けん嘩かをしてしまったの！　それはそれは、些さ細さいないざこざ！　原因はくだらない教育方針！　あれだけ苦労かけてやったのに、あんたが無様にも失敗するから……！」


    　すぐに思い出す。二年前、頰を赤く腫はらした彼女は母親にやられたと泣いていた。瞬間的に理解。娘に無慈悲な折せつ檻かんを行った玲子に対し、和夫おじさんが怒ったのだ。


    　だが、それがどうして由衣がおじさんを殺すことに繋つながるのかがわからない。


    「彼に怒られて、私は反省した。家から逃げ出した由衣を追って、家を出る彼の背中を見ながら、二人が帰ってきたら謝ろうとすら思っていたわ。でもね？　でもでもでもでも！」


    　首を絞める腕に更なる力が込められる。


    「それっきり、あの人は帰ってこなかった。帰ってこなかったの！　どうしてかわかる？　わからないでしょ!?　私だって信じられないわ！　信じられないけど、あの人、由衣を捜している最中に車に撥はねられて、死んじゃったのよ？　即死だったのよ？」


    　まるで最高のジョークを披ひ露ろうするかのような口調で、ヒステリックにそう叫ぶ玲子。


    「私じゃなく、由衣のために、あの人は逝ってしまった。由衣が受験に失敗したせいで、由衣がお仕置きから逃げ出したせいで、由衣が和夫さんに気に入られていたせいで……、あの人は死んでしまった。私を残して一人、天国に旅立ってしまった！　だから私もすぐに後を追おうと思ったわ！　逝いって彼に謝ろうって、そして仲直りしようって！　でもね、いざ死のうって時になって、気付いちゃったの……、私じゃあの人と同じところ、天国に行くことができないってことに」


    　感情を吐き出すそうにそう捲まくし立てた玲れい子こはふいに顔を歪ゆがめた。


    「私は、罪にまみれていた。彼に噓うそをついていたの。つくつもりなんかなかった、些さ細さいな噓。彼は私の全てを許してくれるってわかってたのに、それでも知られたくなかった私の汚い本性。それを隠すため、私は彼に十三回も、噓をついた……」


    「……！」


    　まさか、覚えのあるその数字に僕の背筋が凍りつく。


    「罪人は天国に行けない。一番大切な人にたくさん噓をついた、噓つきな私は、彼と同じところに行くことができない……、だから、だからね？」


    　わからない。こいつが何を考えているのか、これから何を言おうとしているのかも。ただ、僕の身体は目の前に立つこの存在に対し激しく怯おびえ、震えていた。


    「……知ってる？　噓をつかない心の綺き麗れいな人はね、瞳ひとみが濁らず清らかなんだって。神様はね？　死んだ人が罪人かどうか、瞳の綺麗さで決めるんだって。綺麗な瞳はね、天国へ行くための免罪符なんだって……」


    　歌うようにそう続けて、歪いびつに笑う梓あずさ玲子。


    　その話には覚えがあった。幼い頃、地獄を恐れる僕に向かって由ゆ衣いが教えてくれたあの話。


    



    『これは、おばあちゃんから聞いた話なんだけどね』


    『キョートの目、綺麗だよ。だからね、大丈夫！』


    



    　確かに、その話を僕は知っていた。だが……。


    「だから、集めたの。噓をつかない心が綺麗な人間の、濁ることのない綺麗な瞳を。そしてそれが罪の数を超えたとき、私は、私はやっとあの人と同じところに行くことができる！」


    　僕にはこの女が何を言っているのか、全く理解ができなかった。


    「……ち、違うだろ！　それは、そういう話なんかじゃないだろう!?」


    　あの時の、由衣の慈愛に満ちた眼まな差ざし、曇りのないまっすぐな瞳を思い出し、僕は叫ぶ。


    「？」


    　思わず口調を荒らげた僕を不思議そうな目で見つめる玲子。その濁った瞳を見て、気付く。どんなに荒こう唐とう無む稽けいで意味不明でも、彼女は、この人は、それが真実なのだと、疑っていない。


    「……さ、殺人は罪じゃないのか!?　目玉を抉えぐるのは悪いことじゃないのかよ！」


    「だからぁ、瞳っていう免罪符があるから大丈夫なんだってば。それに、そーゆー罪は全部、この由ゆ衣いが引っかぶってくれる予定だから。あの人を死なせたせめてもの贖しよく罪ざいってやつよね」


    　そんな僕の疑問に、意味のわからない論理で返してくる玲れい子こ。その論法がさっぱりわからない。いや、もしかしたら彼女自身もわかっていないのか……。


    「あ、あんた……、あんたはそんなことのために、家族を……、娘を殺したのかよ！」


    「……何言ってるの、この子。まだ殺してないじゃない？」玲子は嘲あざけるようにそう笑うと、少しだけ考えて続けた。「でも、そうね。要は優先順位の問題なのよ。和かず夫おさんとこの子や他の人達を比べてみたら、和夫さんが勝まさった。つまりがそういうこと」


    「嫌……、お願い。黙って。もう何も言わないで……」


    　由衣が、歯を食いしばって震えている。必死で耳を塞ふさいで、これ以上何も聞かないように。そんな彼女の姿が耐えられなくて、僕は必死で言い返す。


    「じ、じゃあ、なんで再婚なんか!?　それこそ一番の裏切りじゃないか！」


    「そんなことあるわけない！　あるわけがないでしょうが！」その言葉に玲子は過敏に反応し、目を見開いた。「あんなの、飾りよ。違うわ。別に愛してなんかいない、あんなの……」


    　痛いところを突かれたのか、口調を荒らげる彼女。突けば突くだけボロが出る、歪いびつで、脆もろくて、弱い、そんな彼女の論理。


    　この段階まで来て、僕は初めて目の前のこの女がどんな人物なのかわかったような気がしていた。彼女がどうして、こんなになっているのか、なんとなく僕にも理解できる。


    　この人は、僕とよく似ているのだ。


    　苦しくて悲しくて、勝手に暴走する心に、自分が何をしているのか自分でもわからなくて。そんな自分を必死で正当化したくて後付けで動機をでっち上げ、それでなんとか心を保とうとして自分を騙だまし、暴走を加速させて、そして……、止まらなくなってしまう。


    「そんなことは、いいのよ」


    　僕がごちゃごちゃと考えている間に息を整えていた玲子は静かにそう言い放った。


    「お話はおしまい。ここに今まで私が集めてきた十個の綺き麗れいな瞳ひとみと、由衣が今日回収してきた三つの瞳がある。これで十三個。全部揃そろった。せっかく集めきった途端、由衣に三つもだめにされた時はどうしようかと思ったけど、うまくいってよかったわ」


    　穏やかにそう微笑ほほえむ梓あずさ玲子。


    「さぁ、由衣。貴方あなたが今日、集めてきた瞳を渡しなさい。これで私は、やっと……」


    「嫌」


    　由衣の返答は早かった。彼女の母親は、一瞬何を言われたのかわからないような顔になって、少ししてから聞き直す。


    「今、なんて？」


    「嫌だって、言ってるの」


    　震えながらも、確固たる意思をもった由衣の言葉。彼女はちらりと僕の方を見てから、無理やり口元を吊つり上げた。


    「それに無理だしね。持って来てないもの、眼球なんて。馬鹿じゃないの？　いくら命令されたからってそんなことするわけないじゃん。誰があんたの言うことなんか聞くものか」


    「由ゆ衣い、貴方あなた、何を……」


    　そうだ。今朝、僕は彼女を説得し、双ふた葉ばの安全を約束して、由衣の眼球回収を中止させていた。今まで、玲れい子こを覆っていた余裕がボロボロと剝はがれ落ちていく。


    「何を、言って、貴方、何を、まさか……」


    「……だから、眼球なんて回収してないって言ってんの。私はただ、キョートに言われて死体を暴いて回っていただけ、残念だったね。三つ足りないけど、どうするの？」


    「な、なな何、何を、何……」


    　玲子が信じられないものを見るような目で、実の娘を見、それからこちらへと濁った瞳ひとみを向ける。まずい。心の中でそう思いながらも、僕は口を開かずにはいられなかった。


    「残念だったね、『眼球抉えぐり』……、お前の望みは、叶かなわない！」


    　瞬間、彼女がその表情をなくす。焦りも、苛いら立だちも、怒りも、全てを超越して浮かび上がるのは、壊れたような笑みだった。


    「…………っく、ふふ……、そうは、言うけどね」


    　この世のものとは思えない形相で、そう呟つぶやく『眼球抉り』。


    「ここに二人分……、四つもスペアがあるじゃない」


    　やはり、


    「貴方達の瞳は綺き麗れいじゃないし、本当は十三種類欲しかったのだけど。この際だから我慢して……あげる！」


    　彼女は叫び、由衣に突きつけていたナイフを振りかざす。その切っ先は由衣の喉のど元もとへ。


    「由衣ッ！」


    　嫌な予感は的中した。前回だってそうだったじゃないか。この女は、由衣のことなんて信頼していなかった。だから由衣が失敗した場合のスペアを、双葉や由衣の死体から回収していたのだ。奴は、ここで由衣と僕を殺し、そこから目玉を抉り取るつもりだろう。


    「……ッ！」


    　殺意を持って迫るナイフに声にならない悲鳴を上げる由衣。このままだと数秒後に、彼女が殺されてしまう。また、今度は僕の目の前で。


    　させない。させたくない。だが、この距離からでは間に合わない。


    「まずは一人分！」


    　嬉き々きとしてそう叫ぶ玲子。


    　もうだめだ。そう思いながらも、手を伸ばしたその先で。


    



    　彼女の右手に掲げられたナイフが、轟ごう音おんとともに吹き飛んだ。


    



    「ぎゃあッ!?」


    　悲鳴を上げて、右手を押さえる『眼球抉えぐり』。その隙すきに拘束を解き、母親から離れる由ゆ衣い。彼女を押さえていたナイフが鋭く回転しながら後方へと飛んでいく。


    　いったい、何が起きた？　それに今の轟音は？　そう思い、音のした方へと振り返った僕は、そこに立つ人物を確認し、不覚にも涙した。


    「まさに危き機き一いつ髪ぱつでしたね」


    　深夜の屋上に立ち、そう言って微笑ほほえんでいるのは、


    「常盤ときわ、先輩……」


    　この人は、本当にいつも絶妙のタイミングで現れる。


    



    　　　　　７


    



    「失礼ですが、盗み聞きさせていただきました」


    　突然現れたその人物、常盤先輩がその手に持った凶悪な代物、黒光りする散弾銃を操作しながら歩み寄ってくる。


    「せ、先輩？」


    　先輩と銃器、ミスマッチすぎて逆にしっくりくるその組み合わせに僕が目を白黒させていると、彼女は僕の視線に気付いて照れながら笑って見せた。


    「友人がこういうのたくさん持っていたので、ちょっと借りてきたんです。あ、大丈夫。弾はゴムですから」


    　弾はゴムって、それを撃ち出す方は本物ってことか。思わず、にこやかに笑う黐もち木き慧けいやモッチー老人の姿を思い浮かべて、僕は慌てて首を振る。


    「そ、それより……なんで、先輩がここに!?」


    「榊さかき君、私の発信機を持ち出していたでしょう？　実は今日一日その信号を辿たどってずっと後をつけていたんです」


    　銃口を前に向けながら僕の横に立った先輩は、ちらりとだけこちらを見てそう言った。


    「つけていた？　なんで……」


    「なんで？　学校を無断欠席したうえに、私の秘密アイテムをごっそり持ち出して……、これは何かあったと考えるのが自然でしょう？」


    「…………」


    　思わず聞いた僕に当然のようにそう返す先輩。確かに、こちらは返す言葉もない。


    「し、知り合いなの？」


    　こちら側に駆け寄っていた由ゆ衣いが戸惑いながら聞いてくる。まぁ、確かにこんな状況でいきなりショットガン抱えた女子高生が出てきたら誰でも驚くが、


    「あ、あぁ。部活の先輩……？」


    「なんで疑問形なんですか……。まぁ、それはともかくとして」


    　先輩が表情を引き締めて、正面を見据える。


    「形勢は逆転しましたね、『眼球抉えぐり』さん」


    「ッ……！」


    　あらぬ方向へと捻ねじ曲がった指を押さえ、悶もん絶ぜつしていた玲れい子こはその銃口に気付いて動きを止めた。


    「な、なんなのよあんた……」


    　忌いま々いましげにそう呟つぶやく玲子。


    「私はここにいる榊さかき君の先輩で……」そこまで言って、先輩は一歩前に踏み出した。「一年前、貴方あなたのそのくだらない宗教に右目を抉り取られた女子生徒、黐もち木き慧けいの親友です」


    　凍るほどに冷たい声でそう告げる先輩。


    「ひっ……!?」


    　そんな先輩を見た玲子が目を見開き、後あと退ずさった。こちらからでは背中しか見えないが、よほど恐ろしい形相をしているのだろう。彼女の背中から発せられる殺気が容易に感じ取れる。


    「ずっと捜していたんですよ、貴方を……」


    　更に一歩踏み出しながら、感情を感じさせない声でそう続ける先輩。


    「それがこんなところで、こんな形で見つけることができるとは……」


    　その銃口を玲子の顔面……その右みぎ瞼まぶたへと密着させ、冷酷に言い放つ。


    「報むくいを受けてください」


    　トリガーにかけられた指が微かすかに動いた。いくらゴムでもこの距離で撃たれたら……。慌てて止めに入ろうとするが、先輩の言い知れぬ雰囲気に威圧され動けない。


    　彼女は躊躇ためらいなく撃つ、そう思い目を逸そらそうとしたその瞬間、


    「だめっ！」


    　由衣がそう叫ぶのと同時に、遠くからパトカーのサイレンが鳴り響いた。それに連鎖するかのように幾重にも重なり、だんだんと近づいてくる複数のサイレン音。


    「……警察を呼びました。抵抗は諦あきらめてください」


    　思わず制止した由衣を見て、虚むなしげに銃口を下ろす先輩。僕は思わず肩の力を抜いて、その場にへたり込む。


    　もう玲子に逃げ場はない。抵抗も無意味。あっけない勝負の決着に、張り詰めていた空気が緩む。


    「……だめよ」


    　しかし、玲れい子こはまだ諦めていなかった。


    「せっかく頑張ったのに、ずっと我慢してきたのに！」


    「──！」


    　反射的に散弾銃を構え直そうとする先輩を振り払い、玲子が立ち上がる。


    「こんなことで、諦めるわけにはいかないんだよぉ！」


    　腰元から取り出した小さいナイフを展開し、でたらめに振り回す。その切っ先が近くにいた先輩を掠かすめた。


    「きゃっ!?」


    「先輩ッ！」


    　体勢を崩し、倒れる先輩を支える。


    「無駄な抵抗を……！」


    　僕の腕の中で散弾銃を構える先輩。その銃口を玲子に向けようとして、止まる。


    「……？」


    　その視線の先で、玲子は奇怪な行動をとっていた。


    　僕や先輩にも構わず、逃げようともしない。ただ、穏やかな微笑ほほえみで屋上の縁に立ち尽くす玲子。もうそこには敵意も悪意もなく、その手には彼女がいつも使っていた鞄かばんを抱えている。


    「……まさか」


    　その安らかな表情には、見覚えがあった。


    「いったい、何を……」


    　怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめる先輩。


    　まずい、僕は先輩から手を離し立ち上がる。そのまま全力で、残っている力をすべて振り絞って走り出した。


    　奴が、玲子が以前このような顔をしていた時、彼女は全ての目的を達成し、その締めくくりにビルの屋上から飛び降りたのだった。僕の真上から落ちてくる彼女の穏おだやかな微笑、今でも鮮明に思い出すことができる。


    　今、奴があの時と同じ顔をしているということは……。


    「大丈夫、大丈夫なのよ……」


    　そう呟つぶやきながら、持っていた鞄をさかさまにして揺さぶる玲子。そこから何かが転げ落ちて、ビルの下へと消えていく。


    　それは幾つもの小さな瓶びんで、その数は全部で十個あった。


    　それこそが彼女の妄想が創造した儀式。まず罪の数だけ眼球を落とし、それを追うように自分もすぐに飛び降りる。恐らくそれが彼女の宿願、最終目的。


    　糞くそッ、全部で十三個なけりゃいけなかったんじゃないのかよ。いや、それ自体が彼女の作り出した仮想の設定。気分次第でいくらでも改かい竄ざん可能ということなのか。


    　全ての眼球を眼下に落とし、満足げに笑う『眼球抉えぐり』。軽やかなステップで柵さくを乗り越え、向こう側、僅わずか数十センチほどの空間に着地する。


    「まさか!?」「やめてっ!!」


    　ここにきてようやく彼女の目的に気付いた先輩と由ゆ衣いが同時に叫ぶ。


    「大丈夫、神様は優しいからきっと許してくれるわ。十個しか集められなかったけど、こんなにも頑張ったんですもの、絶対に、絶対に大丈夫……」


    　自分に言い聞かせるようにそう呟つぶやく彼女。その身体がゆらりと揺らいだ。


    「させるかっ！」


    　駆け寄り、伸ばした僕の手をひらりとかわす玲れい子こ。くそ、回避の仕草まで親子そっくりだ。柵越しに再度、伸ばされた僕の指先。それを眺めて、玲子は顔を綻ほころばせた。


    「ばいばい」


    　僕の手から逃れるように、後方へとステップする玲子。しかしその先に着地する足場は、もうない。


    　ゆっくりと、スローモーションのように落ちていく玲子の身体。


    「嫌ぁああっ!!」


    　由衣が悲鳴を上げる。その声に、以前確かに聞いたことのある台詞せりふが重なった。


    



    『……助けて、ほしかったかも』


    



    　瞬間的に提示される選択肢。


    　やるか、やらないか。


    　僕がそれを選択するのに、時間や迷いは必要なかった。


    「ふざけんな……！」


    　僕は足を踏み出し、柵を乗り越え、手を伸ばす。


    「全てを台無しにしてまでやり直してきたのは……」


    　しかし、このままでは届かない。そう、このままでは。


    「こんな結末を見るためなんかじゃねぇ───ッ！」


    　だから僕も、屋上の縁から身を乗り出した。


    「キョートッ!!」「榊さかき君ッ！」


    　最も早はや、慣れきった浮遊感。足場のない、死へと直結する感覚。その中で僕は更に手を伸ばし、一足先に落ち行く玲子の腕を摑つかむ。


    「……よし！」


    　しっかりと摑んだ右手を確認し、僕は反対側へと意識を移す。ビルの外壁に設置されたパイプ……以前、僕の右足が引っかかったそれに、今度は左手の指を引っかけた。


    　しめた！　なんとかそれに摑つかまろうとして、僕は己の行動がどれだけ無謀だったかを文字どおり痛いほど思い知る。


    「っつがあああああああ！」


    　瞬間、予想もしていなかったほどの激痛が僕に走った。肩の関接が外れたのか、冗談や誇張ではなく本当に引き伸ばされてしまう左腕と、摑んだ全ての指に刃物を突き立てられたかのような鋭い痛み。死に慣れたはずの僕でさえ、泣きたくなるほどの痛みに歯を食いしばりながらも、摑んだ指は離さない。ビルの側面に宙ぶらりになる僕と玲れい子こ。


    　まさか、アクション映画のようにうまくいくとでも思っていたのだろうか、僕は。


    　心の裏側で、冷静な僕が皮肉をこぼした。


    　馬鹿が。自分の体重を支えるのだって難しいのに、加えて大人を摑んだままだなんて。うまくできるはずがない。常識的に考えろ。こうして耐える一秒一秒が奇跡といってもいい。


    　痛い。ただひたすらに襲いかかる激痛に、だんだんと意識が弱くなっていく。


    　指を離せ。奴を落とせ。憎き敵、『眼球抉えぐり』を落としてしまえ。


    　そうすれば、この痛みからも解放される。なんなら、反対側の手を放して一緒に落ちてしまうのもいいかもしれない。


    　なに、どうせ僕は死なない。ただ、さっきセーブした場所からやり直しになるだけだ。


    　続けて説得にかかるもう一人の声を、僕はひらすらに無視した。


    「なんで……っ、邪魔をするのよぉっ!!」


    　自分がまだ死ねていないことに気付いた玲子が忌いま々いましげにこちらを見上げる。


    「どうして死なせてくれないの！　とっとと私を、死なせなさいよぉっ！」


    　そう泣きじゃくり、僕の手から離れようと暴れる玲子。左手の激痛が更に増すのを感じながらも、僕は叫び返す。


    「だめだ！　そんなこと、絶対に許さない！」


    　いつの間にか指の感覚はなくなっていた。だがこの右手は放さない、たとえ千切れたって放してなんかやるものか。


    「……あんたは気付くべきなんだ！　その自分勝手な夢からさっさと醒さめて、自分が何をしてきたのかをきちんと知らなければならない！　自分がしたことをきちんと受け止めて、心の底から反省し、心の底から後悔し、心の底から謝罪しなきゃいけないんだ！」


    「何も知らない子供がぁっ！」


    「知らないさ、知らないけどこれだけはわかるよ！　僕もあんたも、甘えていただけなんだ！　他人に甘え、自分に甘えて。でも、それじゃだめなんだ、それだけじゃいけないんだよ！」


    　何も考えずにそう叫ぶ僕。


    「だからっ……！」


    　そう続けようとした瞬間、僕らの体重を支えていた左手の指先がグキリと音を立て、嫌な方向に折れ曲がった。やばい、そう思ったときには既にパイプから手が離れている。


    「あ……」


    　支えを失い、地面へと吸い寄せられる二人の身体。


    　引き延ばされる一瞬。慣れ親しんだスローモーションの世界。


    　再度、手を伸ばそうにも、もう摑つかめる場所がない。


    　ここまできてやっぱりだめなのか。僕は、どんなに頑張ってもこの先へは行けないのか。


    　無意味と知りながら、がむしゃらに手を伸ばす。


    　諦あきらめたくない。諦めたくなんか……ないのに！


    　そう思った瞬間、空へと伸ばされた僕の左手が、すんでのところで摑まれた。


    　思わず上げた視線の先に、屋上の縁から手を伸ばす二人の姿が映りこむ。


    「由ゆ衣い……、先輩……」


    「馬鹿、馬鹿なんじゃないの!?　何考えてんのよ、本当に！」


    「全くです。本当に、本当にそのとおりですよ。少し考えれば無謀だってわかるじゃないですか。なんで無茶ばかりするんです。心配するこちらの気持ちは考えてくれないのですか？」


    　口々にそう言いながら、必死の形相で僕達二人分の体重を引き上げようとする由衣と常磐ときわ先輩。


    　そんな二人の背後。空を覆う暗雲に切れ間が入り、月の明かりが差し込んでくる。


    　満月が照らす静かな光。それを受けて幻想的に煌きらめく二人の瞳ひとみ。


    　ゆっくりと屋上へ引き上げられながら、僕はそんな彼女達の姿を見て確信する。


    　僕の選択は間違いではなく、僕の受けた苦しみは無駄ではなかった。


    　これが、これこそが、僕が一生を投げ捨ててまで得た最高のエンディング。僕の摑める最良の結末なのだと。


    　そう信じる。今、この時だけでも。

  


  
    エピローグ　リアライズ


    



    　あの後、無事引き上げられた梓あずさ玲れい子こが駆けつけた警官により取り押さえられ、『眼球抉えぐり』として逮捕。連続猟奇殺人犯『眼球抉り』の事件は解決前の盛り上がりを考えると異常なほど、あっさりと、そして静かに、その幕を下ろした。


    　そのセンセーショナルな経緯と真実に一部マスコミが過剰に騒ぐことが懸念されたが、それもなかった。その直後に別の猟奇殺人事件や有名政治家の汚職発覚が連続し、世間の注目が全てそちらに向いたというのもあるが、それでも逮捕の一報さえ報道されないのは明らかにおかしい。


    　恐らくこれには裏でなんらかの意図が働いたものと思えるのだが、それもはっきりしていなかった。本命・黐もち木き組、対抗・玲子の記者仲間、大穴・常盤ときわ先輩ってとこだろうか。


    　何はともあれ、事件は意外にも悪くない形で終演を迎えた。


    　左手の指を骨折したり肩を脱臼したり、頰ほおに軽度の裂傷を負ったりはしたものの、この程度は安い犠牲だ。由ゆ衣いの犯行阻止、双ふた葉ばの救出、『眼球抉り』の逮捕、当初の目的は全て果たせたのだから、上出来といっていい。


    　だが、それで事件の傷跡がなくなったわけではなかった。全ての問題が解決したわけではない。全ての関係者が幸せになれたわけではないのだ。


    　だから事件から一か月が経たった今でも、彼女は……。


    



    「おっと」


    　考え事をしていたせいか、曲がり角から来る通行人に気付かなかった。


    　雨の日だというのに正面衝突してしまい、バランスを崩した僕は水みず溜たまりの中に尻しり餅もちをつく。


    「うへぇ……」


    　尻に伝わる嫌な感触。これは幸先が悪い、出直すべきだろうか。いやしかし、せっかく覚悟を決めてきたのに……、ぶつくさとそんなことを考えていると、目の前に骨ばった手のひらが差し出される。


    「おぅ、悪ぃな。大丈夫か？」


    「あ、大丈夫です。こちらこそすみま……」


    　起き上がらせてくれた人物に礼を言おうと顔を上げた僕は、その人物が誰かを確認し、思わず固まった。見覚えのある作業衣に、見覚えのある白髪、見覚えのある厳いかつい表情。


    「……？　なんでい、顔に何かついてるか？」


    「い、いえっ大丈夫です。問題ありません！」


    　慌ててそう答え、頭を下げて礼を言う。不思議そうに首をかしげながら、歩き始めたその人物から駆け足で離れ、遠くからその背中を見送った。


    　作業衣を着ていたということは、今は仙せん岳がく中学校務員の望もち月づきなのだろうその人物。以前、一緒に由衣を追跡し、僕の一方的な誤解から争ったこの人物も、この世界では赤の他人だ。


    　そう考えると、やはり少し寂しい気がするな。そんなことを考えながら傘かさを持ち直し、苦笑する。


    　結局何な故ぜ、極道の組長である彼が偽名を使ってまで中学の校務員の真ま似ね事ごとをしているのか、本人に直接問いただすことはできなかった。


    　我慢できずに先輩に聞いてみたのだが「趣味と過保護」という簡潔すぎてよくわからない答えが返ってきただけだったし、この件は未いまだに僕の中でも燻くすぶる謎なぞの一つとなってしまったな。


    　先輩といえば──連想し、先日部室でした会話を思い出す。


    　いろいろと悩んだのだが、結局、僕は今回の事件で何があったのか、僕がいったい何をしてきたのかの全てを先輩に話すことにした。前回では言えなかった謝罪と感謝を告げるためだ。


    『本当に、お疲れ様でした』


    　散々迷惑をかけながら、事件を未然に防ぐことも彼女の親友を助けることもできなかった僕に先輩が告げたのは、たった一言のねぎらいの言葉。


    　そして、彼女は少し考えてからこう続けた。


    『でも、またこうして出会えたということは……』


    　そう呟つぶやいて悪戯いたずらっぽく笑う常盤ときわ先輩。反応に困った僕は意味もなく苦笑をし、誤ご魔ま化かすことしかできなかった。


    「っと……」


    　見覚えのある景色が視界をかすめ、僕は回想を中断して足を止める。


    　そこは雨の住宅街、梓あずさ家へと続く坂道の麓ふもとだった。これまでの世界で何度も何度も駆け上ったこの坂道、あの頃僕は何を考えながらこの道を上っていたのだろう。


    　もうずいぶんと昔のことのように思える。なにしろ体感時間では十四年以上前のことなのだ。僕は懐かしさにも似た感情に思いを馳はせながら、その坂道をゆっくりと上っていく。


    　その頂上に双ふた葉ばが立っていた。赤い傘を差しながら雨の中佇たたずむ少女は、こちらに気付いてその表情を緩ゆるめる。


    「キョート兄にい……」


    　その笑顔にはまだ若干の疲れが見て取れた。こんなことになったのだ、無理もない。彼女が自分の母親により殺されかかっていたことは伏せてあったが、勘のいい双葉のことだ。もしかしたら感づいているのかもしれなかった。


    　双葉に案内されて、梓家へと入る。静まり返った室内、二年前と変わらない。


    「誠せい一いちさんは？」


    「……仕事、でも今日は早く帰ってきてくれるって」


    　僕の質問に、若干戸惑いながらも答える双葉。あれから誠一と玲れい子この間に何があったのかはわからないが、全ての事情を知りつつも、彼は娘二人の面倒を見ることに難色を示さなかったらしい。


    　それが彼の仁義なのか大人の事情なのかは知らないが、双ふた葉ばから聞く限り以前のような深い亀裂を孕はらんだ関係ではないようだった。


    　まぁ、彼らはたぶん大丈夫だろう。それよりも問題は……。


    「……それで、由ゆ衣いは？」


    「こっち……」


    　双葉に促されるままに階段を上り、その部屋の前に立つ。


    　扉の向こうに人ひと気けはなかった。誰もいない静まり返った廊下。この先に由衣がいるらしい。


    　緊張が増し、鼓動が早まる。そんな僕の手に双葉の手がそえられた。


    「……お姉ちゃん、ずっと我慢してるの」


    　震える声、彼女の指に力が込められる。彼女が何を言っているのか、僕にもなんとなく理解ができた。


    　事件から一か月、その間も事件の後始末や事情聴取等で由衣達とは何度か会っていたのだが、その時から由衣の様子は変だった。事件の影響なんてなかったみたいに気丈に振る舞い、双葉や誠せい一いちさん達を慰なぐさめ、取り持ち、いつものように笑顔を振り撒まいて……。


    　だけどその表情にはいつものような力がなく、健けな気げで痛々しいその笑みは、見ているこっちも辛くなるほどで、由衣が無理をしているのは明白だった。


    「お願い、だから……。キョート兄にい……」


    「あぁ、大丈夫だ」


    　僕はその手を握り返しながら笑顔を作ってみる。うまく笑えたかはわからなかったが、効果はあった。少しだけ表情を緩ゆるめて指を離す双葉の頭を撫なで、僕は再び扉の前に立つ。


    「由衣、入るぞ」


    　反応はなかった。本当は室内にいないんじゃないか、そんなことを考えながらドアを開き、僕は瞬間的に後悔する。


    　その時、僕は目まの当たりにしてしまった。


    　一連の事件が彼女に負わせた傷きず痕あと、僕が防げたはずだったその傷の深さを。


    「由衣……」


    　由衣は確かにそこにいた。薄暗くなった室内の片隅、ベッドに腰掛け虚空を見上げ、ぼんやりと佇たたずむ由衣。その表情の陰りは、事件解決後のものじゃない。寧むしろ、これは……。


    



    『……助けて、ほしかったかも』


    



    　これじゃ、全てに敗北し、毎回のように死を選択していたあの時と同じじゃないか。


    　この瞬間、僕は猛烈に理解していた。彼女にとって、これはハッピーエンドでもなんでもなかったのだということを。


    　由ゆ衣いが自分を傷つけ、あんなことをしてまで守りたかった家族の絆きずなを、彼女は守りきることができなかった。それどころか、彼女にとって守りたい対象だったはずの母親にさえ裏切られ、失って……。


    「セーブ機能」を持つ僕なら由衣の全てを救えるはずだったのに、結局、僕は由衣を助けられないままだった。何が意外にも悪くない終演だ。何が上出来と言っていい、だ。悔しさと情けなさで泣けてくる。


    「……あれ、キョート？」


    　部屋の隅から発せられた弱々しい声に、僕は我に返った。ゆっくりと立ち上がり、こちらへと歩み寄ってくる彼女。僕も暗い部屋へと踏み入って、彼女の前で立ち止まる。


    「どしたの？　急に……」


    「あ、えっと……」


    　かける言葉は用意しておいたはずなのに、いつの間にか頭の中から吹っ飛んでしまっていた。僕は続ける言葉を慌てて模索し、視線を泳がせる。


    「あ、もしかして心配させちゃってた？　悪い悪い」そんな僕の態度に何を思ったか、そう言って笑ってみせる由衣。「私は大丈夫だよ、ちょっと疲れちゃっただけ。少し休んだらまた元どおりになるから、だから」


    「由衣……」


    「大丈夫だから、心配しなくても」


    　噓うそだ。


    　少し前の僕なら、その笑顔を信じて勝手に安心していたかもしれない。でも、今の僕には彼女の噓が見えていた。その笑顔の向こう側は、全然大丈夫なんかじゃなかった。


    　そこには彼女が常に放っていた明るさや元気さがなくて、ただ必死で元気な自分を演じようとする健けな気げさだけがあって、その虚勢は今にも崩れ落ちそうで。


    　触ったら壊れそう、以前どこかで聞いた表現が脳裏をかすめる。


    　僕は、僕にできることは……。


    　瞬間、出現する選択肢。また最初に戻って全てをやり直すか、それとも……。


    「大丈夫じゃ、ないだろ！」


    　今、目の前にいる由衣を諦あきらめることなんて、僕にはできなかった。僕は衝動的に後者を選択し、ぼんやりと立ち尽くす由衣の肩を摑つかんで、光の差さない両目を覗のぞき込む。


    　もう頑張らなくていいと、そう言いたかった。無理するなと、そう言ってやりたかった。だが、それは二年間に及ぶ彼女の戦いの終わりと、その敗北を意味している。


    　それに、もし言ったとしても彼女の態度は変わらないだろう。今よりももっと強固な仮面を被かぶって、笑ってみせるに違いない。彼女にはこの戦いをやめるつもりなどないのだ。


    　恐らく、これから、一生、ずっと。


    　どうすればいい。どうすれば彼女を助けることができるんだ。どうすれば、彼女はまた二年前のように笑いかけてくれるんだ。考えても考えても、策なんて浮かんでこない。


    　もう、だめなのか。ふと、そんな考えが頭をよぎった。


    　もともと、僕みたいに腐りきった瞳ひとみをした奴が、誰かのために何かをできるなんて、驕おごりでしかなかったのかもしれない。


    　結局、僕にはこれが限界だったのか。そう意識した途端、目の前の景色がじわりと歪ゆがんだ。


    「……ッ」


    　あまりにも情けない醜しゆう態たい。こぼれそうになる涙をなんとか堪こらえながら、それでも、目を閉じることだけはしない。


    　二年前にはなかった陰を孕はらむ彼女の瞳。僕はそれを、まっすぐと覗のぞき込む。


    　同時に彼女もまた、濁りきった僕の瞳を見つめ返していた。汚い心の底の底まで覗き込まれているような感覚。だが、それでも僕は瞳を逸そらさない。


    「何、突然。変な顔して……」


    　よっぽど僕の顔がおかしかったのか、それとも得意の笑顔で誤ご魔ま化かそうと考えたのか、冗談めかしてそう呟つぶやき、笑おうとする梓由ゆ衣い。


    　しかし、その表情は強こわ張ばったままで、全然、全く笑えていない。


    「あ、あれ？　おかしいな」


    　そんな自分に気が付いたのか、由衣は一瞬目を見開いた後、再び笑おうと顔を歪める。


    　だが何度、試してもうまく笑顔を作れなかったらしい。とうとう彼女は諦あきらめるように、その表情をすっと緩ゆるめる。


    　その拍子に、彼女が被かぶっていた虚勢の仮面が、音もなく剝はがれ落ちた。


    「……うん。……大丈夫じゃなかった、かも」


    　その呟きとともに身を乗り出し、もたれかかってくる由衣。その目から散った光を見ないふりして、僕は彼女を受け止める。


    「ごめん、ちょっとだけ……」


    　彼女の両手が僕の背に回りこみ、縋すがるように抱きしめられた。


    「ちょっとだけだから……」


    　くぐもった声でそう繰り返す由衣。


    　僕の胸の中で彼女の感情が膨ふくらみ、そして弾けた。


    「私、私さ……、結構頑張ったよ？　私のせいで父さんが死んじゃったから。そのせいで家族がみんなおかしくなったから。だから私がなんとかしなきゃって、そう思ってさ」


    「あぁ……」


    「でもさ、だめだったよ。全然うまくいかなかったよ。頑張ったのに！　すごく、すっごく頑張ったのに……！」


    　押し殺すようにそう呟つぶやいた由ゆ衣いは、泣いていた。


    　張り詰めていた感情が緩ゆるみ、激情が溢あふれ出す。


    「……なのに、なのにぃっ!!」


    　痛いくらいに込められる彼女の力。僕はそれに応えるように、しっかりと彼女を抱きしめ返す。彼女が壊れないように、繋つなぎとめるように、優しく、でも力いっぱい。


    　そのまま由衣が泣きやむまで、ずっと彼女の側そばにいた。


    



    　結局、僕には何ができたのだろう。由衣を抱きとめながら、頭の隅で考える。


    「セーブ機能」のお陰で、僕は普通の人にはできないありとあらゆる行動をとることができたはずだった。なんでもできると、そう信じていた。


    　なのに最終的に僕ができたことといえば、この程度。特別な力なんて必要としない、誰にだってできること。僕は「機能」の力を借りて、やっと人並みなことができたのだ。


    　やっぱり、僕にはゲームの主人公みたいに、全てを丸く治めることなんてできなかった。


    　相変わらず僕の眼めは濁ったままだし、由衣の瞳ひとみももう、二年前の純じゆん真しん無む垢くなそれではない。


    　既に僕たちは、あの人の言う〝天国へ逝ゆく資格〟とやらを失っているのかもしれなかった。


    　でも、それでも。


    　これから僕のしようとすることに、したいことに、してほしいことに、瞳の清濁なんて関係ない。特殊な「機能」も、普通じゃない何かも、才能も意地も、何もいらない。


    　ただ僕は、由衣に……、


    



    「ありがと……」


    　しばらくして落ち着いたのか、消え入るような声でそう呟く由衣。


    　次にかける言葉はもう決めてあった。僕は、赤らんだ目元を擦こすりながら、恥ずかしそうに離れる彼女の手を摑つかみ、力強く引き寄せる。


    「え、ちょっと……、何？」


    　慌てて聞いてくる由衣の質問には答えず、僕は自分にできる限りの笑顔で振り返る。小さい頃もらった元気を、少しでも返したかった。


    「こんなところで何やってんだ」


    「……？」


    　彼女の手を摑んだまま、部屋の外まで引っ張り出して、そのまま廊下を突き進む。目を丸くする双ふた葉ばの前を横切り、僕は戸惑いながらもついてくる由衣に向かって言葉を続けた。


    「ほら、遊びに行こう。ずっとこんなところにいると、身体中からキノコが生えてきて死んじゃうんだからな！」


    「……！」


    　階段を下り、玄関を開いて、外に出る。


    　いつの間にか雨はやんでいた。


    　僕たちは水みず溜たまりを蹴け散ちらしながら道路まで出て、空を見上げる。


    　明るい空、雲の隙すき間まから白い光が差していた。


    　眩まばゆい光景から目を下ろし、僕は目の前に立つ由ゆ衣いに笑いかける。


    　彼女も晴れやかな表情で、微ほほ笑えみを返してくれた。
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    あとがき


    



    　初めまして。鮎あゆ川かわ歩あゆむです。


    　このたびはこの本を手にとって頂き、誠にありがとうございます。


    　表紙に惹ひかれ、手に取って、何気なくこのページを開いてくださった皆様。更にありがとうございます。このあとがきにはろくな事を書く予定がないので、もしこの本を買うかどうか迷っていらっしゃるのでしたら、本編の適当なページにある適当な文章や、所々に配置されている素晴らしい挿絵の数々を見て、この本を購入するかどうかご検討ください。


    　その上でこの本を購入してくださるのでしたら、これ以上の幸せはございません。


    　この本を購入し読んでみたはいいが、途中まで読んで面倒くさくなり、ついあとがきまでスキップしてしまった皆様、大変申し訳ありませんでした。


    　ごめんなさい、表紙詐さ欺ぎでした。悪いのはお客様を騙だます力を持つイラストと宣伝文句です。噓うそです。両者に負けぬよう頑張ります。見捨てないで下さい。


    　そして、既に本編を読み終え、最後にこのあとがきを呼んでくださっている皆様、本当に、本当にありがとうございました。お疲れ様でした。


    　どうでしたか？　面白かったですか？　詰まらなかったですか？


    　いや、怖いので答えは言わないで下さい。そっと心の中で返答してくださるだけで、私は満足です。経験が無いのではっきりとはわかりませんが、多分、憧れの先輩に一方的に告白して返事を聞かずに逃走する後輩の女の子は、今の私のような気持ちでいるのだと思います。


    　おっと、大事なことを言い忘れておりました。


    　この作品は、自分で言うのもなんですが、不謹慎です。冒ぼう涜とく的で、背徳的です。


    　詳しくは書きませんが、あっけなく人が死にます。


    　まず主人公が開始数秒で死にます。その後もこの主人公、ちょくちょく死にます。大切な人も、そうでない人も、まるで命なんてゴミと言わんばかりに、次々と死んでしまいます。


    　ですが、これを読んだ貴方あなた様はどうか死なないで下さい。自殺しても人生はやり直せないし、天国にも行けません。現実から逃げることも大切ですが、死んでしまったら終わりです。


    　ですから私も死んだりせずに、穴を掘って入り込む方を選択しようと思います。


    



    　以下、謝辞を。


    　まずは選考に関わった皆様。このような拙作を読んでくださり、そればかりか推してまでしてくださって本当にありがとうございます。


    　担当の望月様。新人のくせに我わが侭ままばっかり言って申し訳ありませんでした。ですが、貴方様のお陰でここまで来られました。本当に、本当にありがとうございます。


    　イラストを描いてくださった染そめ谷や様。素敵なイラストの数々、本当にありがとうございました。自分の書いた登場人物を絵にしてもらった瞬間の、あの感動は恐らく一生忘れません。


    　そして数年前、ただの痛い中学生だった私を受け入れ（？）、温かかったり、生温かかったりする目で優しく見守ってくださった某クラブ、会員の皆様方。この作品を書く上でも色々とご協力を頂きました。間違いなく、この作品と今の私がいるのは貴方様方のお陰であります。本当にありがとうございます。更に高校、大学の先輩、後輩、友人の皆様。今の私がまともな人格をしていて、今の生活がそこそこに楽しいのは皆様方のお陰です。本当にありがとうございます。


    　最後にここまで読んでくださった読者の皆様。改めてここまでお付き合いいただき、本当にありがとうございました。この作品を読んで、少しでも面白いと感じていただけたなら、それだけで私の魂は救われます。


    



    　このあとがきだけで私は何度、感謝の言葉を繰り返し、何度、謝罪の言葉を告げたのでしょうか。多分、その答えが今の私の正直な気持ちです。


    　本当はもっと大事な事を、もう一個謝っておきたかったのですが、もうページがありません。


    　ですので、その件についてはまた、次の機会にて改めて謝りたいと思います。


    　では、そのような機会が訪れる事を願いつつ、さようなら。また会う日まで。


    
      鮎川歩

    

  


  
    鮎川　歩


    Ayumu Ayukawa


    



    １９８７年生まれの蠍座。


    趣味、現実逃避。特技、うっかり。


    今一番欲しいもの、元気と体力。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    クイックセーブ＆ロード


    



    ２０１５年９月11日　電子書籍版発行


    著　者　鮎川　歩


    発行人　立川義剛


    編集人　野村敦司


    編　集　望月　充


    発行所　株式会社　小学館


    　　　　〒１０１‐８００１


    　　　　東京都千代田区一ツ橋２‐３‐１


    　　　　s-ebook@shogakukan.co.jp


    



    底　本　２００９年８月23日　初版第１刷発行


    



    ⒸAyumu Ayukawa 2015　ISBN978-4-09-451155-0


    



    



    ※ご注意


    本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、公衆送信すること、および有償無償にかかわらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。


    個人利用の目的以外での複製など違法行為、もしくは第三者への譲渡をしますと著作権法、その他関連法によって処罰されます。

  

OEBPS/Images/cid-07776.png
s





OEBPS/Images/i-0051_01.jpg





OEBPS/Images/i-0001_01.jpg
s\ <ppny

e
E———— 4  ——

. T — ——
—
Sy
\
A

= &





OEBPS/Images/i-0010_01.jpg
<|R<

1
G

LI
e 4
- &
= B
= N
" i mm
— R RN
mE
C a2 4H

= H
:m W zmncm :_ur
5 =
HO .
o1 e
e o
W

0
ES
&
=
B
2 |
Hk
S <
=B m
@
o
i
Bl
g

H
&
I
NIt IV
wn B
e et
fau o # |
ﬁ.:?
2]
=

=

1 W
.

(R=RIAR=

o #






OEBPS/toc.xhtml






目次





		Start



		プロローグ　リセット



		１章　リトライ



		２章　リサーチ



		３章　リバース



		４章　リライト



		エピローグ　リアライズ



		あとがき



		奥付













OEBPS/Images/i-0006-0008_01.jpg
S
e uRE:
= OYUS4d

[ ».*
»* *

~a





OEBPS/Images/i-0125_01.jpg





OEBPS/Images/i-0009_01.jpg





OEBPS/Images/i-0213_01.jpg





OEBPS/Images/i-0235_01.jpg





OEBPS/Images/i-0003-0005_01.jpg





OEBPS/Images/i-0067_01.jpg
Pie=—=u





OEBPS/Images/i-0002_01.jpg
H:
e
% ¢ N
EB?L

g

e e
TR SE ST TR SRR

CONTENTS
soo-4Y € v b 012
- 017
Y & =F 095
N =2 181
U344 b 281
teo-4s1U 7 34X 329
HhEeDE 333

DESIGN:Shun Mizuki[ +innovation]






OEBPS/Images/i-0344-0345_01.jpg





OEBPS/Images/i-000a.jpg
GAGAGA






OEBPS/Images/i-0175_01.jpg





OEBPS/Images/i-0033_01.jpg





OEBPS/Images/i-0271_01.jpg





OEBPS/Images/i-0343_01.jpg
FIM.





OEBPS/Images/i-0015_01.jpg





OEBPS/Images/i-0155_01.jpg
i

/‘

/
b






